















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　西陽ミツバ
















　CONTENTS








序章　恋に不可能はないのだと

第一章　未来とはまさに現今いま

第二章　楽園の長い休日

第三章　境内林での邂かい逅こう

第四章　文明放送へ

エピローグ

あとがき









[image: 序章　恋に不可能はないのだと]

　闇の中に、金色の泡がぽこりと浮かんだような。そんな感じがして目が覚めた。




（あれ……なんだこれ。水の中？）

　全身が何か温かい液体に浸つかっている。風ふ呂ろに入っていて寝落ちでもしたんだろうか、どうもよく思い出せない。

（溺れるとこだったかな……危ない危ない……上がるか）

　水面へ顔を出そうと体を起こしてみるが、うまくいかなかった。なんだか狭くて自由がきかないし、体に力が入らない。




　なぜか息苦しさは感じなかった。しばらくもぞもぞと身をよじる。右腕を前へ突き出すと、まだ伸ばしきらないうちに固いものが手に当たった。

　僕の体の前すぐ近くに何か透明な壁があるようだ。その向こうには液体越しではっきりしないが、白い壁と点滅する灯あかりがあるようだった。

（風呂じゃ、ない……？）

　ああ、だいたい僕のいた男子寮にはシャワーしかなかったよな──ぽつんとそんなことだけ思い出した。頭がまだどうもぼんやりしている。

（『男子寮』って……どこのだ？　いやそれより……）

　僕は、誰だっけ。

　まあいいや。ここは温かくて気持ちがいいし、べつに危険もないようだ。どうにもまだ眠くてしょうがない。

（うん……あと五分……）

　そんな感じで二度寝を決め込もうとしかけた、その時。




〈たカぃどぉくん……おォキたのカ？〉

　液体を伝って、そんな声が耳に響いた。耳の中でゴボゴボ余計な音がして、よく聞き取れない。ああ、でも確かそんな名前で呼ばれてた気がするな──

　そうだ、思い出した。僕の名前は高たか井い戸ど……高井戸和かず真まだ。

　今の声にも、聞き覚えがある。ややハスキーで、それでいて深みのあるアルトの声質。

　ああ、そうだ。先輩の声じゃないか、これは……？

（先輩……そうだ。薫かおる子こ先輩……）

「かお──」ゴボッ。

　声を出そうとして、喉の奥で液体が空むなしく動いた。

（……あれ？　なんでこれで窒息しないんだ、僕は……？）




　その時、体の周囲で液体が動き出した。どこかへ排出されていくのか、体に感じていた浮力と温かさがなくなっていく。寝起きに包くるまった布ふ団とんをはがされる様子を連想して、思わずクスクスと笑った──つもりが、ゴボゴボとまた喉が音を立てた。




〈……目覚めたのか？　そうなのだな？　慌てるな、今出してやるから……排水もすぐ終わる……〉

　今度ははっきりと、先輩の声がした。

　頭がやけに重い。何かヘルメットのような物がかぶせられている。

　手を伸ばして触ると、その表面には電線か何かが無数にくっついていた。手首やほかの場所にも、何か細い管がいくつも挿しこまれているようだ。

（……なんだ、これ）

　急に喉の辺りがむず痒がゆくなって、僕は肺の中にあった液体を大量に吐き出した。

「げ、げほっ……」

　代わりに流れ込む乾いた空気。

　目の前の透明な壁が動き出す。足元の方へスイングする形でそれが開放され、まだ濡ぬれたままの肌に空気が触れた──寒い。おまけに少し頭が痛くなってきた。自分の身に起きていることが整理できない。

　とにかくここから出よう──僕は頭に載ったヘルメットを外そうとした。そのはずみで体につながった管のいくつかが抜け落ち、その部分から少し血が垂れた。




〈あああ、待て！　そんなに焦あせるんじゃない。大丈夫だ、今そっちへ行くから無理に動かずに……〉

　また心配そうな声がする。そんなこと言われても、このままじゃどうにも落ち着かない。

　思うようにならない体を懸命に動かして、僕はその奇妙な容いれ物から転がり出た。まるで力が入らない指で、必死に容れ物の縁にしがみつき、体重を支える。

（……こんなに瘦せていたっけか、僕は？）

　硬めの靴底が床をたたく、けたたましい足音が遠くから近づいてきた。防火シャッターを開閉するときに聞こえるような、金属の軋きしむ重い音が響いて──

「……高井戸くん!!」

　先ほどと同じ声。顔を上げると、前方の壁が開いて人影がそこに現れたところだった。肩を激しく上下させ、全力疾走してきたように荒い息をついている。

「大丈夫か？　どこも痛むところや動かないところはないか？　……私が分かるか？」




　そう言いながら近づいてくる人の姿には、見覚えがあると思った。

「か……薫子先輩……ですよね……？」

　解げ柔にゅう院いん薫子先輩。一学年上の、交際を始めて二か月ちょっとになる僕の「彼女」──

「ああ……成功だ。ようやく成功した……！　私が分かるんだな！」

　彼女の見開かれたまぶたから、大粒の涙がボロボロとあふれ出した。




「ええ……分かります。でも、なぜそんな？　僕、どうかしたんですか？」

「ん!?　記憶がないのか……？　まさか失敗……い、いやしかし、処分するわけには……」

　……処分ってなんだ。

　先輩の様子にひどく不穏なものを感じて、僕はあわてて言い添えた。

「大丈夫、大丈夫ですよ……今は頭がぼんやりしてるけど、多分思い出します」

「そうか、うむ、そうだな……！」

　先輩が、しきりにうなずいて目元をこすった。

「ずっとこの時を待っていた……追い求めてきた。これまで消えた三十二人の私も、これで無駄ではなくなった」




　三十二人？　いったい何の話だろう？

「そして私がアンカーとして、君を迎えることになったのだな。何という晴れがましい日だ」

　胸を張って誇らしげに笑った次の瞬間、先輩は膝から崩れ落ちて、僕の目の前に両手をついた。

　震える指を伸ばし、こちらへにじり寄って僕の肩を摑つかむ。

「だめだ、足に力が入らん……しばらくこうして居させてくれ……」

　そう言うと、彼女はそのまま僕の肩を両腕で包み込み、しゃくりあげながらとめどなく涙を流し続けた。

　目の前にいる薫子先輩には、少しだけ奇妙なところがあった。いつも見ている顔よりも、少し目鼻立ちが幼く見える気がする。

　肌の色はやけに白いし、服装も奇妙だ。体に貼りつくアンダーウェア風のものの上に、医者が着るような白衣をはおっている。

　服と言えば。僕は自分が全裸のままなのに今さら気が付いた。

（やっべえ……）

　せめて前を隠したかったが、両腕は体重を支えるためにさっきの容器にしがみついたまま。膝はぶるぶる震えて今にも崩れそうだ。

　おまけに薫子先輩が密着間合いにいるせいか、体の一部が困った状態になりつつある。

「あっ……」

　先輩がそれに気づいて眉をひそめた。顔が真っ赤に染まる。

「せ、先輩、これはその……」

「ああ、その、落ち着け。気持ちは分かる……私だって同じだ。だが、今はまだまずい。今の君には無理だ」

　なんだか微妙に誤解というか、すごく余計な気を回されてるような。

　彼女は僕を横抱きに抱え込むと、そのまま崩れるように二人そろって床に座り込んだ。




　そこへ、なにか車輪を付けた重いものが近づいてくる音。

　──ストレッチャーをお持ちしました、ドクター。

　美しいが、どこか無機質な感じのする女性の声。足音が間近に来て、止まる。




「プロジェクトは成功ですね、おめでとうございますドクター」

「ああ、ありがとう。そっと乗せてくれ、Ｙ48」

「はい。ではワタシが足を持ちましょう。ドクターはそのまま上半身を」

　そう言いながら声の主が僕の足元に移動すると、その姿が視界に入った。薄いピンク色の髪をショートボブに切りそろえた、ほっそりした姿の少女だ。

　服装は黒いワンピースドレスにエプロン──これ、メイド服ってやつだろうか。




　瞬間、真っ向から目が合う。少女の眉が不思議そうにピクリと動いた。

　自分の状態を再び自覚する。僕は全裸で、そして──勘弁してくれ。

「ドクター、患者の体表温度が三十七度をマークしました。心拍数と発汗の増大も確認──何か重篤な病気なのでは!?」

「ん？　……ああ。いや、心配ない。これは彼のごく平凡な性的緊張に基づく反応で──」

「……先輩いぃ」

　ちっくしょう、ひどい羞恥プレイだ。あんまりだ！

「落ち着きたまえ、高井戸くん。この少女のことは気にするな。これはＹ48型医療補助メディカルアンドロイドだ、人間ではない」

「め、医療補助メディカルアンドロイドですって……？」

　いつの間にそんなものが。

「うむ。君が知らんのも無理はないが、百八十年ほど前に作られたものだ。少数が一般にも出回ったから、一応市販品ということに──」

　こんなものが市販されたという記憶はない。それが百八十年前に……？

「あー先輩、すみません。僕、ちょっと今、頭がいっぱいいっぱいみたいです。すこし、その……時間的な余裕を」

「む……分かった。そうだな、今の君にはそういう無理も禁物だろう」

　先輩の言葉がまた妙に気にかかる。「今の君」ってどういうことだ。

「これ、ドッキリとかじゃないですよね……？」

「当たり前だ」

　先輩は、きょとんとした感じの声でそれだけ答えた。

「Ｙ48、彼をリカバリールームまで運んでくれ。その間に少しは落ち着くだろう」

「了解です」




「少し眠りたまえ、高井戸くん。あとでまた、ゆっくり話そう」

「はい。あの……とりあえず、パンツを下さい」

　言って激しく後悔。もうちょっとましな言いまわしがあったはずだ。

「う、うん。あとでな」

　ああ、これは絶対に誤解された。弁明したかったが、僕はもうすでにそれ以上声も出せないほどクタクタになっていた。

　その一方で、薫子先輩にまつわる記憶が少しずつハッキリしたものになってくるのが感じられる。何かひどく懐なつかしいその風景の中に、吸い込まれるようにまた眠りに落ちた。




　　　　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊




　僕、高井戸和真が解げ柔にゅう院いん薫子先輩と初めて出会ったのは、高校の入学式から数日たった、晴れた日のことだ。




　私立の名門である誠せい心しん学がく院いん高校には、築二十年になるというえらく立派な図書館がある。

　午前の授業が終わり、購買部で総菜パンを買って腹に詰めこんだあと。僕は残り四十分ほどの昼休みを心静かに過ごす場所を探して、赤レンガ風に仕立てられた壁面が目を引くその建物に入り込んだ。

　地方からいささか背伸びをして出てきた僕は、東京の物価だとか微妙に通じない言葉とか、いくつかの些さ細さいな悩みを抱えていて、それを整理するためにしばらく人目を避けて一人になりたかった。




　春の日差しを浴びて芝生が鮮やかな緑色に輝く、小さな中庭がガラス戸の向こうにあった。そこには、芝生に腰を下ろして一心に何かを読みふける、髪の長い女子生徒がいた。

　その人を見た瞬間。不思議なことに数日間抱えていた悩みや、不慣れな生活からくるストレスがどこかへ消え失うせていた。

（うっわあ……きれいな人だなあ……）

　きれい、というのにもいろいろあるが、その女子生徒はやたらと豊かな毛髪が印象的な人だった。

　眉は描いたよりも黒々と見事な曲線を描き、まぶたからはまつげエクステの力を借りるまでもなく、バキバキのまつげが櫛くしの歯のように並んで伸びていた。それはやや薄い色をした瞳の上に、夢見るような繊細な影を落としていた。

　女子の平均をはるかに超える長身、ゆったりと自信ありげな肩幅。引き締まった腰からスラリと伸びた二本の脚──普通の男子ならむしろ敬遠しそうな華やかな容姿。

　一目ぼれというものが実在するのだと、僕はそのとき初めて知った。

　襟章の色が違うから、その人は上級生であるらしい。だが、奇妙なことに胸ポケットのあたりにピンかクリップで留めているはずの名札がない。厳密に言えば校則違反だったが、指摘する気にはなれなかった。彼女にはなにやら侵しがたい、女王のような気品と独特の雰囲気があった。

　僕はその美貌をせめてまぶたに焼き付け、いたずらを見つかった子供のように図書館を離れた。




　──二年か三年だと思うけど、背が高くて髪の長い、きれいな人いますよね。誰か知ってる人いません？




　部活動や押し付けられた委員の仕事ついでに、だれかれ構わず情報を求めて尋ね回る。多分、数日を待たずに本人の耳にも僕のうわさが伝わったに違いない。

　彼女の名はすぐに知れた。当然のごとく、校内で知らない者のない存在だった。解げ柔にゅう院いん薫かおる子こ──生物部に所属の、本校始まって以来とうたわれる才女だ。政財界にも影響力を持つ旧華族にして資産家、解げ柔にゅう院いん家の長女であるという。

　高たか嶺ねの花という概念が人の形を取ったような彼女のデータを知っても、僕は何の気後れも感じはしなかった。

　関係あるか、そんなもの。僕はあの人に惹ひかれているのだ。




　入ったばかりの美術部を辞して生物部に乗り換えた。掛け持ちもできなくはないのだが、そんな選択肢は頭に浮かばなかった。

　放課後の理科棟で顔を合わせると、彼女は不思議そうな顔で僕の方を見つめ、やがて何かに納得したようにうなずくと、ふっと頰を緩めて笑った。その顔がまた、何とも言えず美しかった。

「高井戸和真くん──だったかな。私のことをあちこちで訊きいて回っていたそうだね」

　彼女が初めて、直接話しかけてくれた時の感激といったら。大柄な体に似合ってややハスキーな深いアルトが耳をくすぐった。ああ、この人はこんな声で、こんな風にしゃべるのだ。口調もあまり女の子らしくなく、堅苦しいというか軍人か何かのようなものだったが、不思議と彼女に合っている気がした。

「は、はい。その……あんまりきれいな人だったので、知らないままでいるのが我慢できなくて」

「ずいぶん率直なのだなあ。君のような人は初めてだよ。普通はみんな、私の姓を知っただけで口をつぐんで距離を取り出すのだ。たまりかねて名札を着けないようにしてみたが、まるで効果がなかった」

　──ああ、それであの時も名札がなかったのか。

「君は違うらしいな。まあ、同じ部活ということでよろしく頼む」

「は、はい」




　それからというもの、僕は状況が許す限り、忠犬のように彼女の行く先々に付き従った。実験器具を取ってくれと言われれば真っ先に手を上げて棚まで走ったし、昼休みは彼女を待ってチャイムが鳴るまで図書館の中庭ですごした。

　彼女の図書館詣ではやや気まぐれに左右されるらしく、報われない日も多かったが。




　ある日、幸運にも顔を合わせることができた芝生の上で、彼女はとうとう僕にこう切り出してきた。

「ふうむ。高井戸くん、君はその、随分と熱心に隠すそぶりもなく私に接近してくるのだね？」

　先輩の頰が少しだけ赤い。こちらを見る目には、ありありと好奇の色が浮かんでいるようだった。

　そりゃあね、あたりまえじゃないですかそんなの。僕はあの中庭以来、あなたのことが──

「バレバレだと思いますけど……僕は解げ柔にゅう院いん先輩のことが好きなんです。初めて見かけた時から、どうしようもなく惹きつけられて目が離せない。もっと先輩のことを知りたい。許される限り隣を歩いていたい──そんな気持ちです」

「……それは困った」

　薫子先輩はため息をついた。

「あ、やっぱりその、ご、ご迷惑でしたか？」

「……いや。そうではないよ。実はこの一週間ずっと考えていた交際申し込みのメッセージが、ようやく完成したところだったのだ。こちらから告白しようと思ってね。だがどうやら無駄になってしまったようだな」

「え、それってつまり……じゃあ」

「ああ。私も君のことを好ましく思っている。学校生活の中で君とともに過ごせる時間を、愛いとおしく感じている。私のことを好きだと言ってくれるのなら、とても嬉うれしい」

「ぃやったああああ!!」




　かくして。それまでよりも打ち解けて会話を交わしたあと、僕は晴れて薫子先輩と付き合うことになった。

　周囲はしきりに不釣り合いだなどと言い立てて、僕を思いとどまらせようとしたが、僕は耳を貸さなかった。そもそも、不釣り合いであることは僕だって知っている。

　ましてや高校の三年間などあっという間。この恋はきっと、幻のような仮初めの関係で終わるに違いない。

　だが、それでも──少なくとも彼女が卒業するまでの二年足らずの間、僕たちは僕たちの歴史を作ることができる。そのはずだった。







「そのだし巻き卵はどうかな？　わりと自信があるのだが」

「おいしいです！」

「よかった……そっちの、鶏とりモモの西京味み噌そ風焼き物はどうだろうか？」

「最高です!!」

　それは良かった、とまた破顔する薫子先輩。頭上数メートルの高みから、女子の悲鳴と何か物が壊れる音がした。




　先輩と交際を始めて、大きく変わったことが一つある。昼食だ。

　前にも言ったように、僕は地方から出てきていて寮住まい。昼はだいたい購買部でパンを買って済ますのが常だった。

　ところが告白の翌日。昼休みになると彼女が僕の教室まで、ぬかるみの中を歩く鶴のような悠然とした足取りでやってきた。まさか向こうから訪ねてくるとは思わず、僕はかなり動揺した。

　物見高いクラスメートたちが凝視し耳をそばだてる中で、彼女は高らかに告げた。

「高井戸くん、君の分も弁当を作ってきた。中庭で一緒に食べよう」

「ええーっ!?」

　よくよく見れば、彼女の左手にはなにやら大きめの風ふ呂ろ敷しき包みが提げられていて──




「そんな、とんでもないです。先輩にいきなりそんなことまで……！」

　大慌てで辞退したが、彼女には通用しなかった。彼女は遠慮する僕にこう言ったのだ。

「高井戸くん。我々が互いの好意を確認し、今後お付き合いすると合意したからには、私には君の学業と健康に対して責任があるのだ。分かるな？」

「は、はい」

　いや、責任までは……えっ、あるの？

「健康の礎いしずえはまず食事だ。君は男子寮で起居しているというから朝夕は出るだろうが、寮母さんも昼食までは手が回るまい。しかし、私の交際相手に昼食を安価な総菜パンで済ますような愚を許すわけにはいかん。よって──私が弁当を作ることにした」

「あ、ありがとうございます……」

　こんな堂々と真正面から宣言されたら、拒否なんてできるわけがない。




　その日から、昼休みの中庭は僕と彼女の壮麗な弁当セレモニーの場となった。四方の校舎からは全校生徒の半分くらいが、窓に鈴なりになって僕たちを見ていた。

　彼女のやや骨太だが白く美しい指が、漆塗りの箸を巧みに操って弁当箱のふたに手製のおかずを取り分けるたびに、二年生以上の男子たちから羨せん望ぼうと畏怖の──主に畏怖のどよめきが漏れる。

　そして僕がそのおかずを口に運ぶたびに、二年生以下の女子たちから聞き取りにくい意味不明な悲鳴が上がった。




（……なんだよ！　だし巻き卵を食ったくらいでそんな、この世の終わりみたいに！）




　──ドサッ

　頭上で妙な音がした。窓まど際ぎわで押し合いへし合いしていた女子生徒が、何かを窓の外に落としてしまったらしい。見上げると、大判ハードカバーの本が一冊、開いたページを風でバタつかせながら僕の顔面めがけて落ちてくるところで──




　　　　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊




「はっ!?」

　目が覚めた。今のは夢だったらしい。額の上に本ではなく、誰かの温かな手が置かれている。頭を横に向けると、かたわらの椅子の上に先輩がいた。

　そこはクリーム色の落ち着いた内装でまとめられた、小さな部屋だった。糊のりのきいたシーツと、重すぎない毛布の温かさが何とも言えず落ち着く。

「気分はどうかな、高井戸くん」

　先輩が穏やかな声で言った。ずっと付き添っていてくれたのだろうか。

「割といい気分です……先輩に出会った時のことを、夢で見てました。なんだかすごくはっきりした夢で……あと、お昼を一緒に食べたこととか」

「それは良かった。記憶はしっかりしているようだな……さて、何から話したものか」

　先輩は、迷うというよりは何かをためらっているようだった。僕は、いちばん知りたかったことを訊くことにした。

「先輩。僕は、なんであんなところに入れられ……いや、そもそもあれは何です？　それに、ここは一体？」

「ああ……ここは簡単に言うと私が私有する研究所ラボだ。そして君が入っていたあれだが……人体培養カプセルだ。ひとかけらの細胞から発生を再現して、人間を丸ごと複製する装置だよ。クローンという言葉くらいは、君も聞いたことがあるだろう？」

「ええ、まあ……」

　その先の言葉が出てこない。クローン？　丸ごと複製……？

「何か、あったんですか……僕に。一体……」

　先輩は悲しそうに首を振ると、似つかわしくないほど小さな声で答えた。

「落ち着いて聞いてくれ。君は、一度死んだのだ」




　　　　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊




　──期末試験をどうにか切り抜けた七月上旬。雨も昼から上がって、珍しいほどさわやかに風が吹き渡る午後遅く。

　薫子先輩が少し先を歩きながら、僕の方を振り返った。

「もうすぐ夏休みになるな。高井戸くんは、何か予定はあるかな？」

「いや、今のところ特には……八月のお盆には一度実家に戻ろうと思ってますけど」

「ああ、そっちは八月なのだな。うちでは七月に済ませるのだ」

「へえ。じゃあもう、すぐですね」

「うん……ああ、話がそれたが、その……休みに入って最初の日曜日にだな──」




　僕と薫子先輩は、放課後最寄りの駅前まで一緒に歩くのが日課だった。彼女の家からはリムジンが迎えにやってくるし、僕は駅からほど近い男子寮まで歩いて戻る。駅前までは、不肖僕がナイト役というわけだ。

　その日も蜜色に染まった初夏の夕空の下で、僕らはそんな時間を過ごしていたのだが──




　不意に奇妙なものが視界をよぎった。駅前のビル街を縫うように、軽快な動きで飛んでくる、ごく小さなラジコンヘリのようなものがあった。四軸の飛行ドローンだ。

　この手のものには厳しい法規制が敷かれていたが、それでもニュース映像の撮影やちょっとした荷物の配送、はたまた不特定多数相手のティッシュ配布まで、様々な用途で飛び交う姿を街中でたまに見かける。だが、そのドローンはどうもおかしかった。




　機体のあちこちにまがまがしく灯ともった赤いＬＥＤランプ。時折地表をスキャンする、照準レーザーめいた赤い光点。数日前にニュースになった、中東でのテロがなんとなく思い起こされた。

　ハッと気づく。僕の隣にいるこの人は、国内外の政治、経済に大きな影響力を有する一族の、いわば次の「女王」だ。

（まさか！）

　──その瞬間、光点が彼女の額に重なった。

「先輩、危ない!!」

　僕はとっさにありったけの力で空中に跳びあがり、彼女とドローンの間をさえぎっていた。その瞬間、パァン、と空気の爆はぜる音。視界を彩いろどる閃せん光こうと、全身を貫く衝撃。何か灼しゃく熱ねつしたものがいくつも体を突き抜けたのを感じた。




「高井戸くん！　高井戸くん!!」

　薫子先輩が僕に取りすがって、何度も僕を呼ぶ。だが返事ができなかった。急速に意識が遠のいていく。彼女がスマホを取り出して救急車を呼んでいる、その声もどんどん遠ざかっていくようだ。

　胸の上で何度も衝撃を感じた。唇がこじ開けられ、先輩が温かな息を吹き込んでくれているのが、まだうっすらと解わかった。




　そして、耳元で叫ぶ声──

「くそっ……高井戸くん、逝ゆくな！　私を一人にしないでくれ！」

　必死に僕を呼ぶ彼女の声は、次第に、呪じゅ詛そに、あるいはもっとまがまがしい何かに変わっていくようだった。

「ああ……誰か知らんが君をこんな目に遇あわせたやつを、私は絶対に許さないぞ……そして、私はあきらめないぞ。いかなる罪を負うことになろうとも、科学に魂を売ろうとも。必ず君をこの手に取り戻してみせる……だから……」




「私にどうか、時間をくれ」

　彼女のその言葉を最後に、僕の意識はかき消えた──




　　　　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊




　目が覚めると、先輩が枕元で僕の手を握っていた。

「どうやら落ち着いたようだな……大事なくて良かった」

　先輩が言うには、僕はあの後パニックを起こして昏こん倒とうしていたらしい。

「ええ、まあなんとか……」

「すまなかった。君に告げるにはやはり、まだ少し早かったか……」

「いえ、ありがとうございます……実感はないけれど、お久しぶりです、先輩。またお会いできて、嬉うれしいです」

「そうか」

　先輩の目からまた、涙が一筋流れ落ちた。




　僕は今ここにいる。記憶もある。いったいどれほどの労力をかけたのか想像もつかないが、先輩は本当に、僕を取り戻してくれたのだ。




「でも不思議ですね。先輩はあんまり歳としを取っていないように見えます」

「……高井戸くん、私は──この私はな、三十三人目だ。私もクローンなのだよ」

　三十三人目……!?

「すみません、変なこと聞きますけど……今、何年です？」

「西暦をまだ使うなら、二三〇二年ということになる」

「え……」

　僕たちが学院に通っていたのは、二〇六二年だ。二四〇年経たっている計算に──

「仕方なかったのだ。いろいろと邪魔が入ったり、外界の状況が芳かんばしくなくなったりしてな。施設の防備や保守管理、物資の備蓄やここの所在そのものの隠蔽が必要になったし、私の資産や相続権を奪おうとする輩やからまで現れる始末で──」

　話すうちにだんだん、彼女の眉根に険しい縦ジワが現れた。もうちょっと放置すると般はん若にゃの面のようになりそうだ。話題を少しそらすべきかもしれない。

「先輩。僕の家族は……両親はどうなりましたか？」

「ああ。それは話さないわけにはいくまいな……あの後、君はあわや火葬に付されるところだった。私は斎場に駆け込んで、君のご両親を泣いて説き伏せたよ──どんなことがあっても必ず蘇そ生せいさせるから、遺体を私に委ねてくれ、と」

「はは……」

　変な笑いが出た。両親もさぞ驚いたことだろう──でも。

「……委ねたんですね、うちの親は」

「うむ。お二人の老後も私が引き受けたよ。直接の介護まではできなかったが、まずまずの施設で余生を送っていただいた。晩年には私のことを実の娘のように思ってくださっていたようだ」

「そうでしたか……」

　そうか。父も母ももういないのだ。入学のため上京するときに、地元の駅で別れたのが最後になってしまった。

　僕がいなくなって両親がどんなに悲しんだか、想像もつかない。僕は一人っ子で、兄弟姉妹もいなかった。二人にとって残りの人生はどんなものだったことだろう。

「すまない……！　私もできれば、お二人が存命のうちに君を……だがそこまでたどり着くには、私はあまりにも非力だった。情けない話だが、お二人に逆に励ましていただいたことすらあった」

　そう言って肩を落とす薫子先輩が、とても小さく見えた。

　僕にはこの人を責める権利などありはしない。それに、父と母が彼女を励ましたというのなら、少しは信じていたのかもしれないじゃないか──僕が科学の力で蘇よみがえるのを。先輩があの世から連れ戻してくれるのを。

　それに、先輩の言う通りならば、彼女は僕の分まで親孝行をしてくれたことになる。




「ありがとうございます。うちの両親はきっと、希望を抱いて生きていってくれたんだと思います」

「ああ、そうであって欲しいものだ……叶かなうことならばお二人のご霊前に君の復活を報告したいが……今の日本ではそれもおぼつかないな」

「どういうことです？」

　そういえばさっき、「外界の状況が芳しくなくなった」とか言っていた──

「日本の周囲で戦争が起きたり、いろいろあってな……今ではラボの外、地上はあらかた廃はい墟きょなのだよ」
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　カシャン、カシャン、カシャン──




　照明を落とされた地下通路に、僕と先輩が装着した動力付き外骨格スーツ「竹馬スティルツ」の反復する駆動音がこだまする。

　互いの距離はせいぜい五メートル、だがこの状態ではとても肉声で会話はできない。そんなわけで僕たちは今、施設内の通話に使うインカムで連絡を取り合いながら走っていた。




〈この通路をまっすぐだ、あと四百メートルほどで旧西国分寺駅地下につながる。そこから地上へ出るぞ〉

「了解です、先輩！」




　やがて僕たちは通路のどん詰まりに行き当たった。防火シャッター的な重厚な隔壁の前に、アニメや特撮でよくある感じの、テンキー式入力パネルがある。
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　先輩はそこへ竹馬スティルツごとかがみ込んだ。何桁かの暗証番号を入力しようとしたようだったが、はたとその手が止まる。

〈……うん？　妙だな〉

「どうしたんです？」

　僕は先輩のそばまで近づいて、後ろから声をかけた。

「開閉した記録が残っている。使った覚えはないんだが……いや、まあいい、先を急ごう」

　先輩は軽く首を横に振ると、テンキーを叩たたき始めた。

「え。いいんですか？」

「気になるが、後だ。今は人命がかかっているからな」

　入力が完了すると、シャッターは上へスライドして天井の中へ消えた。開放された出口の向こうには──まぶしいばかりの太陽の光。




「うおっ……」

　二、三度瞬まばたきをするうちに目が慣れてくる。そこに現れた風景は、絵に描いたような文明崩壊後の廃墟だった。

　崩れたコンクリート片の山から錆さびた鉄の桁材が何本も突き出している。ところどころに立つ鉄柱からは、火災に遭ったように煤すすけ切断された送電線のケーブルが、うどんを小鉢にとり分け損ねたようにだらしなく垂れさがっていた。




「西国分寺駅だ。ふむ、この辺りは何者かがずいぶん前に荒らしたようだな」

　先輩の推測に間違いはなさそうだ。ラボのある丘陵地の地表から大きく切り通し状に開削された人工の谷底には、寸断されたレールの廃材と、ところどころ切り刻まれた跡がある電車の残骸が横たわっていた。切断面はいずれも錆びてボロボロだ。

「このシャッター、すぐ閉めちゃった方がいいでしょうね？」

「そうだな。我々が今置かれているような状況は、奇妙なことに二十世紀から二十一世紀にかけての文芸やコミック、映像作品の中で繰り返し描かれているのだが……だいたいその主人公たちは、こういう現場へ出入りする際の詰めの甘さが祟たたってひどい目に遇うことになっている」

「……そりゃあ、イヤですね」

「うむ、気を付けよう。念のためここの暗証番号は変えておくぞ」

　僕たちはシャッターを再び閉じた。あとでまた偽装しなおした方がいいかもしれない。




　駅の構内から崩れた階段を駆け上がり、破れたフェンスを飛び越えて、北東へ進路を向ける。もともとラボのある場所は、二十一世紀中頃まで国内の大きな電機メーカーが研究所として占有していた土地だ。それを初代の先輩が買い取って大規模工事を施したのだという。

　走るにつれて地表に散乱した枯れ枝や何かの棒切れが跳ね上がり、コンクリート片が砕けた。

　顔の露出した部分に風を感じる。竹馬の速度は、平均しておおよそ時速三十キロメートル。一キロの距離を走破するには、直線ならおよそ二分で事足りた。




〈いたぞ。一人、二人……三人！　熱センサーの反応からすると、少なくとも一人はまだ生きているようだ──さっき見た女の子だな。突入する！〉

「了解です！」




　車回しのような場所だった痕跡のある、ひび割れ崩れたアスファルトの上に、ボロをまとった女の子が倒れている。

　少し離れた場所には、体を刃物で切り刻まれた男たち。こちらは明らかにもう手遅れなのだろう。彼らの周りの地面は、べっとりと赤黒いもので汚れていた。




　　　　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊




　培養カプセルから出て二百四十年ぶりに人生を再開したあの日から、二か月ほどが経っている。

　この間、僕は運動能力をオリジナルの物に近づけるべく毎日トレーニングを続けていた。大体三日に一回は、先輩も同じメニューで付き合ってくれる。




　──いいかね、高たか井い戸どくん。君の体も脳も、まだ培養が終わったばかりの出来たてだ。ことに君の脳にはまだ、全身を適切に動かすに足るだけの神経接続シナプスが形成されていない。

　クローン人間が培養設備を出たとたんにオリジナルと同様の身体能力を発揮して活躍する、なんてのはそれこそフィクションの噓うそ、大噓だよ──




　先輩はおおむねこんな調子で、僕に大掛かりでシステマチックなリハビリを課しつづけていた。

　──君はこれから数か月かけて歩行をマスターし、筋力を鍛え、ＨＢの鉛筆でひらがなや漢字を書写し、ピアノやギターを演奏し、マイム・マイムを踊れるようにならなくてはいかん。私と性的行為に及ぶのはその後だ──




　えらく盛りだくさんだが、最後の一言は効果抜群。僕にとってこれに勝るニンジンはないし、先輩との「初めて」にはやはりできる限り最善のコンディションで臨みたい。

　それに何より、先輩は僕のまだ出来上がったばかりで未熟な脳が、不用意な刺激で焼き切れるのではないかとやたらに心配しているようなのだった。

　そりゃあ僕だってせっかく生き返ったのに、そんなことで振り出しに戻りたくはない。何ごとも慎重にだ。

　いまのところ僕は順調に回復──というか、成長しなおしつつある。そこそこハードなメニューをこなした後でも、心拍数も呼吸もごく安定していて、数値的にも申し分ない。




　規定のランニングメニューを終えてトレーニングルームを出ると、あの医療補助メディカルアンドロイドが僕の着替えを持って立っていた。




「お疲れさまです。こちらをどうぞ、和かず真まさま」

「やあ。いつもありがとう──マヤ」

「マヤ……？」




　アンドロイド──マヤが、首を傾かしげた。

「それは、ワタシの名前ですか？」

「うん。『メディカル・アンドロイド』の頭文字をとってＭ、Ａ、形式番号からＹ、Ａは数字の４を似た形のアルファベットに置き換えて──ＭＡＹＡ、ね……８が余るけど」

　人間の名前みたいですね、と彼女は不思議そうに瞬まばたきをした。

「……先輩から頼まれたんだ。『これからは三人でここで暮らすんだから、あの子Ｙ48にも呼びやすい名前があった方がいい、高井戸くんが考えてくれ』って」

「そうだったのですか。そういえばずっと以前、ドクターご本人にお願いしたときは顔をしかめて『私には向いてない』とおっしゃってましたが」

「そうなんだ？」

　ちょっと意外な感じがする。あの先輩にも苦手なことがあるとは。

「ありがとうございます、気に入りました。和真さま、改めてよろしくお願いします」

　マヤは照れたような笑顔をこちらに向けた。機械だとは思えない柔らかな表情に、何だかこっちまで照れ臭くなる。こちらへ服を差し出した彼女の手が僕の手に一瞬触れたときには、これまた心臓が軽くひと跳ねした感じだった。

「い、いやあ、それほどでも」

　マヤからひったくるように着替えを受け取って、僕はそそくさとシャワールームへ向かった。




「はー……」

　シャワーを浴びながら特大のため息をついた。蘇そ生せいして以来特にそうだが、僕はいつも薫かおる子こ先輩の後姿を追いかけてばかりいるような気がする。

　先輩は僕のために──先輩自身と僕のためだけに、ヒト体細胞クローンと脳ストレージ技術の研究を進めた。倫理面の問題もあって、対外的には発表すらしていないという。

　不幸なことに、三代目の頃から始まった戦争とその後に続いた環境変動のせいで、世界は滅びないまでもガタガタになったのだと聞かされた。

　そうなると先輩にはもう、ラボの運営と保守を極限まで省力化して切り詰め、外界との接触を断って誰の助力もなく、細々と研究をつづけるしかなかったのだ。

　いわば彼女の人生全ては僕に捧ささげられた。それも、聞いた話が本当なら三十二人分の人生が。




　僕という人間に、存在に、本当にそれだけの値打ちがあったのだろうか？

　薫子先輩にとって、僕は伴侶とか未来の夫とか、恋人とかそういったあれこれをひとまとめにした素all敵なも that'sの niceであるらしい。僕自身もそうでありたいと願っている。

　だが一方、今の僕から見た薫子先輩は、決して追いつけない背中をこちらに向けながら黙々と歩き続ける母親のようにも思えてくる。

　そう、母親だ。僕はいま、存在のすべてを彼女に負うているではないか。

　年齢と姿は出会ったときのままでも、いまの先輩は大学を出て博士号を取得し、医学と生物学の最先端に立った研究者だ。僕はそんな彼女の隣に並び立てる何者かに、なることができるだろうか？

　そうなりたいと思う。トレーニングと並行して、先輩には勉強の方も日々可能な範囲で見てもらってはいる。でも、さっぱりついていけてる気がしないのが正直なところで──




　そんな焦あせりと自負とがごた混ぜになった思いにふけっていると、不意に脱衣所でインカムが短いメロディーを奏かなでた。先輩からの通話だ。慌ててドアを開け、脱衣かごの上に置いたヘッドセットに手を伸ばした。

「もしもし？」

〈──高井戸くん、すまないが至急、警備センターまで来てくれないか。対処すべき事態が発生している〉

「す、すぐ行きます！　でも、いったい何が？」

〈ずっと昔ラボ周辺に設置した監視塔がいくつか、まだ残っている。そこのカメラが先ほど、ここへ接近する人間型生物の小集団をとらえたのだ〉




　……はて。

　日本の人口はいま、数万人程度に減少していると先輩は推測している。文明の大部分を失っている可能性が高い、とも。

　そうなると接触してもこちらにとってはほとんど利点がないはずだが──先輩には何か別の考えがあるのだろうか？




　下着を身に着けたあと、マヤが用意してくれた着替えを手にとってみて、僕は鏡の前で凝固した。飾りボタンとフリルがたくさんついたおとぎ話の王子様みたいなシャツと、ラメ入りの細いパンツ──

「ちょっとぉおおおお！　マヤぁ!!」

「どうかしましたか？」

　返事とともにドアが開いた。彼女は着替えの間、脱衣所の外で控えていたらしい。

「……いや、そのね。これ、もうちょっと別な奴やつにしてくれないかな？」

「お気に召しませんでしたか？　和真さまにできるだけお似合いの物をチョイスしましたし、シミュレーション画面では大変素敵でしたが」

「そ、そう……？」

　思わずノせられそうになるが、危うく踏みとどまる。

「──じゃなくて。もう少し普通の、普段着というか部屋着というかさ、そういうのないかな？　君が持ってくる服って、このところだんだん派手になってきてる気がするんだけど」

「和真さまはドクターにとって大切な方と伺いました。和真さまにとってもドクターは大切な方なのですよね？」

　いきなり立ち入ったことを訊きかれた。なんだこれ。

「うん、それはその通りだけど……？」

「でしたら。せっかく大切な方とともに暮らすのですから、こういうものをお召しになって積極的に互いの魅力をアピールし合っていくべきだと存じます」

「ええ……」

　困惑する。言ってることは間違ってないけど、たぶんＴＰＯが壮絶に間違っている。

「えっと、なんだか先輩がいま困ってるみたいだしさ。作業着とか、さっきまで着てたトレーニングウェアみたいなものの方がいいと思うんだ。持ってきて欲しい」

「うむむ。残念ですが仕方ありませんね……ではこちらでいかがでしょう？」

　横に置いたワゴンから、マヤがスッと別の服を取り出した。

「……用意してあったの？」

「医療においては、不測の事態および患者の細かな要望への対応は不可欠ですから」

　よく分からない口上と一緒にマヤが出してくれたのは、見慣れない、それでいてどこかよく知っている感じのする服だった。

　先ほど脱ぎ捨てたトレーニングウェアより、もう少し体にぴったりフィットする感じのアンダーウェアと、その上から着こむジャケットとパンツの一ひと揃そろいだ。
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　マヤがハンガーにかけてくれたところで、その服に抱いていた親しみの正体が分かった。

「ああ！　これ、制服……!?」

　その服は、僕たちが高校生だった頃に着ていた学生服をベースにデザインされているように見えた。そしてより動きやすく機能的になっている。

「いい感じじゃないか。こういうのがあるんならそう言ってくれれば」

「はい、そちらはしばらく前から製作を進めておりまして、ようやく完成したところなのです。お気に召しましたら何よりです」

「うん、ありがとう。気に入ったよ」

　僕はその服のボトムだけを先に身に着け、ジャケットの袖に腕を通しながらどたばたと通路を走った。

　警備センターに入ると、薫子先輩がこちらを振り向いて手招きした。彼女の正面にあるモニタには、監視カメラからのものらしい映像が映し出されている。

「来たか。早速だがあれを見てくれたまえ」

　画面の向こうには、緑まぶしい春の風景が広がっていた。

　その中を三、四体ばかりの小さな人影らしきものが動いていく。まだ不明瞭なそのシルエットからすると、背中にそれぞれ小荷物を背負って荷車をひき、ノボリのようなものを立てているように見えた。

「ん……人間型生物、っていうか、人間ですよね、あれ」

「そう思うのだが、距離がまだ遠すぎて、監視カメラの解像度が足りない。人類にとって代わる何かが生まれるような環境要因も時間もなかったと思うのだが、確認するまでは断定は避けよう。ここから見る限り、あの人影はずいぶん異様に見えるし」

　どうなんだろう。単に僕たちが理解できない服飾文化なのかもしれない。それよりも──直感だが、彼らは何らかの商人であるように思えた。

「ふむ──商人か」

　僕の考えに先輩もうなずいてくれた。

「どうします？」

「問題はそこだ。彼らがここにいる意図が不明だが、それを知ろうと思えばほぼ接触が避けられん。だが私としては、できる限りこちらの存在を知られたくない」




　先輩の言うことはもっともだ。僕たちが外敵から身を守るために頼れるのはこの施設自体と、なによりそれが隠蔽されていることだからだ。

　こっちは素人しろうと二人だ。特殊部隊にでも入り込まれたら、あっという間に蹂じゅう躙りんされてしまうことだろう──そんなものが今の世に残っていればだが。

「ここの出入り口って、どうなってます？　外から近づけばすぐ分かるような感じなんですか？」

「いや、この施設へ外部から直接アクセスできる経路はないな。ずいぶん前に全て潰した。唯一、最寄りの旧ＪＲ西国分寺駅へは非常用の地下通路がつながっているが、今見ているエリアからはだいぶ遠回りになる」

　要するにありきたりの方法では施設に入り込めないということだ。ちょっと安心できる。

「うーん。だったら、無視でいいのでは……？」

　来訪者がこっちの存在に気づいていない場合に限ってだが。

「そうか、うん、そうだな……」

　ちょっと気になった。薫子先輩にしては珍しいほど歯切れが悪い。

「何か、気がかりなことでも？」

「うん。まず我々は未み来らい永えい劫ごうこのラボの中だけで生活するわけにはいかない、ということだ。施設は老朽化しつつあるし、備蓄した物資も今後は倍の速度で減る──なにせ、めでたく君が復活したわけだから」

　なるほど。至極もっとも、ある意味前向きな理屈だ。

「外に出る可能性があるのであれば、まずは外界の情報が欲しい。友好的な関係を結べる相手がいればなおよし。交易が可能であれば、将来的な物資の問題も解決の見通しが立つかもしれない」

「あれが商人だとしたら案外いい機会かも、ってことですね」

「うむ、そうなのだが……」

　薫子先輩は会話の間もモニタを注視していたが、画面内に変化が起こると大きく身を乗り出し、食いつかんばかりの様子を見せた。来訪者の一団とカメラとの距離が縮み、今やはっきりとその姿が確認できる。

「どうやら普通の人間のようだ。見たまえ、移動速度を上げた。ときどき後方を確認しているが……もしや、何かに追われているのか？」

「そうかも──先輩、その方角を映せるカメラってあります？」

「カメラは他にもまだ何個か残っているが、この位置関係だと……ううむ、今のところあの集団以外を映すのは無理だな」

「そうですか……」

　僕も画面に目を戻す。見たところ彼らの構成は男三人と、たぶん僕たちと大差ない年頃の女の子だ。その胸が大きく膨らんでいるのが、服の上からでも分かった。

　彼らは走りながら口を動かして、懸命になにか言い合っているようだ。




「うーん、何をしゃべってるのか分かればなあ」

「ああ、それは別に造作もない。ちょっと待ちたまえ」




　先輩が手元のタッチパネルを操作すると、モニタ上に別ウィンドウが表示されてそこにところどころ虫食い状になった文字列が表示された。見守るうちに、その抜けた部分の文字がコンマ秒単位で埋まっていく。

「これは……？」

「映像から唇と舌の運動を解析して、発音される音声を推測し文字表示している。いわゆる『読どく唇しん術じゅつ』のようなものだ」

　むろん、あれが日本語だというのが前提だが──先輩はそう言って、解読できない可能性を留保した。だが、どうやら問題なさそうだ。画面に表示された字幕は、ごく普通の日本語になっている。




〈まだ追ってくるのか、しつこい奴らだ……！〉

〈どうする、このままだと追いつかれるぞ。それに、ここは確か──〉

〈ああ、『カールコの庭』だ。深入りするとタタリがあるかも〉

　男たちはそんなことを荒い息とともに吐き出しながら走り続けていた。

〈かーるこ……！　言い伝え……恐ろしい西の魔女──〉

　女の子がおびえた様子でそうつぶやく様子も分かった。




「……カールコの庭？　かーるこ……ん、もしかして私のことだったりするのか？　なにか伝説でも生まれて、ここが禁忌の地になっているとかなら好都合ではあるが──」

「先輩……何か伝説になるようなことでも？」

「分からん。工事関係者などから、ラボについて少々の情報漏れがあっただろうとは思うが……あとは施設に近づきすぎた部外者を、警備用ドローンで少々脅かして追い払ったことぐらいか」

「……先輩。たぶん、それですよ」

　なんとなく想像がつく。先輩が「少々」と表現するレベルは、一般人から見るとだいぶ激しいのじゃないだろうか。

　その時、モニタの画面上に変化が起きた。「商人」たちはいまやカメラの旋回範囲を通り過ぎつつあったが、それを追う後続の何者かがカメラの視界に姿を現した。それは商人たちよりずっと身軽な装備に身を包み、粗い造りの武器を持った、五人ほどの男たちだった。

　荷車のようなかさばる余計なものは一切持たず、移動スピードがはるかに速い。画面のサブウィンドウには、新参者たちの発する音声が文字表示されていた。




〈ヒーヒヒヒッ!!　逃がすもんか!!〉

〈荷物も食い物もいただきだァ!!〉

〈それに見ろ、女だ、女がいるぜ!!〉




　絵に描いたような典型的な無法者。僕と先輩は半ば絶句して顔を見合わせた。

「野盗か！　なんとまあ……」

「分かりやす……ッ！」

　おそらく、このまま傍観すればあの無法者たちは商人たちに追いつくだろう。その後に繰り広げられるであろう惨劇を想像して、僕は震えた。

　この施設を秘密にしておきたいという先輩の考えはもっともだ。だが、手を伸ばせば届く場所で人が殺されるのを放置してよいものか？

　僕は薫子先輩を振り返った。

「先輩、あの『商人』たちを助けましょう！　いいですよね!?」

「う、うむ。だが当然ながらトラブルが予測されるぞ。おそらくこの地域の残存社会において、搾さく取しゅ、抑圧を受けている側に肩入れすることに──」

　そうつぶやいたところで、薫子先輩の目がぐるんと動いたあと一点に据わった。

「ああ、なったところでそれはそれ、か。考えるまでもなかった。私は解げ柔にゅう院いん薫子なのだ、対立は極力避けるべきだとしても、関わるとなれば我が意思を貫くのみだ」

「それでこそ先輩です。第一、どっちに肩入れするかってなったらそりゃ襲われる方じゃないですか」

「うむ！　君も私が見込んだ通りの高井戸くんだ、ならばよし」

　意見は一致。だがこの地下から西国分寺駅経由であそこまで行くのには時間がかかる。普通にやってはまず間に合わない。

　何か解決策は──

「先輩。さっき言ってた警備用ドローンっての、まだ残ってます？」

「んっ!?　あ、ああ。確かあの辺りにも起動してないサイロが一つ二つはあるはずだ……」

　彼女がタッチパネルに指を走らせ、何かの情報を検索した。その間、一秒をわずかに切る。

「なかなかいいアイデアだ、高井戸くん。よし、六番サイロを開放。人間狩猟メンシェンイェーガ機11型ー・マークエルフを投入するとしよう」

「先輩、それは……？」

　なんだ、そのおっそろしげな名前。

「警備用ドローンの、このラボでのコードネームだよ。諸元はこの通り──」

　正面モニタの隅にもう一つ小さな別ウィンドウが開き、精緻なＣＧ画像が囲み付きのコメントとともに表示された。

「ふむ、起動時チェックでの自己評価は出荷時の約八十五パーセント、か。未使用とはいえ、百六十年間メンテ無しの割には良く保っている」

　画像を見るに、なかなかにまがまがしいフォルム。繭玉とピーナツの殻の中間ぐらいの、少しくびれのある形状をした白い胴体から、二対の俊敏そうな歩脚が伸びている。そして機体上面に見えるのはたぶん、旋回式の銃塔。

　……いくら自衛用とはいえ、こんなものを使うから伝説になったのでは。




　真空容器の中で保存されていたそれは、爆砕ボルトの作動とともに梱こん包ぽうから解放され、総延長約二十メートルの斜坑から押し出されていった。

「ふふっ。さすがだな高井戸くん」

　先輩は妙に上機嫌で、モニタをドローンのカメラ映像に切り替えた。映像にマイクからの音声が加わって、臨場感が倍増しになる。

　画面の向こうでは、女の子ががれきに足を取られて地面に倒れ込んだところだ。そこへ追手の一人がナタのような武器を振りかざして迫り──

「させん！」

　パァン！　──乾いた破裂音と共に、野盗の頭が激しくブレる。人間メンシェン狩猟機イエーガーの火器が火を噴いたらしい。野盗はその場にばったりと倒れ伏した。

「う、うわ……これ、死んじゃいました？」

「いや。今のは鎮圧用のゴム弾だ」

「よかった──」

　ほっと息をつく。だが実際はあまり良くなかった。追手が手も触れずに打ち倒されたのを見て、逃げていた暫定「商人」たちはさらに恐きょう慌こうをきたしてしまったようだった。




〈な、何だアレは！〉

〈カールコのしもべかも……ああ、お助け下さい！〉




「あ、馬鹿ッ……何やってる。止まってしまっては……！」

　先輩が舌打ちをして毒づいた。彼らはあろうことか、地べたに座り込んで天を仰ぎ、何かに祈るようなしぐさを始めたのだ。当然のようにそこへ追跡者たちが殺到した。駆け込みざま、棍こん棒ぼうの一撃で一人が地面に打ち倒される。

「ちぃっ！　いっそ単分子ワイヤーで……いや、それは駄目だ」

　先輩はそう呻うめいて首を振ると、モニタ前の座席から立ち上がった。ドローンはそのまま直進を続け、追手の野盗たちもそれに気づいて身構える。




「私自らが出る！　Ｙ48、ここは任せた。制御卓コンソールから11型マークエルフで援護してくれ」

　そう言ってドアへ向かう先輩に、アンドロイドが微ほほ笑えみながら返した。

「マヤです、ドクター」

　マヤは先輩に代わって席に着き、タッチパネルに手を伸ばした。

「マヤ？」

「はい。ワタシの名前です。和真さまに名付けていただきました」

「そうか！　それは良かった、いい名前だ」

　先輩の口元がこの上なく満足そうにほころび、整然と並んだ白い歯がギラリと輝いた。

「高井戸くんに頼んで正解だったな」

「いえいえ。それで、『出る』ってつまりどうするんです？」

「『竹馬スティルツ』を装備して、状況次第で実力行使。あの野盗どもを排除し、商人たちを保護する。君も来てくれ」

「もちろん！　でもさっきの話からするとずいぶん思い切りましたね？」

　すると、先輩は笑顔をほんのりと赤らめて答えた。

「君がせっかく方針を決めてくれたのだ。なら、私だって良いところを見せたいと思うじゃないか」




　竹馬というのは、バッテリー駆動の外骨格型パワーアシスト装置──いうなればごく簡便な構造のパワードスーツだ。

　原型は二〇六〇年代にはすでに存在していて、そっちは僕も見たことがある。老人介護施設や軍の輸送部隊などで使用していたもので、背中や足にかかる重量を分散させ、サーボ機構で筋力を代替して疲労を低減、着地の衝撃も和らげる、という程度のものだった。

　だが、現在の──僕がこの世にいなかった間に発展してできたものはもう少し異なっている。装着というよりは搭乗する、という感覚が近い程度に大型化し、使用者自身の足は直接地面にはつかない。

　基本的には座席と脚部だけのマシンだが、オプションとして大パワーのものや精密作業用など、各種のマジックハンドを装着して運用できる。正直、実物を初めて見たときはかなりテンションが上がった。

「急がねば。使い方は頭に入っているな？」

「ええ、まあ。シミュレーターをざっと百時間はこなしましたからね。それも結構先のシナリオまで」

「そうか。男子というのはやはり、こういうものが好きなのだなあ」

　格納庫で先輩と互いにチェックしつつ、大急ぎで竹馬を装着した。ディスプレイ付きの情報端末と、視線入力装置を兼ねたゴーグルも。

「さっき言った西国分寺駅への地下通路を通って、そこから現場へ向かう──マヤ、聴こえるか」

　先輩はインカム越しにマヤへ指示を飛ばした。

「賊といえども殺傷は避けたい。11型に装備のゴム弾か麻酔銃を使い、可能な限り無力化にとどめろ」

〈ドクター、麻酔銃は単発ですし、再装塡リロードに二十秒ほどかかります。商人の救助にはもっと迅速な手段が必要かと〉

「む……では、無法者どもには機銃を──だがあくまでも威嚇にとどめるのだぞ。追い払えばそれで済むことだ」

〈かしこまりました〉

　マヤとの通信を切ると、先輩はひとつ大きなため息をついた。

「……良い子だよ。医療用に作られ最適化されているから、基本的に人命の喪失を回避したがる。だがそれでも、私の指示に目的と矛盾したところがあれば、ああやって指摘してくれる」

「そのうえ服まで作っちゃうんですよね……凄すごいな」

　ともあれ僕たちは竹馬を起動させると、通路を走り始めた。




　　　　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊




「うわっ……ひど」

　現場の地面にぶちまけられた血の量に、僕は胃のあたりがひきつるような不快感を覚えた。

「間に合わなかったか……？」

　先輩も少し顔色が青ざめて見える。だが、さすがに彼女は気丈だった。

「マヤ、そちらで把握している状況を伝えろ──商人は四人、野盗どもは五人程度いたはずだが、どうなっている？」

　インカムを通じて警備センターを呼び出す。すぐに、僕たちのゴーグルの視野にマヤの顔が小さく表示された。

〈申し訳ありません、ドクター。敵の行動が極めて速く、商人たちを守れませんでした。現在追走中ですが、彼らは散開して個別に逃走を図っています〉

〈そうか……〉

　薫子先輩の眉が不機嫌そうに寄せられた。数秒考えこんで、マヤへの新しい指示を出す。

「では深追いはするな、戻ってこい。私が生存者を収容する間、周辺を警戒してくれ」

〈かしこまりました、引き続き11型を操作します〉

　マヤとの交信はそこでいったん切り上げられた。

「うまくいかんものだな。それに、何と嫌な眺めだ……」

　何かを思い出したように眉をひそめて、先輩が小さく首を振った。竹馬ごと身をかがめて、倒れている女の子の状態を確かめる。

　先輩がマジックハンドで触れても彼女はぐったりとして反応がなく、浅い呼吸を繰り返している。

「はて、この子は軽傷で済んだはずだが……ああ、足に麻酔銃の注射器が命中しているな」

　女の子は二か所の傷からわずかに出血していた。麻酔弾を受けた左足の膝上と、額の右横に受けた浅い切り傷。

「命に別状はないと思う。ショックを起こしてないといいんだが……とりあえず解げ毒どく剤のナロキソンを静じょう注ちゅうしておこう。高井戸くん、君はそこらに散らばった商人の荷物やら何やらを回収してくれ」

「了解です」

　僕には先輩のような医療分野の技術も経験もない。その分は他のことで役に立たねば。




　やがてひび割れ崩れたアスファルトの上を、11型がこちらへやってきた。そいつは甲高い合成音声を出力し、それはおおよそ「ＨＯＭＯ！」と聞こえた。

「ええ……？」

「いや、そんな変な顔をするな。あれはラテン語で、要するに人間を発見した、という意味だ」

　つづいて機体正面にある黒いリング状の複合センサーを、チカチカと点灯させた。どうやらそれで顔を照合したらしい。力を抜いたように一度関節をゆるめて機体を低くすると、ゴトゴトと僕たちのそばへ寄ってきた。

「よーしよしよし、機械ながらかわいいやつだなお前は……と、今はマヤが動かしてるのだったか」

　先輩がそいつの機体上じょう面めんを撫なでてやる。11型はその途端、回路に変調でもきたしたのか──うって変わって低く間延びした声で「ＨＯＭＯＯＯ」と鳴いた。

〈ドクター、お戯たわむれはご勘弁を。11型の対人反応プロトコルがワタシの遠隔操作と衝突を起こしています〉

　ゴーグルの視界片隅にマヤが割り込んできて抗議した。

「ああ、すまん。では周辺警戒に移ってくれ」

〈了解です〉

　再び離れていく11型を見送ると、先輩はこちらを振り向いて作業中の僕に手を振った。

「高井戸くん。あいつが発射したゴム弾の弾頭も、できれば可能な限り回収しておいてほしい」

「あ、はい」

　なるほど、先輩は外界に対してこちらの存在を今後もまだ隠すつもりなのだ。




　ひととおり作業を終え、回収品と女の子を背負って僕たちはまたラボへ戻った。

　商人たちの死体は11型に積んで運び、昏こん倒とうさせた野盗は武器だけ没収して放置された。

　殺さずに逃がしたことが、後でトラブルの種にならなければいいのだが。先輩は意にも介していないようだが、僕はどうもそこまで楽観的になれない。




　生存者の女の子も含めて、地上の住人たちはいずれもひどいしろものを着ていた。

　変質してヒビが入ったビニールレザーとか、何かの動物の生皮。黄色っぽく変色したデニムの切れっ端に、ほつれかけたビニール紐ひもといった、およそ雑多なボロをつなぎ合わせてできている。

　回収した武器も同じでいずれも質が悪く、現在の地上の状況をうかがわせるものだった。

　金属製のパーツであれば錆さびていないところというのはまず存在せず、柄などの固定もいい加減で、手の中にあっても不必要に動いてしまう。




「こっちの短剣はそこそこよくできているな。どうやら鉄パイプの中に自転車のチェーンか何かを通して、熱しながら叩たたきのばしたものらしい。案外この辺が、彼らの使う最良の武器なのかもしれない」

「それなりの加工技術や設備は持ってるってことですかね……？」

「どうだろうな？　彼らが自分で作ったものとは限らないぞ。彼らの荷物も一通り検分してみたが、食料は不衛生な状態のものが多いし、これが売り物だと明らかに分かるような品もない。商取引の相手としてはあまり歓迎できないな」

　薫子先輩の所見を聞いて、少し暗い気持ちになった。現在の地上に住む人々が押しなべてそんな具合であれば、交流を行ってもこちらにほとんどメリットがない。

「あとは……そうだな、この娘が昏こん睡すいから覚めるのを待つしかないか」
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　先輩はすでにその薄汚れた女の子の負傷を、ほとんど処置し終えていた。薄着というより半ばむき出しに近かった上半身に、大きめのタオルをかけて寝かせてある。

「──高井戸くん」

「はい？」

「この子をこんな処置台の上ではなく、まともなベッドに寝かせてやりたいのだが」

「それがいいですね。こんな格好じゃ寒いですし」

「いや、えっと……無論このままでは問題があるのだが、そうではなくて……その」

　先輩が落ち着きなく周囲を見回し、胸の前で両の拳をぐるぐる回し始めた。なにやってんだろ。

「あー。高井戸くん、しばらくこの部屋から出ていてくれないか」

「え、まだなにか作業があるんでしょ？　お手伝いしますよ、先輩──」

「ア──ハン！　……ええい、察しが悪いな君というやつは！　彼女が着ているボロ屑くずを脱がせて、医療用ガウンに着替えさせるのだ。あーその、もちろん下もだ」

　──あ。

　やっと先輩が言いたいことが理解できた。理解できたら急に頭にカッと血が上がってきた。つまり先輩はこれからこの女の子を──

「分かったな？　分かったら速やかに出たまえ」

　ぐずぐずしてると何か投げつけられそうな勢い。たしかにそりゃあ僕が手伝うわけにはいかないやつだ！

　慌てて廊下に出る。少し離れたところで何か物が動く気配がして、僕はぎくりとしてそっちを見た。

　光量の低い照明に照らされて、11型マークエルフが待機していた。そいつはこちらの存在を察知して「ＨＯＭＯ！」と鳴いた。

「ああ、なんだお前か」

　かつて僕たちを襲った飛行ドローンと違って、こいつに対しては妙な安心感がある。先輩の所有物で、かつ僕たちの手でコントロールできるものだと分かっているからだろう。

　機体正面にあるセンサーの部分が明滅し、11型は合成音声で「SECUNDARIUM」と鳴いた。

「……？　英語のsecondaryかな？　『二次的』とかそんな意味だっけ」

　ということは、僕を薫子先輩に次ぐマスター権限者として認めてくれたのだろうか。

「ＨＯＭＯＯＯ」

　また間延びした音声で鳴く。11型はゴトゴトと足を動かしてこっちへ近づき、僕の傍かたわらで止まって、また機体を少し低くした。

「猫かなんかみたいだな、お前」

　人間とみれば一切容赦なく無差別に襲い掛かってミンチにしてしまうとか、そんな機械ではないのはありがたいことだ。何気なく機体に目を走らせると、左側面の下の方に、緑色に塗られた銘板があった。何か文字が刻印されている──

「お、なんか書いてある。なになに……」
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（ん。こいつはそういう正式名称なのか？）

　じゃあ、「人間メンシェン狩猟機イエーガー」なんて恐ろし気な名前はどこから出てきたんだ。

　銘板をじっと見ていると、ＴＹＰＥ31こと11型はゴトゴトとその場で旋回し、右側面を僕に向けた。野外では何かの汚れとしか見えなかったが、よく見るとそこには黒いペンキで手書きされた刷は毛け文字が躍っていた。

【めんしぇんいぇーがーＭＫ11!】と書いてある。

「……も、もしかして先輩の趣味なのか、このネーミング」

　なるほどと思い当たる。これが先輩の趣味というかセンスなら、少女の姿をしたアンドロイドに対しては名付けに二の足を踏むのもうなずける。

　ああいう無茶苦茶な人だが、自分というものはしっかり見えている。出会った頃からそうだ。




「はあ……そうかあ。お前たち、先輩に名前つけてもらったんだな……」

　所在なく11型を撫でまわしていると、ドアが開いて薫子先輩が僕を呼んだ。

「入っていいぞ」

「あ、着替え済みました？」

　ほっとしながら肩越しに振り返る。

「うむ。一人なら苦労したところだが、マヤがいて助かった」

「ああ。よかったです──僕ではお役に立てませんからね」

「拗すねるな拗ねるな。あー、なんなら……あとで手伝ってくれるか、私の着替えを？」

「え？」

　またしても頭にカッと血が上がる。立ち上がって体ごと向き直ると、先輩は今にも吹き出しそうな顔で僕を見ていた──からかわれた!!

「先輩ぃ！　ひどいじゃないですか、もう」

「はっはっは、なあに今日は冗談でもいずれは現実になるさ」

「またそういうことを……」

「ともあれ、もうすぐ彼女も目覚めるだろう。ここからは君も立ち会ってくれたまえ」

「分かりました……暴れ出したりしないでくれるといいんですけどね」

　先輩はまだ楽しそうにニマニマしている。暴れたくなるのはむしろ僕の方だ、まったく。




　処置台の上の女の子を見下ろす。汚れのひどいところを先輩がアルコールか何かで清せい拭しょくしたらしく、顔などは見ちがえるように白くなっていた。ところどころに拭き残しの黒ずんだ縞しま模様があるのはご愛あい敬きょう。

　若い女性と見当はつけていたが、こうしてみるとむしろ幼い。せいぜい十五歳かそこら、下手するとそれ以下か。

　頭の周りに広がった明るい茶色の髪が目立つ。目鼻立ちは整っている方で、制服でも着ていればクラスの人気者になれそうな感じだ。

　やがて彼女のまぶたがひくひくとうごめき、不意にぱっちりと開かれた。一瞬遅れて、ひゅ、と息を飲む音。

　──何？　何よ、ここは!?

　周囲の景色に違和感があるようで、しきりに首をひねって辺りを見ようとする様子。起き上がろうとして手足を拘束されていることに気づき、愛らしい顔に絶望の色が浮かんだ。

　──ちくしょう、あたしをどうするつもりだ！　これをほどけ！

　少し離れて見下ろす僕たちに気づいて、女の子はこちらへ顔を向けた。薫子先輩の姿をじっと睨にらみつけている。

「ごきげんよう。ここは私の研究所だ。負傷して地面に倒れていた君を、私たちがここへ運び込んで治療したのだよ」

　薫子先輩がゆっくりとそう説明する。女の子は震える声で「けんきゅじょ……」とつぶやき、その顔に浮かんだ表情が、さらに暗くなった。

「や、大丈夫だよ。薫子先輩は君を助けてくれたんだって」

　僕が手ぶりで先輩の方を指し示しながらそう言った途端。女の子は「かーるこ!?」と叫ぶと、火が付いたように泣き叫び、手足の拘束を引きちぎろうともがきだした。

「カールコ……魔女……！　おしまいだ！　あたしはおしまいだ！　じっけんざいりょーにされる、ばらばらのどろどろにされるんだ！」




「な、なんだかえらく恐れられてるようだが……外ではいったいどんな風評なのだ、私は？」先輩がさすがに傷ついた顔をした。

　──ふぅ。

　ため息を一つついて、僕は女の子に話しかけた。

「安心して、大丈夫だって。薫子先輩は君を実験材料にしたりしないよ、研究の目的はもう果たされてるし──」

「う、うむ！　そうだぞ！　少なくともあの野盗どものように棒で殴ったり、剣で斬りつけたりはしない」

　薫子先輩が食い気味にかぶせてきた。左腕をむやみにぷるぷる振り回しているのが目に入ったが、この弁明、内容的には全然この子を安心させられない気がする。

「先輩はね、すごく優しい人なんだ」

　時々悪ノリするけどね。

「この研究所ラボに運び込まれた以上、君は僕たちの──なんていうかな、身内とか、仲間とかそういう扱いになるわけで……大事にしてもらえると思うんだ」

「うむ、もちろんその通りだ！」

「……ほんとーか？」

　女の子は疑わし気に僕たち二人を見比べる。僕と先輩はほぼ同時にうなずいた。

　こちらの存在を外部に対して秘密にしておくのなら、そうせざるを得ない。身内扱いとはつまり、ラボに引きこもる仲間にするということだ。

「これ、ほどいて」

「暴れないと約束するならね」

　分かった、とうなずく女の子。手足を拘束具から外してやると、彼女は力が抜けたようにまた処置台の上に頭を落とした。

「……どれー屋、どうなった？」

　女の子は目を閉じたまま不意に質問してきた。その聞き慣れない響きに、一瞬とまどう。

（どれーや……もしかして『奴隷屋』、と言ったのか？）

「君と一緒に移動してた人たちのことかい？」

「そーだよ。あたしはバケツ十個と引き換えに売られて、コーエンを出てきたの」

「バケツと引き換え、だと？」

　先輩の表情と声が急に険しいものになった。

「つまり何か。今の世界では、人身売買が公然と行われている、と」

　どうやらあの商人たちは、およそ人間の社会に存在する中で、最も忌いまわしい種類の商人だったらしい──そしてそれをさらに野盗が襲う。そういう世界だということか。

「君の同行者は三人とも死んだよ、野盗どもに斬り刻まれて」

　そう答えながら、先輩は少し後ろめたそうに僕の方を見て、首を横に振った。




「そうかー……」

　女の子は目を閉じて寝そべったままため息をつく。

「あーあ。どこに行くアテもないし、コーエンにも帰れない……ね、あんたたち。あたしの値打ちってどのくらい？」

　彼女の真意は僕にはよく分からなかった。それに先輩が首を振った意味も。先輩は自らに値付けを求めるその子に対してこう言った──

「君の値打ち？　そんなものすぐに決められるわけがあるか。だが、とりあえず私たちと食事をしないか。同じ食べ物を囲んで、だ」







「ほんとに、これ食べていいの？」

　女の子──「バケツ十個」さん、と僕が内心で仮に呼ぶことにした彼女は、そう言って目をみはった。

　ラボの一角にあるダイニングルームで、僕たちは食卓についていた。

　彼女の目の前にマヤが置いた大皿は、「マッシブスーパーフリーズドライ」なる方式で調えられた保存食料の一品、汁気たっぷりのミートローフだ。薫子先輩が完全にここに引きこもる直前、今から百六十年前の最新技術で作られている。

　アルミ蒸着フィルム製の密封パックを開け、適量の精製水を加えてレンジで二分少々温めるだけだが、ともするとボリューム感に欠けるここの備蓄食料の中では、トップクラスの美味おいしさだ。

「あたしにだって分かる。これは族長でもめったに食べられないような物だ。こんなのせいぜい三年に一度……いや、食べたことだってないかも」

「そうか。だが構わない、好きなだけ食べていいのだぞ。むろん私たちも同じものを食べる」

「おおお」

「バケツ十個」さんは感動でほとんど痙けい攣れんせんばかりになりながら、渡されたフォークでひき肉と野菜の塊を大胆な大きさにカットして、口に運んだ。

「んんああああああああ!!!??」

　悲鳴にも似た声が上がる。膨らんだ頰の上で、両の目から涙がぶわっとあふれ出した。




「おいしすぎる！　もしかしてあたしやっぱり、じっけんざいりょーに……？」

　猜さい疑ぎ心と不安に淀よどんだ視線で僕たちを見回す。

「いやいや！　実験材料に最後の晩ばん餐さんとか、そんな悪趣味なことはせんよ私は！　いや、本当に安心してくれ。さしあたってはこのラボの外に広がる世界について、これまで目の届かなかった範囲も含めて広く細かく教えて欲しいのだ」

「というと？」

「たとえばそう、君たちが普段食べている食物やその供給方法についてだな。私たちもこの先いつまでも備蓄品だけを食ってはいられん」

「……え？　もしかして、これもうすぐなくなるのか!?」

「そんなにすぐではないが、いずれはな」

　どんよりと落胆した表情を隠さない「バケツ十個」さん。僕は彼女を元気づけるために言い添えた。

「なあに、心配ないさ。薫子先輩は料理がとっても上手だからね、新鮮な材料があれば、たぶんそれよりもっとおいしいものが食べられるよ」

「これよりもおいしいもの……！」

　彼女は目を輝かせてミートローフをもう一きれ、口の中に押し込んだ。




　食事を一通り終えると、コーヒーを飲みながらのゆっくりとしたインタビューが始まった。

「バケツ十個」さんの本当の名前は「ノゾミ」というのだった。姓はない。

　彼女はここよりずっと海よりの地域、「コーエン」と呼ばれる何かの廃はい墟きょを拠点とする一族の出らしい。

　聴き取った内容を先輩がまとめてくれた話では、彼女たちの一族は年長の男子によって統率される男系社会で、未婚の女子は父親の「可処分財産」として扱われているという。




「バケツ……非常に奇妙に聞こえるが、なるほど、バケツか」

　ノゾミの父親は家長の権威を現す財物であるバケツを新規に手に入れるために、旅の奴隷商人に彼女を売ったのだ。

　バケツだけではないが、何かを保存し、貯たくわえるための容器は彼女の一族が最も重要視する財産だった。

　──イレモノがあれば、取っておけるでしょ。作物も、お肉も。それにお水も。村にお客が来ても慌てずに済むの。

　ノゾミはそう言って得意そうに胸を張った。

　薫子先輩は憤いきどおりに頰をひくひくと痙攣させながら、辛かろうじて感想を口にした。

「……なるほど。女子の社会的地位についてはとうてい容認できないものがあるが、す、少なくとも君たちの一族は、ある意味非常に人間らしい経済の観念をもって生活しているということになるな……！」

　ノゾミもその一族も、決して野蛮でも原始的でもない。それがなおのこと先輩には腹立たしい様子だった。

「うん！　父さんのような族長はね、一族の男がひとりだちしてヨメをもらうと、さいてーでも三個のバケツか代わりになるイレモノを贈らなきゃならないの。あたしはその役に立てたんだ。すごいでしょ、バケツ十個だよ！」

　困惑することに、彼女は自分の値段について実に誇らしげに語るのだ。

「分かったぞ。高井戸くん、彼女たちの社会におけるバケツ、つまり容器は、威信財なのだ。つまり古代日本における銅鏡や銅どう鐸たく、古代北欧人たちの腕輪のような、持ち主を権威づけあるいは贈答に使われる宝だよ」

「だからって……」

　人権やら人間の価値やらに対する感覚が違い過ぎて、なんだかめまいがした。ともあれ、彼女のことは大事にすると僕たちはすでに決めている。モノに換算した価値などより高い次元で扱わねば、文明人として恥ずかしい。




「ところでさ」

　ノゾミはふとそう切り出した。視線を宙にさまよわせて、何か言いだしづらそうな感じだ。

「どうしたのだね」

「えっと、その。どれー屋たちの荷物って、持ってきてる？」

「ああ、回収できた限り持ってきたが──何か気になるのかね？」

　先輩が優しく水を向ける。ノゾミはそれに力を得たのか、また口を開いて話しだした。

「どれー屋、死んじゃったんでしょ？　なら、もらいたいものがあるの……らーじょ、とか言ってた。キレイな歌や役に立つお話が聞こえる、ごちゃごちゃしたかたまりなんだけど」

「らーじょ……もしかして、それはラジオのことか？　奴隷屋たちがそれを持ち歩いていた、と？」

　先輩がマヤの方を振り返る。

「回収品のリストアップを頼んであったが、もうできているな？」

「ドクター。目録化した物品の中に、ラジオ受信機やそれに類するものはありませんでしたが」

「おや、そうか。ごちゃごちゃしたかたまり、というくらいだ、外見からは判別しづらいかもしれんが」

「構造の複雑なものは、一通り機能もチェックしてあります。電気器具らしいものと言えば、電池が入ってない懐中電灯くらいでした」

　ふうむ、と先輩が考え込む。

「とすると、野盗どもが逃げる時に持ち去ったのか？」

　僕も首をひねった。受信機が存在すること自体も驚きだが、番組らしきものが聴けた、ということはどこかに放送局が存続しているということになる。

　奴隷屋のラジオを形見分け的に手に入れることはできないと分かって、ノゾミは少々がっかりした様子だった。

「あれ、すごく気に入ってたのに」

　先輩はそんなノゾミに食い下がって、ラジオについてさらに尋ねた。

「ノゾミ。君はその受信内容を聴いたかね？　どんなことを伝えていたか、覚えているかな？」

「えーと」

　ノゾミはちょっと首をかしげると、何かを指折り数えるしぐさとともに再び話し出した。

　いわく──関東圏内のいくつかの大きな集団が開く、交易市の日取りと場所。危険生物の出没情報。それに伝染うつる病気の発生と流行について、などなど。

「ふうむ。なかなか有益な情報を配信しているようだな。情報の鮮度がどれだけの物かは分からんが……こちらもその通信というか、放送に触れてみる必要がありそうだ。高井戸君、あとでちょっと手伝ってくれたまえ。保管庫に災害対策用のラジオ受信機が何個か、ストックしてあったように思う」

「そんなものもあったんですか。早く教えてくれてれば！」

　情報を得られるものと言えばこの二か月、電子書籍くらいしか触れていなかった。どっちかと言えばスマホをまた使いたいところだが──まあネットなんてもう存在してないだろうし。

「──使えるものが複数あるようなら、一個ノゾミにあげてもいいな」

「ホントに!?」

　ノゾミの目が期待に輝いた。

「うむ、だからもう少し色々聞かせてくれ」

　薫子先輩はそのあと、生物についての質問を続けた。ネズミや野犬、カラスといった在来の害獣以外にも、僕たちの知らない大型の生物が何種類か、荒廃した関東平野をうろついているらしいのだ。




　一つ、「オオカミモドキ」。

　毛色や体型はまちまちだが、いずれも凶暴で通常の野犬よりはるかに大きな体たい軀くを持つ、イヌ科の動物。三頭から七頭くらいの小規模な群れ単位で行動し、餓うえていれば人間を襲うこともある。




　一つ、「エドエックス」。

　怪物めいた大きさの、毛の長いイノシシのような生き物。雑食性で、防備の不十分な耕地はしばしばその被害を受ける。美味な肉が大量に手に入るため、武器や人数など条件の整った集団であれば、逆に狩りの獲物として追い回すこともあるという。

　こちらはおおよそ正体の見当がついた。ノゾミの知っている話を僕たちの知識と照らし合わせてみるに、かつて食用のブランド品種として改良、飼育されていた豚が逃げ出して野生化したのではないか、と。

「昔聞いたところによると、豚は飼育下の環境を離れると先祖がえりを起こして、イノシシそっくりになってしまうのだそうだ。エドエックスというのも多分そのたぐいなのだろう」

　そうだとしても、よくぞ今まで生き延びてきたものだ。




　耕地の話が出たついでに、先輩はノゾミに現在の農業についても訊きいていた。

　稲作は廃れてしまったらしい。水田について尋ねてもノゾミはきょとんとした顔をするばかりだし、少なくとも水稲は作られていないようだ。

「何ということだ。ご飯が……」

「ご飯、ないんですか……」

　僕たちは顔を見合わせてうめいた。




　で、現在の主流の作物は、荒れ地に播まきっぱなしでもそこそこの収穫が見込める「ネコネコ麦」と呼ばれる穀物だそうだ。

「このくらいの長さでねー」

　ノゾミが手のひらを向かい合わせにして、三十センチほどの大きさを示した。

「ネコのしっぽみたいなふさふさの大きな穂ができるの。それを棒でやさしく叩たたいて、カラを吹き飛ばすと後に小さな固い粒が残るから、集めて煮て食べる」

　ノゾミが身振りを交えて解説したところから察するに──

「……野生化した粟あわと近縁のエノコログサが交雑して、どこかの時点でより『ｎ』の大きな倍数体になったのだろう」

　さすが先輩、生物部部長の経歴は伊達だてじゃない。高校生だった頃に身に付けたような広く浅い知識、雑学は、たぶんこういう状況ではなまじな専門知識よりも役にたつ可能性があるのじゃないだろうか。




　インタビューが一時間を超えたあたりで、さすがにノゾミは疲れた様子を見せた。

「お腹なかいっぱい……たくさんしゃべったし、眠い……」

「ふむ、じゃあそろそろ休んでもらう方がいいな……マヤ！」

「お呼びですか、ドクター」

「この子をどこか開いてるリカバリーに入れて、寝かせてやってくれ。簡易寝台を出して、毛布を多めにな。あとは、トイレの使い方を教えておくように」

「かしこまりました。それで、この女性の扱いはどのように？　一般患者ですか、それともサンプル──」

「そうだな、ノゾミは──私の大切な客人だ。高井戸くんと同様、丁寧に接遇してくれ」

「かしこまりました。では、ノゾミさまとお呼びしましょう。さ、ノゾミさま。お部屋へご案内しますよ」

　ノゾミはマヤに手を取られると、びくりと身を震わせた。

「え、え……この人、なんか変！　手、冷たい！」

「おや、これはいけませんね。食材を触ったので低温にしたままでした」

「急にあったかくなった!?」

　アンドロイドなんてものをノゾミが知るはずもない。不安そうな彼女は、そのままひょいっとマヤに抱え上げられ運ばれていく。

「さあさあノゾミさま、一緒に参りましょう。花を飾ったきれいなベッドに、素敵な衣装もたくさんありますよ」

「いやーっ、か、かーるこ、助けて─……」

　先輩が苦笑した。

「何だ、もう助けを求める対象になってしまったのか、私は」




　二人きりになると、薫子先輩は長いため息をついた。

「まずはこんなところか。やるべきことが一気に増えたが、ノゾミを助けたおかげで今後の指針がある程度確定してきたな。喜ばしいと言っておこう」

「喜ばしい、ですかね……聞いた限りだと、このラボから出てもいいことなさそうでしたけど」

「前にも言ったがここに永遠に籠っていることはできんのだ。そして私が望むのは、地下に閉じこもって減っていく残りの物資を数えるような、そんな暮らしではない……だから地上に出て、よりよい世界に作りなおす。現状で成立可能な文明を築くのだ。人間として志しうる、最も偉大なプロジェクトだよ」

「さ、さすが先輩……一番難儀な選択肢に行きますか」

　感動と衝撃に打ちのめされる僕に、先輩はさらにとんでもないことを言い出した。

「いっそあれだな、国でも作るか！」

「く、国ぃ!?」

　容認しがたい社会構造を変えるためと言っても、普通は国を作るとこまで思い切れない。だがこの人はやる。凡人なら端はなから諦めるような難事業でも、真っ正直に正面から挑んで突破する人なのだ。

　現に僕を復活させたではないか──二百四十年かけて。

「しかし、僕たち二人ではどうにもならないですよね……」

「忘れてはならんな、今は四人だ。マヤとノゾミにもむろん手伝ってもらう」




　実際に行動を開始するまでには、ラボ内での多忙な日々がもう少し続いた。

　まず第一にノゾミの健康状態を精密に調べる必要があった。共同生活をすることになるのだから、なにか未知の病原体や寄生虫でも保持していたら大変だ。僕たちはいわば外界から隔離された状態だったし、免疫機能がオリジナルほど完ぺきとは限らない。

　ノゾミの血液、皮膚、体毛などのサンプルを取り、さまざまな検査にかけた。暴れるのではないかと思ったが、きちんと目的を説明してやると彼女は意外なほどおとなしかった。







「……糞ふん便べん中に寄生虫卵あるいは卵胞を認めず。肝炎ほか注意すべきウイルス感染の兆候なし。人類の標準的ゲノム配列との顕著な差異を認めず──」

　先輩が検査データを読み上げ、マヤがそれをコンピューターに記録していく。ノゾミも僕たちのそばに腰かけて、目を白黒させながら先輩の読み上げに聞き入っていた。

　彼女はまだ医療用ガウンを羽織っただけの姿だが、今後は僕たちと同様に、作業服やトレーニングスーツの着かたを身に付けてもらう手はずだ。




「栄養状態はやや問題ありか。血中アルブミンの指標ギリギリだな、もっと肉を食べさせよう。それと白血球の個数がやや多めだが、ＣＲＰ値には異常がない。免疫機能を亢こう進しんさせることで環境に耐えられるように適応しているのだろう。まあ、おおむね健康と言って差し支えない──良かったな、これならいつでも嫁にいけるぞ」

「よっ……ヨメ!?　よめ、めめめ……!?」

　しっかりと意味は分かるらしい。ノゾミは顔を真っ赤にして固まっていたが、おずおずと僕を指さしながら先輩の顔を見上げた。

「……まさか、これの？」

「これ」呼ばわりは不本意きわまりない。先輩は僕の方を見てぷっと小さく噴き出すと、ノゾミの肩に手を置いた。

「ははは。さすがにそれは無い無い、高井戸くんは私のだ。だが、次の世代あたりではそういう選択もありかな」

　ノゾミが怪け訝げんな顔をしてじりっと身を引いた。

「……かーるこ、からかってる??」

「いや、割とまじめだぞ私は？　私たちの子孫が栄えるためには、ある程度の規模を持つ通婚可能な遺伝子プールが必要だ。この世界でこれだけの健康状態を保っているのであれば──単に君だけが恵まれているのでなければだが──ノゾミの一族などは有望な候補となり得るな」

　言葉の意味は分からずとも、何となく褒められているのだと察したのか。ノゾミがちょっと嬉うれしそうな顔をした。

「むろん、社会制度の変革を受け入れて貰もらうことにはなるが。まあ、そんな話はこのくらいにしてだ、一度全身をもう少し念入りに洗ってやろうな。皮膚常在菌のリストもチェック済みだし、もう問題ないだろう」

　自分も白衣のボタンに手をかけながら、薫子先輩はノゾミの手を引いてシャワー室へと向かった。




（……洗ってやろうって、うわあ……そういうこと!?）

　かすかに聞こえてくる水音の向こうで繰り広げられる情景を、あえて想像しないように、僕はだいぶ努力をしなければならなかった。







[image: 第二章　楽園の長い休日]

〈二三〇二年五月二日、午後三時です。関東文明放送から今月のトピックをお届けします──〉




「おお、受信できたぞ……！」

「本当に放送してるんだ……それに、すごく綺き麗れいな日本語ですね、これ」




　木々の緑がまぶしい、晴れた日だった。僕たち二人と、それにノゾミはそれぞれ竹馬スティルツを装着し、ラボから少し北へ離れた丘陵地へ足を延ばしていた。

　目的は周辺の情勢と資源の調査。それとラジオで「放送」を聴取することだ。

　災害対策グッズとして作られた手回し発電機付きラジオは、一一三四キロヘルツ付近にダイヤルを合わせると、ややノイズ混じりではあるもののはっきりした音声を出力し始めた。

　パーソナリティは名のる様子がなかったが、声はつややかな深いアルトで耳に心地よく、話しぶりも語彙が豊富で知的だった。

「これよ！　あたしが聴いたのもこの声だった！」

　ノゾミは興奮した様子で、ラジオにかじりつかんばかりだ。

「ではこの周波数で間違いないな。『関東文明放送』か……中波帯域だから所在地は少し遠いところかもしれん」




〈今月開かれる予定の交易市は、代々木公園跡で五月五日より十日間……五月二十日より平へい林りん寺じ境内林で七日間……〉




「月単位で情報を発信しているのか。人間の営みはずいぶんのどかになったものだ」

　先輩の声にかすかにため息が混ざったのに気づいた。嘆いているのだ。

「のどかってのはいいことだと思ってましたけど……」

「君はそう感じるかもな。だがケースバイケースだよ、この場合はあまり良くない。ラジオでこんな情報を流しているのなら、交易市の開催期間は本来もっと短縮できるはずだ。その方が売る側にはメリットになる」

「あれ……商売が長く続けられれば儲もうかる、って訳じゃないんですか？」

「考えてもみたまえ、慣れない土地にキャンプをはって七日や十日も過ごすとなれば、その間消費する食料その他、物資の準備もばかにならない。この間のような野盗に襲撃される危険性だって、一つ所にとどまるほど高くなるはずだ」

「確かに、そうですね……」

「だが、現に交易市は長期間の開催になっている」

「うーん。どういうことなんですかね？」

「おそらく移動の日程に余裕を持たせるためではないだろうか。移動手段はほぼ徒歩に限られている。道中のトラブルによる遅れが、決定的な機会損失にならないようにするには、そうなるだろう」

　ふむ。そうすると、できるだけかさばらず高く売れるものを小人数で輸送するのがいい、ってことになるだろうか。

「文明崩壊した世界で商人やるのは楽じゃないってことですね……」

「うむ。それにだな、このパーソナリティは『今月の』と期間を区切っただろう？　おそらく、放送すべき情報を集めるのにはそれだけ時間がかかっているのだ」




　なるほど、とうなずく。僕たちの時代には情報の受信も発信も、スマホ一つで自由自在に行えた。

　ラジオ放送はもうメディアとしてはずいぶん廃れてしまっていたが、やはりスマホを用いて番組にその場でレスポンスを返すことができた。リスナーから寄せられた情報や意見、感想は即座に、あるいはごく早いタイミングで、同じ番組の中に反映されていた。

　あの頃はラジオといえど番組内容は日替わり、週替わりだったのだ。そうでなくては日々の目まぐるしい変化に対応できなかった。だが、この「文明放送」の情報は、聴いての通り月単位での更新らしい。

「……聴く側には、局へ情報を送るような送信機なんてないんでしょうね……」

「だろうな。ノゾミが言うような粗雑な受信機はそれなりの数作れたとしても、送信機は難しいはずだ」

　ということは。僕たちが持っているインカムのような双方向性の通信機器は、通信エリアは狭いとしても、場合によっては非常に大きなアドバンテージになり得るわけだ。




「あれー、音が小さくなってきた」

　ノゾミがラジオを指さして首を傾かしげた。この手回し発電式ラジオはバッテリー容量がやや小さく、回していないと急速に出力が下がってしまう。

「壊れたの？」

「いや、電池が消耗してきただけだ。そのハンドルを回せばまた元の音量に戻るよ」

「やってみたい！　貸して貸して！」




　先輩がラジオを手渡すと、ノゾミはさっそくハンドルを回し始めた。

「ホントだ！　音が大きくなったー！」

　小さくなっていた音量が回復したのを確かめると、彼女は嬉しそうに目をみはってさらにハンドルを回し続けた。




「平林寺というと旧埼玉県の新座辺りだったか。国分寺からだと代々木より近いな。準備期間も長めに取れる、見に行ってみる方向で考えておこうか」

「市イチに行くの!?　あたしも行きたい、連れてってかーるこ！」

「まだ発音が訛なまるな……かおるこ、だ。まあいいとも。連れて行くとしよう、ノゾミも私たちの家族だからな」

「わぁい！」

　当初の畏怖心はどこへ行ったのか、ノゾミは薫かおる子こ先輩にすっかり懐なついていた。シャワーの後で互いの髪をタオルで拭いて乾かし合ったりしているのを見ると、なんだか姉妹のようだ。




「さてと」

　日が西へ傾いてきたのを見上げて、先輩が僕たちに移動をうながした。

「そろそろ帰ろう。資源調査はもうひとつ不首尾だったが……まあまた日を改めて、他の場所を漁あさるか」




　一口に資源といってもさまざまだが、食料品と医薬品は早めに何とかしたいところだった。ラボの高度な機器や医薬品はいざというときの切り札。僕たちにとっては、死に対する「保険」でもある。

「普段使いの医薬品として、漢方に使われるような生薬の形で補充できるものがあれば」というのが先輩の思惑だ。

　食料も、動物性の肉などはともかく、野菜や穀物については周辺の土地から容易に回収できるはずだと考えていた。

　この辺り一帯は、二十一世紀半ばを過ぎてもまだあちこちに個人経営の農家や家庭菜園が残っていた。当時の栽培品が細々とでも生き残っていれば、種や地下茎、球根などを確保することが可能だ。

　だが、実際に探すとなるとこれがなかなか大変だった。今日も地図を見ながらそれらしい緑地を探し出し、何度か足を踏み入れてみた。ところが、そういう場所は大抵の場合、足元の地面はアスファルトやコンクリートで覆われていた。たぶん元は駐車場か何かだ。

　これには簡単なからくりがあった。

「全く、元生物部部長の私ともあろうものがこんな初歩的なミスをやらかすとはな……考えてみれば、二百四十年経たっているのだ。植物の生育に適した畑やらは、その間に遷移して森林になっている道理だよ」

　主観時間でついこの間、「生物基礎」の授業でそんなことを習ったばっかりだったような気もする。十分な土壌が形成された土地では、植物相は長い時間をかけてその土地に適した森林へ移り変わっていく。

　つまり作物の痕跡を探すべき場所は、開けた草地などではなかったのだ。




　ラボへ戻って着替えとシャワーを済ませ食事をとると、あとは勉強の時間だ。こんな世の中ではあるが、意識の上では僕はいまだ現役の高校一年生であって、勉学こそが本分なのである。何より、愛し愛される薫子先輩が直々に指導してくれるのだ──用法があってるかどうか自信がないが、「嬉うれし恥ずかしの個人授業」ってやつだ。




　ここ数日は、二十一世紀初めに書かれた医学ミステリー的な小説を英語版ペーパーバックで読んでいる。面倒くさい構文を読み解いて自信満々で訳した答案を、先輩はおおむね褒めてくれた。

「うむ……よくできている！　訳文全体としてはまあ申し分ない。英語特有の言い回しについては、逐語訳ではなく意訳まで踏み込んで欲しいところだがね」

「ありがとうございます！」

「ただね、高たか井い戸どくん。この箇所だが、よっく考えてみたまえ。新石器時代のユーラシア大陸にトウモロコシがあるのは、おかしくないかね？」

「あれ、そういえば……」

　先輩は端末のディスプレイをちょん、と指で触れてその部分を強調表示にした。

「……これはよくあるミスだ。実は、この小説の作者はイギリス出身で、『corn』を穀物全般の意味で用いている。これをアメリカ英語の感覚で『トウモロコシ』と訳すと間違えてしまうわけだ」

「えー、作者の出身地まで頭に入れとかないといけないとか、難易度高すぎませんか」

「文章を読み解くにはその文章そのものだけでなく、その背景にあるものの理解も必要だという良い例だな。これは何も、翻訳に限ったことでもないが」

　とほほほほ。思わぬトラップに引っかかってがっくりだ。それにしても、この水準の小説を訳させるというのは、高校生には荷が勝ち過ぎないだろうか。

「うーん、こう、もうちょっと高校生なりの水準の教材とかって、ないですかね？」

「……残念ながら、ここにはない。私もうっかりしてたのだが、君を復活させるので頭がいっぱい、その準備で精いっぱいだったからな……高校教科書の保存までは考えが及ばなかった。いまは後悔している」

　僕のことで頭がいっぱいとな。先輩のこういうぶっちゃけは嬉しいのだが、問題は案外深刻だ。学問というのは段階を踏んで学ぶべきで、一足飛びに高度な内容をかじっても身にはつきにくい。暗記が通じないやつは特に。




「ドクター。ワタシからも要望があります」

　マヤが横合いから手を上げた。

「ん、お前が自発的にそんなことを言い出すとは珍しいな。どうしたのだ」

「ノゾミさまのための初等教育を行いたいのですが……ここには適切な教材がほとんどありません。入手策を講じていただければと」

「ふむ……」

　先輩が下唇のあたりに握りこぶしをあててしばし考えこむ。次第に体が右側へ巻き込むように曲がり傾いて──ふいにバネ仕じ掛かけのように弾はじけて戻った。

「高井戸くん。たしか……誠せい心しん学がく院いんには初等部もあったな」

「ああ。ありましたね……」

　先輩がものすごく遠い目をして思い出しているのがちょっと面白い。彼女にとって学院での生活は二百年以上前──クローン再生のたびにリセットしていると考えても、四十年以上前のことを思い出す感覚だろう。

　一方で僕にとっては、ついこの間、入学時のオリエンテーションで知らされたことなのだ。

「ここから我らの母校まではそう遠くない、今度行ってみよう。混乱期に避難所などに使われて、消費されてしまったものも多いだろうが……探せばまだ使える電子書籍リーダーや読み取り用メディアも残っていそうなものだ」

　先輩はノゾミの方に視線を向けると、ニヤッと笑った。

「それに、バケツも何個か手に入るかもしれんな」

　ノゾミがパッと顔を輝かせた。

「ホント？　ならたくさん集めようよ、へーりんじとかに行くなら、きっといい売り物になると思う」

「うむ、決まりだ。明日から準備を始めるぞ」

　先輩はそう言って満足そうに笑った。ああそうだ、彼女はこんな風に計画を立てて、それを実行することに最上の喜びを感じる人だった。




　　　　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊




　国分寺から北上し、玉川上水に沿って少し西へ──武蔵むさし野の美び大だいをはじめとして各種学校が点在したかつての学園都市小平の一角に、僕たちの母校にして出会いの場所である誠心学院高校もあった。

　二百四十年を経て、周辺一帯はすっかり緑に覆われてしまっている。だが国分寺での経験から、僕たちは先入観に惑わされず目当ての場所へたどり着くことができた。

　密集した巨木の林に囲まれた場所こそ、元はむき出しの地面があった場所なのだ。




　かつて通った高等部に隣接して、東側に中等部。さらにその南側にはやや小ぢんまりとした初等部の区画が、ツタに絡からまれながらまだ原形を保ったままの建物とともにそこにあった。

「二一三〇年頃に廃校になったはずだが……取り壊されてはいなかったのだな」

　辺りの様子をどこか寂しげに見まわしながら、先輩がしみじみとそう言った。だが、僕はその風景の中に、すこし奇妙なものを感じていた。

「……それだけのことでもないみたいですよ。ほら、あれ」




　指さした先──初等部校舎の南側中央、管理棟だった建物の上に、奇妙なものが見えた。

　鉄骨を不ふ揃ぞろいに組み合わせて作った小さな塔と、その上部から垂れ下がる、壊れた扇のような構造物だ。扇のかなめ部分には回転軸らしきものが見て取れる。




「ふうむ……近づいて確認しないと何とも言えんが、風車のように見える。おそらく発電用ではないだろうか。羽が何枚か欠損して回らなくなってしまっているようだが」

「ああ、そうかもですね。昔はあんなものはなかったと思いますけど、廃校後に作ったのかな……」

　少しでも文明的な生活を維持しようと思うなら、発電設備は欠かせない。ラボでも国分寺の地下にある豊富な湧き水を利用して、水力発電を行っている。そのために使う水車のメンテナンスは僕たちの重要な日課の一つだ。




　管理棟の前庭に出ると、朽ちた木材で作られた仕切りがいくつか設けられているのが目に入った。

「何ですかね、これ」

　仕切りの中には、周囲と色の違う土が盛られていた。ほとんど雑草で覆われてしまっているが、ところどころにハート型を縦に引き伸ばしたような、柔らかな緑の葉がいくつかある。

「ははあ。これは畑だな……見たまえ、ひどく株が小さいし雑草に紛れているが、これはどうも里芋のようだ」

　少し離れたところには壊れたバスタブらしきものが据えられ、そこから朽ちかけたビニールホースが「畑」に向かってのたくっていた。

　バスタブはまだわずかに水が残っている。どうやらここに貯ためた雨水が、ホースを通じて畑へとゆっくり流れ込む仕組みのようだ。

　畑の一つはどうしたことか、仕切りが粉々に破られ、ほじくり返されたようになっていた。




「どうやら割と近い過去に、誰かがここを拠点として、しばらく生活していたらしいな」

　まだ誰かいるかもしれない──そう言うかのように、薫子先輩は目を半ば閉じて、辺りをうかがう素振りをする。僕も周囲の物音に神経を集中するが、数分経過しても動くものの気配はない。今ここにいるのは僕たちだけだ。

「よし、こうしていても始まらん。奥へ行ってみよう」

　先輩が手を振って合図し、僕とノゾミがその後に続いた。苔こけむして崩れかけたコンクリート塀の大きな破れ目を抜け、高等部の中庭へ向かう。




「ああ……！」

　それを観みたとたんに、喉の奥から言葉にならない声が漏れた。表面が少し欠けてひび割れ、ところどころ崩れてはいたが、そこにはあの赤レンガ風の壁を持つ、懐なつかしいたたずまいの建物があったのだ。図書館だ。

「高井戸くん！　足元をちゃんと見て慎重に進まないと──」

　後ろから先輩の声。僕は後先考えずに駆け出してしまっていたらしい。

　廃はい墟きょの中でむやみに走り回るのは危ない。そんなことは分かり切っていたが止まることができなかった。




　校舎本棟との間をつなぐ渡り廊下の痕跡を突っ切って走る。赤レンガ風の壁の角を南に回り込んで、大きなつぼみを付けたタイサンボクの下をくぐると──日差しを浴びた芝が鮮やかな緑色に輝く、小さな中庭があった。

　ここだ。ここが僕と先輩が初めて出会った場所だ。

　ところどころひび割れ汚れてはいたが、ワイヤー入りの窓ガラスがまだ破れずに残っていた。

　芝は刈り込まれずに伸び放題だったし、周囲から吹き込んだ落ち葉が湿った腐植を作ってもいる。それでも庭はまだ、あの日の面影を残していた。

　僕は芝生の上に、濃紺のブレザーの襟元をくつろげて本を読む、長い髪の少女の姿を幻視した。わけの分からない喪失感が胸を締め付ける。過ぎ去り失われてしまった、あまりにも長い時間と数多くの人々──

　カシャン──

　後ろから乾いた駆動音が響いた。振り返ると、いましがたの幻と全く同じ顔をした薫子先輩が、追いついてきてそこに立っていた。

「あ──」

「……危ないと言っているのに、全くもう」

　一メートルほどの距離でお互いを見つめ合い、二人の呼吸が少しずつゆっくりと調子を合わせながら静まっていくのに耳を傾ける──そうだ、何もかもが失われたわけではない。薫子先輩だけは、今もここにいる。

「気持ちは分かるが、こんなところで平静を失うとは困ったものだ。センチメンタルにも程がある」

「す、すみません」

「……必要な本を探そう。蔵書の保存状態がどんなものかは予断を許さないが」

　くるりと後ろへ方向転換し、先輩は先に立って図書館の入り口へと向かった。

　僕は目から頰へ伝い落ちたしずくを、服の袖でぬぐった。

（先輩に見られずに済んで、助かった……）

　僕の涙を見たら、さすがに先輩はからかったりせずに優しく受け止めてくれると思う。思うのだが──それを僕が良しとするかどうかは別問題だ。




「ノゾミは？」

「高等部入り口付近を巡回して、警戒してもらっている」




　図書館入り口は、分厚いアルミ材の枠に縁どられたガラス戸だった。それもスーパーの入り口などにあったような、開いたあとバネ仕掛けで元の位置に戻るやつだ。

「もっと厳重に施せ錠じょうしてあるかと思ったが、ほんの申し訳程度の形式的なものだな、これは」

　先輩がドアの中央部分をあれこれと調べて、首を傾かしげた。

「ん、まあここを施錠しても窓破れば入れますからねえ……」

「なら、とっとと開けてしまうぞ」

　竹馬スティルツのマジックハンドに付属しているピッキングツールをカギ穴に差し込み、しばらくガチャガチャと動かす。やがてカシャッと小気味よい音が響いた。

「よし、開いた」

　ドアをゆっくりと手前に引き開ける。




　ムワッ──




「うわ……これは」

　長い期間換気が行われなかった空間の、何とも言えない匂いが鼻を衝つく。ホコリとカビと、何か内装に使った建材から揮発したガスの類が充満していたようだ。おまけに五月の太陽に照らされたコンクリート建築は、内部に結構な熱をため込んでいた。

「ちょっと入るのがためらわれるぞ……思ったよりひどいな」

「あ、一応マスク持ってきてますけど」

「まあ、気休めにはなるか」

　僕は上着のポケットから、二人分の防ぼう塵じんマスクを取り出した。これがあれば、ホコリは吸わずに済む。

「ううむ。あまり気が進まないが時間も惜しい。窓を開けて空気を入れ替えながら、ぼちぼち探していこうか」

　僕たちはマスクをつけると、分厚くホコリの積もったカウンターや床から目をそらしつつ、移動式書架のひん曲がったレールを踏み越えて書庫の奥へと進んだ。

　長い間に持ち出されたのだろう、書架の棚はどれも隙間だらけ、場所によってはほとんど空っぽだ。それでも、僕たちは読み取り用メディアに収められた何種類かの学術書や実用書、対訳と解説付きの海外文学叢そう書しょといったものをかき集めることができた。おまけに、図書館のコンピューター端末のうち一台は、ネットワークにはつながっていないもののまだ辛かろうじて動く状態を保っていた。




「……宝の山だな、ここは。電子書籍リーダーの類は液晶パネルが死んでるものがほとんどのようだが、ラボで修理できないこともない。持てるだけ持ち帰ろう」

　読み取り用メディアも再生用端末も、明るいところでホコリやカビを落とし、細かく仕分けしていくのが望ましい。僕たちは何往復かして収穫物を運び出し、例の中庭に積み上げた。




「ノゾミにも手伝ってもらうか……もしもし、ノゾミ？　今どこにいる？」

　先輩が端末の通信機能を使ってノゾミを呼び出す。帰ってきた返答は、ちょっと先輩の思惑から外れたものだったらしかった。

「はあ？　バケツ？　……こら、何やってる。まあいい、一個見つけたらちゃんとこっちへ戻ってくるんだぞ？」

「どうしたんです？」

　だいたいの想像はついたが、先輩が当惑しつつもノゾミに譲歩しているのが妙におかしい。

「ああ、手近の建物に入って、バケツを探していたようだ……まったく、君が急に統制を外れた行動をするから、彼女まで真ま似ねするではないか」

　とばっちりで叱られる。だが、先輩の目は意外にも笑っていた。

「ノゾミが来るまでもう少しかかるだろう。ちょうどいい、あの芝生のところで少し休もうか」

　日は高く昇り、そろそろ正午が近い。あの頃、先輩を芝生で待ったまさにその時間帯が近づいていた。僕たちは数時間ぶりに竹馬を降り、二人並んで伸びすぎた芝の上に腰を下ろした。




　時間が逆戻りしたような、何とも言えない懐かしさと安心感。今いる状況の現実感が薄れ、都合のいい幻影が頭の中に広がっていく──僕はあの夏の日にドローン爆撃に巻き込まれて負傷し、春先まで入院していたのだ、といった具合の。

　僕自身の感覚ではあの日々からさほど時間がたっていないが、季節が一巡していることのつじつまくらいは簡単に合わせられる。先輩との付き合いは入院の長いブランクを挟みつつ二年目に──いや、止よそう。

　こんなのはただの現実逃避だ。今は二三〇二年の五月だ。やれやれだ。




「ノゾミのやつ、遅いですね──」

「高井戸くん」

　不意に、先輩がこちらへ腕を差し伸べてきた。彼女の手が僕の人差し指と中指を握る──色白で滑らかな、僕のよりずっと小さな手。

「はい……？」

「ここで学んでいたあの頃から、ずっと。君に伝えたかったことが二つあった」

　唐突に切り出された話題に戸惑って、僕は彼女の目を覗のぞき込んだ。長いまつげが瞳の上に、あの日と同じ影を落としている──

「二つ、ですか」

「うむ」

　先輩は僕の視線にぶつかると、うっすらと頰を染めて目をそらした。

「一つはほら、君が私に告白してきた時のことだ。あの時、私は自分から君に好意を伝えるつもりで、そのためのメッセージを用意していた」

「ああ……そういえばそんなことを言ってましたよね」

「君の方から先に切り込んできたので、もういいかと引っ込めてしまったが。この二百四十年というもの、ずっと後悔していたのだ──やはりきちんと伝えるべきだった、とな」

　それを今言おうというのだろうか？　あの時と同じこの場所で。




「初めて君を見たのは、この芝生の上でだった……私は高等部に入ってすぐのオリエンテーションであちこち見て回っているうちに、この芝生がひどく気に入ってな。毎日昼休みをここで過ごしていたら、一年生の二学期には、生徒の誰もが『ここは解げ柔にゅう院いん薫子の指定席だ』と思うようになっていた」

「そりゃまあ、そうなるでしょうね」

　先輩は目立つ。人を惹ひきつける美貌と長身、女王のごとき雰囲気。そして政財界にも影響力を持つ名家の長女であるという、特上のステータス。

　先輩が陣取るお気に入りの場所をあえて侵犯できるような者がいるなら、それはよほどの怖いもの知らずか──

「だからな、最初は『何だ？　こいつは』と思ったものだよ。襟章を見て新入生だと分かったから、別段怒りも湧かなかったが──暗黙のルールなど、新参者に分かる道理もないからな。だが、君はその後も昼休みにここに現れた……あまつさえ、私のことをあちこちで訊きいて回っているという。どうやら慕われているらしいと分かるに至っては、驚いたというよりいっそ感動したものだ……さて、この先が私が伝えたかった言葉だが」




　ズキン、と胸が鼓動を打った。先輩があの日、僕に伝えようとしてそのまま胸にしまい込んだ言葉。あの時点での、先輩の気持ち。

　先輩はすっくと立ちあがり、僕を見下ろした。先輩が着ている服が、あの日と同じブレザーとスカートであるように感じられた。

　すぅ、と息を吸い込むと、先輩は一気にまくし立てた。

「君の存在を認識してからというもの、気になって仕方なかった。もしや、私のことが好きなのだろうか。好きなのだと、言ってくれるのだろうか、と。そんなに向こう見ずに私に近づいてくる男子がいるなど、これまでの経験からは信じがたいことだ……まったく、これでは慎み深い娘らしくガードを構えることすらばかばかしくなってくるではないか。何と可か愛わいく、愛いとしい人なのだろう……！」

「う、うわあ」

　今さら聞いても、これは照れる。僕も相当にドキドキしたが、先輩の顔ときたら見たことがないくらい真っ赤だった。

「そ、それでな。まだ続きがあるのだが……」

　消え入りそうな声で「聞きたいか？」とささやき、首を傾げながら見上げてくる。ああもう、可愛いのはあなたですよ、先輩。

「……聞きますよ。全部お願いします」

「う、うむ……『本当に私を好きなのなら、ぜひ付き合って欲しい。そして、どうだろう……二人で、確かめてみないか──』」




　まだ後に続く言葉があるようだったが、先輩は急に言葉を濁して、黙ってしまった。

「確かめる？　何をです」

「はは……今さら訊くだけ野暮だよ。この後に続く問いには、君がすでに答えを出してしまった。そして、私はそれ以上の問いを自分自身に課して、その答えもすでに出てしまっているのだからな」
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「と、いうと？」

「まあ、言ってしまうか。つまりこうだ。『私たち二人が、お互いを──支え合ってどこまで歩いて行けるのか』と。今思えばなんというバカな問いかけをしようとしていたことか」

　なるほど。

「……それは。たぶん愚問でしたよね」

「ああ、全くだ。だが二百四十年越しにすっきりした……すっきりできて良かった……！」

　先輩が体をひねって隣から僕の正面に移動し、芝生についた僕の手に自分の手を重ねるようにかがみ込んだ。まつ毛に涙をにじませた奇妙な笑顔が、ゆっくりと近づいてくる。触れずとも唇の温度が感じられそうな距離──




　ガラ──ン……




「む、何の音だ？」

　先輩の目に緊張が走った。

「静かに……何か、足音のようなものも聴こえたぞ」

　僕も耳を澄ませる──確かに聞こえた。破れかけた靴底が地面を叩たたく、空気の抜ける音を伴った足音。それに、伸びた草をかき分ける音。

　すると、さっきのは何かを蹴倒した音だったのだろうか。

「ノゾミ……じゃないですよね？」

「あの子なら、竹馬スティルツを履いたままのはずだぞ」

　言われてみればその通りだ。じゃあ──




　ピュイ────……ガガガ




　不意に耳みみ障ざわりなノイズが校舎の間にこだました。

（──何だ？）

　続いて、スピーカーを通した女性の声が聞こえた。

〈ガ……二三〇二年……ガガ月四日。関東文明放送ガ正午をお知らせします──〉

「ラジオ？」

　間違いない。微妙にチューニングが合ってないが、ラジオが鳴っている。なあんだ、と一瞬ほっとしたが、すぐに気が付いた。




　僕たちは今日、ラジオを持ってきていないのだ。

「……侵入者だな。何者かがこの学園の敷しき地ちに入り込んだに違いない」

「そういえば先輩。あの奴隷屋たちが持ってたっていうラジオ、確か……」

「うむ。持ち去られたとみていい状況だったな」

　ノゾミを連れ歩いていた商人たちは、交易市の情報などを得るためにラジオを使っていたが、襲撃現場にそれらしい器材は残されていなかった。




　あの日以来、ここ数日の調査の間も僕たち以外の人間とは遭遇がなかった。この辺りの人口密度はたぶん、極度に低いのだ。

　だから、このラジオの音は、あの時逃げた野盗たちか少なくともその仲間、という可能性がある。

　僕たちの推測を裏付けるかのように、粗野な感じのざわめきが聞こえてきた。まだ言葉の細部は聞き取れないが。

「どう──」

　どうします？　と言いかけたその瞬間。こぶし二つ分ほどの距離にあった先輩の顔がさらにぐっと近づき、僕の唇に何か柔らかいものが──

「!!」

　先輩の上下の前歯が、僕の下唇を軽く挟んで嚙かみついていた。次の瞬間にはさっと離れてしまったが、荒々しいキスの衝撃は甘いしびれとなって全身を駆け巡った。

「せ、先輩？」

「──移動しよう。急いで竹馬スティルツを装着したまえ」

「はっ、はい」

　──何のつもりだったんだ、今の。

「やみくもに行動して出会い頭に遭遇するより、こちらが追跡する側に回った方が都合がいい。まずは高所に陣取って奴やつらの正体を見極める……ノゾミが心配だが、あの子はあの子で何かあったら連絡してくるだろう──いくぞ！」

　僕たちはそれぞれ膝立ちの姿勢で駐機された竹馬に滑り込み、足をビンディングで固定してハーネスのベルトを胸前で締めた。

　先輩は竹馬を跳躍させると、ジャンプの頂点で機体の肩上から何かを射出した。細いワイヤーが宙を走り、先端のフックが屋上フェンスの基部に食い込む。

　アンカー・ガン──市街地での三次元機動を目的に開発された、軍用オプション装備の一つだと聞いている。

　先輩の竹馬はそのままフックを支点にした振り子運動で校舎の壁に急速接近し、脚部で衝撃を吸収させながら壁面にとりつくと、ウィンチでワイヤーを巻き取り上昇を始めた。左のマジックハンドを振って、僕に追尾を促す。

〈ついて来られるな？〉

「は、はい！」

　シミュレーターの訓練シナリオは、アンカー・ガンのパートまで一応済ませてある。僕も先輩にならって機体を跳躍させ、後を追った。

　ワイヤーのねじれで背部から壁に叩きつけられそうになりかけたが、手元のレバーを引き、軽く体をひねると機体が適切な姿勢に戻ってくれた。竹馬には宇宙探査機レベルの姿勢制御装置が組み込まれている。

　壁に着地──軽い衝撃と達成感。ウィンチが起動し、竹馬が僕を屋上へ運んでいく。




〈ここはいわば我々にとって聖地だし、私としては地上での拠点として保有するつもりでいる。部外者による侵入や占拠は可能な限り排除したいが……私は医者だ。人間を殺傷することも避けたい〉

　先輩の葛藤がインカムの受信機からだだ漏れてくる。

「分かりますよ。しかし、どうやれば……？」

〈すまないが、今のところ特にいいアイデアはない。まずは正体だ〉

　先輩に数秒遅れて屋上を駆け抜け、校舎の東端にたどり着いた。




　ガラッ……

　がれきの崩れるかすかな音が、校舎の間に響く。




〈代々木公園での交易市、開催まであと一日となりました。気温の上昇は例年よりも──〉




　ラジオの音声はおおよそ人が歩く速さで移動し、僕たちのほぼ真下に来ているようだ。

　気づかれないように注意しながら、顔に装着したゴーグルを望遠モードに切り替えて覗のぞき込んだ。

　服とも呼べないボロ切れやガラクタを身にまとった、三人ほどの男たちがいた。今のところは立ち止まったまま周辺を警戒していて、こちらに注意を向ける様子はない。

「やはりそうか。少なくとも一人はこの間の野盗グループにいたやつだ。顔と着衣が11型マークエルフの映像記録と一致する」

　先輩は端末にコピーしてきた先日の映像を手元で再生し、ゴーグルを通して見ているものと照合していた。




　──よさそーな場所じゃねえか。今夜はここで寝るか。

　──だな、この間のガシャガシャも、この中なら入ってこれないだろ。

　──ああ、あのキカイはヤバかったな。




　どうやら、食料や寝床を探してここに入り込んだようだった。男たちのうち一人が、なにやら大きめの弁当箱のような、薄汚れた樹脂製のボックスを開けて中身をいじっている。ラジオの音はそこから聞こえているらしかった。




　──あーんまり役にたたねえなー、この「らーじょ」ってやつ。

　──だなぁ。なんかムカシのナマエで市イチのバショ言ってるしよぉ。チズがねえとさっぱりだな。

　──ははっ、チズがあっても読めねーだろ俺ら。

　彼らはラジオを鳴らしながら、しきりにそんなことを怒鳴り合っている。




「ああやってラジオをガンガン鳴らしているということは、周囲に一切警戒していないな。慢心もいいところだ」




　──ブコッ!!　ドドドッ……

　どこか遠くで、かすかな、しかし明確な鼻を鳴らす音。そして地を蹴る重い足音がした──

「ラボの近くから離れてここまで来て、安心しちゃったんですかね」

「かもしれん。愚かな、と笑うのは簡単だが──」

　先輩は急に黙り込んでしまった。理由はよく分かる。現状、彼らを排除するにはどうにも手詰まりだからだ。




　──この、声の出るキカイをダイゴ様のとこにもって行こうぜ。あのヒトはガクがあるからな。

　──名前くらい覚えろよ。「らーじょ」だろ。

　──そんなことより、早く中に入ろう。外で寝ててあのガシャガシャが来たらほんとヤバいぜ。




　野盗たちは校舎の中に入って寝ようという腹積もりらしい。ガシャガシャというのは人間メンシェン狩猟機イエーガーのことだろう。

　彼らはどこからか錆さびずに残った金属パイプを探し出してきて、窓に向かってそれを叩たたき付け始めた。




「ああ、もう！　探せば反対側に防火扉があるというのに。何という短絡的な奴らだ！」

　先輩が顔を手で覆ってうめく──と、その時。




　──にゃあああ──!?

　どこからか、聞き覚えのある声色の奇声が。

「んんッ!?」

「そういえば、ノゾミはまだ来な──」

　──かーるこおおおお!!　たぁすけてぇええええ!!!!

「なっ!?」

　ほとんど真下と言っていい位置から、ノゾミの悲鳴があがった。慌ててフェンス越しに見おろすと、信じがたいものが目に入る。

　イノシシだ。恐ろしく巨大な、小山のような毛と肉の塊が、地響きをたててノゾミを追っていた。

「何だ、あれ……まさか──」

「も、もしやあれが『エドエックス』か!!」

　ゴーグルの視界に表示されたその計測サイズは、三メートル五十七センチ──まるで牛だ。




　──なっ、うわあああ!?

　──こ、こっち来んな!!




　手にした金属パイプを振りかざして身を守ろうと構えたのが、逆に彼らにわざわいした。

　怒り狂った巨大イノシシが彼らを新手の敵と認め、急ブレーキをかけて体をぐっと沈めたのだ。次の瞬間、巨獣の頭が恐ろしい勢いで跳ね上げられた。

　野盗のうち二人がその一撃で空中へ放り上げられる。攻撃で足を止めた結果、エドエックスとノゾミの間には十メートルほどの距離が開いていた。

「今だノゾミ！　上に跳んで逃げろ、アンカー・ガンを使え！　私たちは校舎の上にいる!!」

　薫子先輩がノゾミに指示を飛ばした。

〈えっえっ、えっと……かっ、かーるこぉお!!　使い方、もういっかい!!〉

「教えただろうに！　とはいえ、無理もないか──」

　ノゾミが竹馬スティルツの操縦訓練に充あてられた時間は、僕よりずっと少なかった。おまけにこの状況では。

「よく聞け、胸の前にあるレバーだ！　その上じょう面めんにある赤いボタンを、ゴーグルで目標を見ながら二回押す！　画面に赤い四角が表示されたらそのままジャンプして、人差し指のところのトリガーを思いっきり引くんだ！」

〈いやああ！　ややこし───っ!!〉

　ノゾミは懸命に言われた操作を試みているようだったが、アンカー・ガンの射出タイミングが取れずに、ただのジャンプを三度ほど繰り返した。

「ええい、ダメか！」




　ノゾミの動きを追って先輩と二人、フェンス沿いに右往左往するそんな中。無傷で残っていた野盗の一人が、無謀極まりない行動に出た。

　──化け物め！　よくも仲間を!!

　叫びながら手に持った即席の武器を振り上げる。それは、がれきの中から引き抜いた長さ三メートルほどの太い鉄筋で、先端に大きなコンクリート塊がついた、ひどく不格好な一種のハンマーだった。とんでもない力だ。

　次の瞬間、エドエックスにハンマーが叩きつけられた。何かが捻ねじれ砕ける、気色の悪い音。たわんだ鉄筋がそれを伝導させ、増幅しながら辺りの空中に放ったかのように感じられた。




　ＢＵＧＨＯＲＯＧＨＯＯＯＧＧＧＧＨ!!




　エドエックスの咆ほう哮こうが大気を揺るがせる。野盗の腕から力が抜け、コンクリート塊が地面にずり落ちると、そこには鼻づらを半分潰され牙を折られた、血みどろのイノシシの頭部があった。

　だが、まだ生きている──

「今だ、ノゾミ!!　ここまで上がってこい!!」

〈──う、うんっ！〉

　短い助走をつけて、ノゾミの竹馬がジャンプ。続いてワイヤーが撃ち出され、先端のフックが僕たちのすぐそばにあるフェンスの基部に絡からみついた。

「よし、上手うまいぞ！」

　ウィンチが作動し、竹馬がゆっくりと屋上へ上がってくる。

　マジックハンドを伸ばし、二人がかりでノゾミの竹馬を摑つかんだ。フェンスを越えて引き入れようとした瞬間、機体の一部が破れた金網に引っかかり、バランスが崩れた。




「うわっ、たったた!?」

　三人もつれあうようにして屋上を転がる。ほぼ一回転して機体が止まると、仰向けになった僕の上にノゾミが覆いかぶさっていた──体だけ。竹馬のハーネスとビンディングが途中で外れて、すっぽ抜けたらしい。顔の上に柔らかいものが当たっているのを押しのけようとして、それがノゾミの胸だと気が付いた。

「ばっ……お、おぱっ」

「ひゃ、こ、怖かったぁ。ありがと、タカイド！」

「そ、それほどでも……ノゾミ、ごめん、僕の上から降りて……！」

「？　分かった」

　ノゾミがもぞもぞと起き上がる。怪け我がはないようだ。僕も肩や首をこわごわとひねって、異常がないのを確認した。

「高井戸君、大丈夫か!?」

　少し離れたところから先輩が僕を呼んだ。こっちは受け身でもとったのか、何ごともなかったように立ちあがっていた。

「な、なんとか。ノゾミも無事です！」

　ひとまずは安全だ。下では負傷した男たちが絶望的なうめきを上げ、怒り狂ったイノシシが走り回っている。震えながら見守るうちに、一人がまた突進を受けて跳ね飛ばされた。







「ノゾミ、ちょっと訊ききたいのだが」

「何、かーるこ？」

「君の一族の者たちは、エドエックスを狩るのにどんな得物を使っていたのかな？」

「エモノ……あ、ブキ？　んー、長いやつよ。棒の先にポントとりつけて、それで突くの」

　ノゾミの語彙が少々奇妙だったが、彼女が手振りを交えて説明するしぐさを見るに、どうやら英語の「穂先ポイント」と日本刀ぽんとうがごっちゃになったものらしい。

「なるほど、槍やりだな？」

「あーそう、それそれ。男衆にはそう呼んでる人いた」

「やはりそれだな。昔見たドイツのイノシシ猟でも、馬上から槍を使っていた」

　先輩がしばし考えこむ。どこかで槍の代わりになるものを調達して、あの怪物を倒そうとでもいうのだろうか。ノゾミの一族が狩るくらいなのだから、不可能ではないのだろう。

　人類は石器時代から、集団の力を発揮してマンモスだって狩っていたと聞く。三人でというのは少々怖いが、たぶんやるしかない。竹馬のバッテリー持続時間は予備を含めて最大でも百六十時間程度。手をこまねいていれば日干しだ。

　そうすると、問題は──下へ降りて態勢をととのえられるルートの確保と、何らかの長い武器の調達だ。




「少し頭を回転させるとしよう。高井戸くん、この校舎の中で、槍の代わりに使えそうなものというと……何か思いつくかな？」

　先輩が妙に楽しそうな口調で、そんな話題を振ってきた。

　何を考えているかの想像はつく。彼女はこの切羽詰まった状況をゲーム感覚で乗り切ろうというのだろう。だったらノるしかない。

「先輩。うちの学校って、応援部ありましたよね……？　僕は新入生で観みる機会がなかったですけど……たしか前の年には野球部が都の大会で結構いいところまで行ったって聞いたような」

「うむ、あったあった！　なるほど、応援部の団旗か……！　あれならかなりの長さがある。重さも相当なものだと思うが、竹馬スティルツがあれば使えるだろう。たぶん体育館の二階だ」

「あと……校長室の校旗も槍になりますよね。短いですけど」

「ふむ、ここからだと順路的にまずそっちかな」

　屋上の入り口を見つけた僕たちは、まず校長室に向かった。校旗はすっかり色あせてボロボロになっていたが、旗はた竿ざおの方は穂先も含めてしっかりしていた。太さもちょうど手ごろだ。

「うん、これなら十分に槍として使えるだろう。理事会がこういうところをケチらなかったのは褒めてやっていい」

　大いに満足して体育館へ向かう。途中の廊下に積まれていた机と椅子が、また先輩の発想力を刺激したようだった。

「これも使えるな……ちょっと待ってくれ」

　どうするんです？　と訊く間に、先輩はマジックハンドを操作して、その手首のあたりから何かを引き出すしぐさをした。そこに何があるのかは、ほとんど見えない。

「危ないから、そばに近づいてはだめだぞ。これは単分子ワイヤーを使ったカッターだ。汚れると性能がガタ落ちするから使える回数は限られるが──」




　ギキュウンッ！




　軋きしるような音とともに、スチール製の机から脚部分の鉄パイプが切り取られた。甲高い音を立てて床に落ちたそれを拾い上げると、竹槍よろしく斜めになった切断面ができている。

　先輩はワイヤーを操作して、長さ五十センチ弱のパイプを十本ほど、同じように切り出した。

「これをノゾミと半分ずつ持っていたまえ。竹馬スティルツのマジックハンドで投げるのだ。うまく刺されば失血死を狙えるだろう」

「つまり、僕らが使うんですか……先輩は？」

「うむ……応援団旗の竿が丈夫だといいな。突っ込んでくる奴やつを、あの牙の間合いに入る前に槍で仕留めよう」

　とどめは自分が刺すつもりらしい。そりゃまあ、竹馬を装備してしまえば先輩と僕の間に、筋力や素早さの格差はほとんどなくなるわけだけど。

「──闘牛で言えば、正闘牛士マタドールというわけだ」

「先輩、あれ牛じゃないです」

「あのサイズだぞ。牛のつもりでかからねば」

　ううん、一理あるんだかないんだか。




　応援団旗は先輩の記憶通り体育館の二階、つまりステージの上にある倉庫に眠っていた。竿は樫かしか何か、これまた堅けん牢ろうな木材を百五十センチほどの棒に成形して、四本をつないで六メートルの長さに達している。

　すぐそばのケースには、校旗のそれよりはるかに大きく長さ四十センチほどの、断面が三角形になった穂先。真しん鍮ちゅう製らしく緑ろく青しょうが浮いていたが、止めネジ部分などはしっかりしていた。

「分解できるみたいですけど、大丈夫ですかねこれ？」

「問題あるまい。これを全部つないだ状態で、分厚い団旗が風にあおられるのを支えても折れないわけだから」

　なるほど、だ。ともあれ得物はそろった。エドエックスが暴れていた地点から一番遠い、体育館の北側ドアから外へ出る。団旗の竿はさすがに長すぎるので、三本を継いで約四メートル五十センチにまとめておいた。

　先輩に槍を有効に使ってもらうには、開けた地形が必要だ。たとえば校庭の真ん中、かつての競技用フィールド部分。奴を誘いあるいは追って、そこへ連れ出せれば上々だ。

　さっきの前庭にはいないようだった。見えるのは血まみれで倒れた野盗だけ。そこへ先輩から通信が入った。

〈いたぞ。初等部との間にある並木道の真ん中あたりに突っ立っている〉

「うわっ！　見つからないように気を付けてください、僕が釣り出しますから、それまで」

　先輩からは了承の返事──だがその直後。先輩の声がまたインカム越しに飛んできた。

〈高井戸くん！　そっちへ行ったぞ！〉

「なっ!?」

　イノシシが来る方向へ振り向く。何がきっかけか分からないが、確かにこちらへ移動してきていた。




「……やるなら上からかな、これは」

　一階の窓の上に、だいぶ風化したコンクリート製のひさしがあった。そこまではワイヤーを使わなくても届く。僕は竹馬スティルツごとその足場へ上がり、重量に耐えられそうなのを確認した。

　僕とノゾミの竹馬には、先輩の機体に装備したものよりやや軽量な、投とう擲てきに適したタイプのマジックハンドが装備されている。

　あらかじめプログラムされた動きで投げるために、僕は右腕をマジックハンド基部のビンディングから解放して、フリーの状態にした。

　イノシシめがけて、尖とがらせた机の脚を投げ下ろす──刺さった!!

　急所ではなく、おおよそ肩けん甲こう骨こつのあたり。中空になった短いパイプから、血液が脈打ちながら噴き出し始めた。




「一本命中！」

〈上手うまいぞ、流石さすがだ！〉

〈あー、タカイドが褒められてる！　あたしもやる！〉

　ちょっと意外だったが、ノゾミは僕に対抗心を燃やしているらしかった。竹馬を走らせてエドエックスに近づき、十メートルほどの距離を置いて並走状態になる。

　進路上に清掃道具入れかなにか小さな建物があったが、ノゾミはそれを跳び越えようとはしなかった。壁に沿って迂う回かいし、小回りの利きかないエドエックスを引き離しつつ誘い込む。

　地形を利用して側面へ回り込み、右マジックハンドのフルパワーで机の脚を投げた。一本目は外れ──だが、ノゾミはめげない。並走を続けながらチャンスを狙い続け、二本目で命中させた。

「上手いぞ……ノゾミ！」

　僕たちとエドエックスは、いまや校庭の一番広い部分へ移動してきている。狙い通りだ。やがて巨大イノシシは出血でがっくりと膝を折った。
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　後ろを確認すると、先輩は長槍を携えて慎重にこちらへ向かってきている。

「先輩、ここで仕留めましょう」

〈そうだな、解体がしやすそうだ──今夜はトンカツだな！〉

「!!　まさか、食べる気なんですか」

〈当たり前だろう！　新鮮な豚肉など、狩らねば手に入らんのだ！〉




　その時、力尽きたと見えたイノシシが再び起き上がった。エドエックスは先輩を僕たちの「群」のリーダーだと認識したらしく、恐ろしい勢いで彼女に向かって突進を始めた。

「せ、先輩！」

　息をのんだ僕たちの前で、先輩は竹馬ごと腰を落として槍を低く構えなおした。

「はっは！　最後の力を振り絞るか、そうでなくてはな！」

（いや、待って先輩！　それを槍で受けるのはいくら竹馬スティルツあっても男前すぎますって！）

　慌てて駆けだす。イノシシ猟の話をしていたから、馬上から突く要領かと思っていた。




　エドエックスの巨体は見積もって五百キログラムはあるだろう。突進の速度は見たところ秒速十メートルくらいか。運動エネルギーの計算式はうろ覚えだが、ええと……うん、時速三十六キロの軽自動車に激突されるくらいの衝撃があるはずだ。そのすべてを槍でイノシシに返せればいいが、もしも槍やりをかわされてもろに喰くらったら。

　当たり所が悪ければ、牙が刺さらなくても大変なことになる。何とかしてあいつのスピードを殺すか、突進をそらさなくては。

　僕は足を踏み切り、再び竹馬ごと跳んだ。右のマジックハンドには、校旗の竿を転用した短槍。

　空中での姿勢制御をわずかにしくじって、狙ったはずの槍は刺さらず、無様なボディプレス気味の着地になった。それさえも有効打には至らず、槍は放り出しイノシシの毛皮にしがみついて引きずられる形──だが、それで十分だった。

　状況の変化を理解した先輩が、槍を構えて数歩飛び出したからだ。

「高井戸くん！　もういい、手を離せ」

　先輩の指示は、間違えて僕を突く危険を避けるためだろう。ためらいながらもその声に従う。

　エドエックスはそこまでの疾走で力を使い果たしたのか、もうさっきのようなスピードはなかった。そこへ先輩が駆け寄って、イノシシに槍を繰り出す。ちょうど心臓のあたりを脇から突く形だ。




　それが、エドエックスの致命傷となった。




「終わった……」

　狩りと戦いが終わり、興奮が遠のいていく。疲労と虚脱感が広がると同時に、何か体の深いところから湧き起こる満足感があった。多分、原初の時代には僕たちの先祖も、こんな気持ちを味わっていたはずだ。




　野盗たちは助けられなかった。僕たちが戦いを制して前庭に戻った時には、彼らはすでにこと切れていた。彼らが使っていたラジオは、どこかへ吹っ飛んでしまったのか、藪やぶに覆われた敷しき地ちの中ではもう見つけることができなかった。




　さて、だ。

　目の前にはいまだどくどくと血を流す、巨大な肉の塊がある──そう、肉だ。先輩はこれを持ち帰って食うつもりなのだ。

「解体を始めよう。少々惜しいが、肉と皮だけ持ち帰ろう」

　先輩が地面に槍を横たえてそう言った。

「確かにこれ、丸ごとは無理ですね」

「内臓などは不衛生だし、処理する水もない。今回は残念だがソーセージは諦めよう」

　確かに残念だが、これは仕方ない。




　慣れない血の匂いにむせながら解体作業を一通り終え、イノシシの残り部分を埋めると、辺りはもう暗くなってしまっていた。

「そろそろこの場を離れよう。血の匂いがまだ残っているのが、いかにもマズい」

「ですね。さっきのメディアと端末類も、持ってこなきゃ……！」

　ゴーグルに暗視装置があるので夜道でも困りはしないが、ノゾミが言っていたオオカミモドキなどに遭遇するのは避けたい。僕たちは重い荷物を竹馬三台に積み分けて、家路を急いだ。

　途中、小高い丘の上を通りかかる。僕と先輩は特に言葉を交わすわけでもなく足を止め、周囲をぐるりと見渡した。




　あの頃の、地上に無数の星をぶちまけたような夜景はそこになかった。西の空にわずかな帯のように残ったオレンジ色の光に照らされて、薄暗い平野がどこまでも広がるだけだ。

　がれきの中からところどころにそびえる無人の廃ビル群と、それを押しつぶすかのように生い茂る木々。夜の森が作るこんもりとした黒い影。




「ああ。これが、あの東京か──本当に真っ暗だな」

　先輩の声が少し震える。

「でも先輩……ところどころに光が見えますよ！　ほら、あそことか。あっちにも」

　それは本当にかすかな、小さな灯火だった。だが決してなにかの金属片に反射した夕日の光とか、そういうものではなかった。

　夜のとばりが降りつつある中に、人間の手で灯ともされた光だ。




「うむ、私にも見えた──光源はなんだろうな？　方角からすると埼玉県の新座方面と、多摩湖北岸あたり。あと、あのずっと遠い灯ひは……旧北区ぐらいではないかと思うが……もう少し北かな？」

「あのどこかに、例のラジオ局──『関東文明放送』とかもあるんでしょうか」

「多分な……何にしてもこんな世界でニュースや音楽を放送するというのは、よほどの信念がなくてはできまい」

　そう言われて思い出した。野盗たちは、ラジオの情報を手掛かりに交易市を襲おうと考えている様子ではなかったか？

「その信念を、無法者どもに悪用されてしまったらいやですね」

「そうだな……早めにラジオの発信源を探しに行く必要があるかもしれない」

　先輩の言葉を合図に、僕たちは再びラボへ向かって夜道を駆けだした。







「おかえりなさいませ、ドクター。それに和かず真まさま、ノゾミさま」

　くたくたになった僕たちを、マヤが出迎えてくれた。

「……本を取りに行ったのではなかったのですか？　何か不衛生なものを暗示する匂い分子が、竹馬スティルツの周囲に発散されていますが」

「本はもちろん、持ち帰ったとも！　だがそれだけではないぞ。肉だ！　巨大イノシシ、エドエックスの肉を手に入れた」

「ドクターは、またそんな無茶を」

「いいから手伝え、今夜はトンカツだ」




　収集した書籍の精査は後回しとしても、食事に肉を出すとなるとやることはまだまだたくさんあった。

　エドエックスの肉を小分けのパックにしてプラスチック袋に詰めこみ、冷蔵庫へ。残った皮は食塩をまぶして保存した。あとでなめそうという算段だ。

　それがすむと、僕たちは人数分取り分けておいた肉を調理し始めた。

「ふう。分かってはいたことだが、狩りから食べるまでをぜんぶ自分でやるというのは本当に大変な労働だな」

「ドクター、少しお休みください。ワタシが代わりましょう」

　マヤが先輩を気遣う様子で申し出た。

「それに、差し出がましいようですが、肉というのは熟成しないと最高の味にならないのではありませんか？　ワタシのメモリーに四代目様の発言として、その旨むね記録されています」

「いや、今日はこのまま最後までやる。一般的には熟成して食うのがセオリーかもしれんが、ジビエはまた別物だ……なあ高井戸くん、見たまえこの美味そうな脂身、そして柔らかなヒレ肉を。今日食わずしてなんとするか」

　先輩は何が何でも僕にトンカツを振る舞うつもりらしかった。

　乾燥状態で保存された全卵粉末を水で溶いた「溶き卵」にイノシシの肩ロース切り身を浸し、そこに缶詰の食パンをほぐしたパン粉をまぶした。脂身を煮て採ったラードでからっと揚げる。ジュウジュウ、パチパチと煮えて弾はじける油の音がたまらない。




　やがて。

「完成したぞ!!」

　黄金色に揚がったトンカツを、先輩が皿に載せて僕たち三人それぞれの席に並べた。

　肉から滴したたり落ちた脂が皿の上で水滴に触れて小さな音を立てる。凍結保存されていた前世紀のトンカツソースを、一口サイズに切った肉に絡からめて口に放り込んだ。

　しっかりと火が通っていてやけどしそうなほどに熱いが、肉は思いのほか柔らか。嚙かむと程よい歯ごたえとともに肉汁が口の中にしみ出した。

「ど、どうかな？」

「……美味おいしい！　最高です!!」

　ああ。中庭で全校生徒の視線を浴びながら先輩の手作り弁当を頂いた日が、ついこの間のように思われる。いや、僕の主観では実際ついこの間なのだが。

「六月入る直前でしたっけ、お弁当にトンカツ作って頂いたの……そういえばあれはゆでキャベツが添えてありましたよね」

「ああ、弁当はどうしても冷めてしまうし、そこに生の刻みキャベツを添えるのは、ちょっと厳しいだろう？　まあ今はそもそもキャベツがないが……」

「ですよねえ。何とか探し出したいなあ」

「そうだな……」

　先輩が悔しそうにフォークを握りしめた。

「ああほら、ノゾミ様。ほっぺたにソースが垂れていますよ」

　ノゾミは感激の涙を流しながら、無言でトンカツを咀そ嚼しゃくし続けていた。その頰をマヤが優しく拭う。




「高井戸くん、昼間の狩りだが……最後のダイブはちょっと頂けなかったにしても、そこまでの動きは申し分なかった。竹馬スティルツをあれだけ的確に動かせるのなら、運動能力のトレーニングはほぼ完成だな」

「そ、そうですかね？」

「それにまあ、そのなんだ、最後のあれも……君があそこで頑張ってくれなかったら私はイノシシと刺し違えていたかもしれん。テロに巻き込まれた日のことを思い出したよ……あの時も君は、空中へ大きく跳びあがって私を守ってくれたのだったな。美術部から生物部へ移籍した文化部員とは思えない動きだった」

「あー。実は僕、中学時代は陸上ちょっとやってたんですよ。二年の終わりに怪け我がしちゃってそのまま引退しちゃったんですけどね」

「そうだったのか……私は二百四十年ぶりに、君のことをまた一つ新しく知ったわけだな」




　今の僕にとってはあまり意味のない話だった。僕が今オリジナルと同様かそれ以上に体を動かせるのは、この数か月先輩の管理下で積んだ運動トレーニングのおかげなのだから。

　とはいえ、先輩がひどく嬉うれしそうだったから、僕も悪い気はしない。

「そういえば……昼間、図書館で私は、『君に伝えたかったことが二つある』と言っただろう？」

「あ、はい、そうでしたね」

　そういえばそうだった。もう一つって、なんだろう。

「あのテロ事件の日にな、君に言いかけていたことがあったのだ。ほら、お盆の話をした時の」

「あー……覚えてるような。確か──」

　あれは夏休みに入る直前だった。薫子先輩が僕に休みの予定を訊きこうとして、僕がお盆の日程などに言及したために話がそれてしまったのだ。薫子先輩はあの時、それをやや強引に引き戻そうとしていたはずだった。




「……休みに入って最初の日曜日、でしたっけ。どうするはずだったんです？」

「思い出してくれたか。そうだ、休みの最初の日曜日だ。あのとき私はな、葉山にあるうちの別荘まで、君を泊りがけの旅行に誘うつもりだった」

「そうだったんですか!?」

「そうだ。二人きりで、うちのプライベートビーチでゆっくり過ごして、そしてその夜は──」

　そこから先は聞かなくても理解できた。先輩は言葉こそ軍人か何かめいていかついが、とても情熱的で積極的で、恋に真剣な女の子だった。

　間違いなく、その別荘での一夜のために、一世一代の決意をしていたのだ。してくれていたのだ。

「じゃあ……今度こそ行きましょう！　今は五月、夏休み──っていうのもなんか変ですけど、それまで二か月あります。この時代で生きるいろんな準備が一段落したら……夏までに片付くって保証はないけど、とにかくその時期になったら、葉山に」




　葉山というリゾートの名前は知っていても、それがどの辺にあって、どのくらい高級なリゾート地なのか、僕はあまりはっきりとは認識していなかった。今となってはその名だたる景勝地も、この国分寺かいわいと大して変わりのない、荒涼とした廃はい墟きょになっているかもしれない。

　だがそれでもいいではないか。先輩と、何ならノゾミとマヤも一緒に海辺へ行って、その場にあるものを駆使して自由気ままなキャンプ生活を何日か送ろう。

　海がきれいなら泳いだっていい。花火は手に入らないだろうが、焚たき火びだけでも十分だ。




「よし、ではそうしよう！　葉山へ行こう。ああ、なんだかとても生きる気力があふれてきたぞ」

「僕も楽しみです……！　あ、でも水着とかって用意できるんですかね」

「もちろんだ。ずっと楽しみにしてきたのだからな……ちゃんとしたレジャー用の水着を保存してあるし、何ならマヤに作ってもらってもいい」

「せ、先輩の水着姿かあ……」

　つい盛り上がってそんな話に息を弾ませている僕たちを、気が付くとノゾミがじっと見ていた。

「かーるこたち、なんかえっちぃな相談してる？」

「はっ!?」

　図星を突かれて、二人して数秒固まる。

「や、違うのだノゾミ。いや違わないが、これはだな……いやその」

　先輩が珍しく混乱している。

「え、えっと、そうだ、旅行だよ旅行！　夏にはみんなで海にキャンプに行こうっていう相談……」

　自分の言葉で、胸の奥がキュッと締め付けられる。

　今ではもう、そんな楽しい瞬間を写真に撮って、誰かと共有することすらできない。ＳＮＳで「いいね」を押してくれる人の一人も、ありはしないのだ。
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「ノゾミ様。あの二人はそっとしておきましょう。ああいうのは確か、バカップルというのです。巻き込まれると危険です」

　マヤがひどいことを言っている。ええい、どうでもいい方向に高性能なアンドロイドめ！

「危ないの？　怪我しちゃう？」

　ノゾミはそう言って目をまん丸に見開くと、僕らの席から少し椅子を離して距離を取った。

「そういう危険とは違うと思いますが……ああ、でも一説ではあれの邪魔をするとどこからかウマとかいう獣が走ってきて、邪魔者を蹴るとか……」

「え、なにそれ怖い！」

「マヤ、ノゾミに怪しげなことを教えないで、どうせなら本でも読み聞かせてやってくれ。初等部の教材や、児童向けの読み物も少し持ち帰ってあるから」

「それは助かります。ありがとうございます、ドクター」

　嬉しそうにそう言って先輩に会え釈しゃくをすると、マヤはノゾミと共に、僕たちが廊下に積み上げた読み取りメディアの山をあれこれと漁あさり始めた。




「あ、これはリーダーで読み取れますね……ええと『さんびきのやぎのがらがらどん』？」

　ずいぶん子供向けのが出てきた。むしろ初等部によくあったものだ。

「おお。良かったなノゾミ。それは面白いやつだぞ……！」

「それに『日本むかしばなし』がありました。こちらは語彙が豊かになりそうです」

「やぎって何？」

「動物です。というか家畜ですね、大きさは品種によって違いますが、だいたいヒゲと角があって」

　ノゾミが分からない単語に目を白黒させる。

「かちく……ひんしゅ……？　がらがらどんは？」

「それもヤギです」

「んー……あたし、たぶんヤギって見たことない」

「では、まずはこれから読んでいきましょうか」

　マヤがひょいっとノゾミを肩に担かつぎあげた。

「にゃああーっ、下ろして！　下ろして！」

　マヤは他にも数種類の電子書籍メディアを選んでトレーに載せると、足をバタバタさせるノゾミを担いだまま、隣のロビーへ歩いて行った。
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　五月下旬のよく晴れた昼下がり。

　僕たちはかつての小金井街道を北上し、旧東ひがし久く留る米め市を通り抜けて、交易市の行われる平へい林りん寺じへ向かっていた。竹馬にキャリアーを装着し、今回の遠征のために選んだ交易品を積み込んでの移動だ。

　軽やかな駆動音とともに、野の火び止どめ用よう水すい沿いの桜並木が後ろへ飛び過ぎていく。




　──ブキキー！

　先輩の竹馬の背中で、ふいにそんな鳴き声が上がった。

「わー、お肉元気ー」

　ノゾミがケージを覗のぞき込んで頰を緩める。

「うむ、箱詰めで揺さぶられたら弱るかと思ったが、なかなかどうして丈夫なものだ」

　先輩が背負っているのは今回の遠征で一番の厄介な荷物──ケージに収められた三匹の仔こ豚ぶただ。




　こいつらは先日倒したエドエックスの忘れ形見だ。学院の敷しき地ち奥は巨大イノシシの存在と周囲にめぐらされたコンクリート壁のおかげで、人がほとんど寄り付かないある種の聖域のようになっていた。仔豚たちはその一角、中等部区画にあった小さな庭園の跡にいた。

　当初はこの豚を飼って増やし、肉を定期的に手に入れようとも考えた。だが、検討した結果それは時期尚早ということになった。

　まだ僕たちは食料の自力生産にまでこぎつけていないのだ。備蓄の保存食料からは残飯のたぐいがほとんど出ないし、豚が増えれば学院の敷地に自生していた芋類や木の根などでは餌が足りなくなる。

　その一方、ノゾミを加えて三人所帯になった現在でもなお、僕たちの食糧備蓄にはまだいましばらくは余裕がある。ならば仔豚はひとまず現在の通貨か、なにか物々交換に有利な商品にでも換えてしまえばいいわけだ。

　まとめると、今回の遠征は交易市を中心として、この世界の「まともなほうの」レベルを確認することが主な目的だった。

　野盗は話にならないが、それ以外でよその集団と商売をしたり、様々な協力関係や交流を結ぶことができるなら。今後の展望、先輩の言う「国作り」も先行きが明るいものになる。

　市イチにどんな集団が集まるか。仔豚三頭がどのくらいのものと交換できるか。そのあたりを見て、今後のプランを具体的にしていけばいい。今回はそういう様子見なのだった。




　なお僕たちの母校、誠せい心しん学がく院いんの跡地はあの後何度か通って、拠点化の準備を進めている。

　その過程で分かったのだけれど、やはりあそこには、割と近い時期まで人が住んでいたらしい。校庭には何か所か火をたいた痕跡が見つかったし、補修すれば何とか使える程度の井戸さえあった。




　いま学院跡には例の警備用ドローン、先輩が名付けるところの「人間狩猟メンシェンイェーガ機11型ー・マークエルフ」を一機、警備のために常駐させてある。

　人の近づきにくい近くの廃ビルに電波中継アンテナを設置して、今もマヤがラボから監視しているはずだ。

　そんな感じで地上での生活は準備が始まったばかりだけれど、あの後は特に緊迫した遭遇などが起きることもなく、平穏な状況が続いていた。




　平林寺境内林は遠目にも何となくそれと分かる、うっそうと茂った木立が広がる場所だった。近づくにつれて、道路の痕跡沿いに人が集まり始めているのが目に入る。

　彼らは人数も装備の質もまちまちな、いくつかの集団に分かれていた。各人が荷物を背負うか、少し大きな集団になるとリヤカーのような荷車、もしくは工事現場で使う猫車のようなものを使っている。

　馬や牛を利用する文化というか技術は、どうやら復興しなかったらしい。牧畜もだ。

　そして、彼らは僕たちがそばを通ると、一様にこちらを見上げて驚嘆のまなざしを投げかけた。




　──何だあれは？　すごい技術の産物みたいだが……どこかに残っていたものかな？

　──いい商品を持っていそうだが……こりゃあ、タブが足りるかなあ？




　そんな感じの会話が途切れ途切れに聞こえた。「タブ」というのはよく分からないが、なにか通貨かそれに準じるものだろう。




「ねえ、先輩」

〈なんだね、高たか井い戸ど君〉

「僕たち当然のように竹馬スティルツに乗ってきましたけど、大丈夫でしたかね？」

〈ああ、そのことか。まあ、確かにこれを人目にさらすことにはリスクが伴うかもしれないな〉

「でしょう？　これを欲しがって無茶なことをする奴やつがいないとも──」

〈うん。私も考えないではなかったが、使わずに遠出をする方が問題が多いかな。考えてもみたまえ、私たちは留守居役のマヤを除けば、今のところわずか三人の集団だ。いざトラブルに巻き込まれたときに竹馬スティルツが無かったら、それこそ対処も逃走も難しいぞ〉

「……それはまあ、そうですが」




　先輩の言うことは筋が通っている。そもそもこれがなければ、まともにものを運ぶことだってできはしないし、移動にも数倍の時間がかかる。

　だが、自分の手中にない力や富を目にした時に人間が心に抱く、嫉妬や羨せん望ぼうといった感情について、先輩はいささか無頓着すぎるのではないか──そんな不安もふと心をよぎった。

　竹馬は便利で強力な武器だが、同時に、トラブルを引き寄せる災いの種でもありうる。そこはよくよく注意しておかなければならないのでは。




「さてと。今日の日付はまだ五月十九日だったな。市イチの開始は明日からか」

「そういえば、移動にたいして時間かからないのに、なんでわざわざ一日前に来たんです？」

「初めてのことだから、情報収集もかねて早めに現地入りしておくかと思ったのだ。ああ、豚はケージから出して、紐ひもでつないで置く方が良さそうだな。適当に餌もやらないと」

　道路沿いから少し離れた草地で、僕たちは竹馬から降りないまま休憩を取った。

　そうするうちに分かったのだが、境内林そのものはどちらかといえば市場の象徴といった感じらしく、人がいるのはもっぱらこの、東側の道路沿いだった。

　境内林を囲む柵のこちら側には、コンクリート片を積み上げてかまどを築き、野火止用水の水を汲くんで煮炊きを始めているグループもいた。明日に備えて食事といったところだろう。

　そんな、雑然としてどこか祭りの前を思わせる賑にぎわいの中に、ちょっとした動きが起こった。まばらな人混みの中を歩き回っていた一人の男が、そばにいた集団のメンバーに何事か尋ねたかと思うと、なぜか口論らしきものが始まったのだ。




　──開催前の商談は禁止だ、ルールは守ってくれないと困るな。

　──分からん奴だな、人の話を聞けよ。俺はあの連中に訊ききたいことがあるだけなんだって!!




「ふむ？　何事だろう。あの男、どうやらしきりにこっちを指さしているが。見たところ一人のようだな……」

「そうですね、商人というにはそれらしい荷物もないし……何者ですかね？」

　訝いぶかしみながら様子をうかがっていると、口論は次第に激しさを増し、男は二グループほどの露天商らしき男たちにぐるりと取り巻かれた。




　──ああもう、全く……おおーい！　そこの竹馬スティルツ持ちの人たちよ、俺はあんた方とちょいと話がしたいだけなんだ。何とか場を収めてくれんかね!?

（竹馬スティルツを知っている──？）

　僕は思わず、先輩と顔を見合わせた。

「何者だ、あの男……？」




　にわかに警戒心が湧き起こる。

　聞く限りの話ではあるが、薫かおる子こ先輩が完全なラボ引きこもり態勢に入った二一四〇年代にはまだ、竹馬はそれほど希少な物でもなかったらしい。

　だがその後、生産ラインの多くが失われ、新規の出荷数は縮小の一途をたどった。一方で既に出荷されたものは修理を重ねて長らく現役で使われていた──そういう機械であったという。

　薫子先輩はごり押しでその最終ロットに近いものを大量に確保していたわけだが、それにしても。この男が生まれた頃にはもう、動いているものはほとんどなかったのではあるまいか？




「竹馬スティルツを知っているのなら、あなたとは話がよく通じそうだ。で、彼らは何を騒いでいるのだね？」

「あ、ああ」

　薫子先輩の声を聴いて、男は顔にわずかな戸惑いの表情を浮かべた。だがすぐに気を取り直した様子でこちらに事情を訴え始めた。

「ここの市イチを管理するのは『寺院シュライン』って呼ばれてる派閥というか、組織なんだが……この人たちはその末端に連なる商人でね。自分たちも店を出しつつ、市イチの警備のようなことも請け負ってる。集まる商品には数に限りがあるし、需要は常に供給を上回る──だから、開催前に商談をまとめようとするのはご法はっ度とだ、と言うのさ。竹馬スティルツに目をひかれてついあんた方のことを尋ねたら、まあこの通りなんだ。このままじゃつまみ出されてしまう」

「ふむ、なるほど」




　彼は商売での抜け駆けをもくろんでいる、と見み做なされたわけだ。

　どうやら僕たちは市イチの管理者たちからすでに注目を浴びていて、何か非常に貴重で有用な商品を保有していると期待されているらしい──例えば、医薬品とか。




「貴重品が本当に必要としている者へ売られるようにすべし、というのがホトケ様の御心ということらしい。だが、俺があんた方に期待してるのは商品じゃない。情報なんだ」

「なるほど、情報か……よし、話は分かった」

　薫子先輩は少し考えた後大きくうなずくと、『寺院シュライン』傘さん下かの商人たちに向き直った。




「あー、『寺院シュライン』の方々！　約束しよう、私たちはその男と、今日一日の間は商談に入らない。そして私たちの商品は、ただ富める者ではなく、最も必要とする人々が買えるように誠意をもって計らおう。それでよいかな？」




　──ああ言っているが、どうする？

　──あの娘の言う通りになるなら、まあ何も問題はないか……




　人々の間からそんな声が上がった。男を取り巻く人垣がほどけて大きく広がり、その中から何人かが駆けだして、境内の方へと走っていく。おそらく、上へ報告に行くのだろう。

「分かった。その男は放免としよう。後ほどこちらからいろいろ聞きたいことはあるが……」

　リーダー格らしき男がそう告げて、寺院の人々はその場からいったん立ち去った。




「やっぱり、面倒なことになってきましたね？」

「なに、大丈夫だ。この程度ならまだ平和なものだよ」

[image: ]

　そう言うと先輩は、男の方に数歩踏み出した。

「私たちに対してどんな情報を求めているのか分からんが、こちらもいろいろと知りたいことがある。ゆっくり話をしようか……私は高井戸薫子、こっちは夫の和かず真まだ」

（……ぐお。先輩、何に配慮しての姓名詐称か知りませんが、そいつは僕の心臓に全く配慮してないですよ！）

「あたし！　あたしノゾミ！　アイジン!!」

　ノゾミが元気いっぱいに自己紹介を追加した──いや、最後のそれちょっと待て。

「誰のだよ！」

　先輩も目を白黒させている。

「マヤのやつ、またなにかおかしなことを教えたな……？」

　男は数回目を激しくしばたいたが、ふうと息をついて僕らに一礼した。

「苗みょう字じまで名のる人は久しぶりに見たなぁ……どうもご丁寧に、俺は志し室むろ木ぎ庵いおりというもんです。鍛冶屋と電気技師を合わせたような仕事で、あちこちを渡り歩いてる」

「ほお、電気技師？」

　先輩の目がすうっと細まった。

「もう少し詳しく聞きたいな。我々は今この地に拠点を整えている最中なのだが──」

「この地？　ああ、竹馬スティルツがあるってことは結構な遠方から来たんだろうが……ん、拠点だって？」

　志室木は先輩の言葉に対して食い気味に答えようとして、はたと何かに気づいたようだった。

「拠点か。なあ、そこには電気はあるのか？　もっと言うと、発電設備とか？」

　先輩がきゅっと眉をひそめた。

「まあ、あると言えばある。まだそれほど大規模なものではないがね」

　おや──屋上にあったあの風車のことだろうか？　少し事実と違うようだが、先輩には何か考えがあるらしい。僕はノゾミにそっと耳打ちをした。

（先輩にまかせて、しばらく静かにしててくれな）

　ノゾミは小さくうなずいた。なんだかんだで微妙な腹芸もこなしてくれるようになってきたのは、育ちを考えると大したものだ。でもアイジン発言はちょっと。




「そうか……あるのか、電気……」

　志室木は黙ったまま考え込む様子になった。先輩は彼に水を向けるように自分の質問を投げた。

「鍛冶屋、と言ったな？　というと、例えば私たちが頼めば、それなりの代価で鉄を武器に打ち直したり、あるいはそのための炉を作ったりということが可能なのか？」

「あ、ああ。炉は作れるし、炉があれば鉄の加工もある程度思い通りになる──そういう技術を持ってるよ。おかげでどこに行ってもメシにはありつける……便利すぎて軟禁されそうになることもたまにあるがね」

「それは、ぜひお願いしたいな。私たちの拠点は金属スクラップの入手にはさほど苦労しないが、加工の手段に乏しくてね」




　本当は、金属資源の確保にはそれほど急がない。僕たちが使う分の装備や物品はまだ、ラボにあるものでほとんど賄える。

　だが、先輩は決して噓うそは言っていない。本当に必要な時に、必要な手段が手元にないのは困る。

　この十日ほど学院跡で行った探索と収集でも、入手できた金属製品はその多くが錆さびや金属疲労で激しく劣化していて、利用しようと思えば一度高熱で融とかす必要があるものが多かった。

　竹馬スティルツの単分子ワイヤーではせいぜい鉄パイプの輪切り程度しかできないし、頼りの先輩でさえアセチレンバーナーとアーク溶接機を混同していて、適切な器材の準備ができてはいなかった──それに関してばかりは、もはや取り返しがつかない。




「ああ……竹馬スティルツをそれだけ維持できるところなんて聞いたこともないけど、そんな土地からこの辺に出てきたんなら、そりゃいろいろと不便だろうさ。うん、多分お役に立てると思うよ」

　志室木は何やら自分なりにこちらの背景を憶測して、察してくれたらしかった。




「それはありがたい。それで、代価は何がいいのかな。私たちはまだこの辺りの事情に明るくない……周囲でかわされてる話を聞く限り、なんだかタブとかいうものが通貨として流通してるような話だが、どんなものなのかも分からん」

　志室木の目が鋭く光ったように感じられた。

「ほお。そりゃああんた方、ここで俺と会ったのは運がよかったよ」

「……と、いうと？」

　思わず僕は、先輩と志室木の会話に口をはさんでしまっていた。

「ん、ええと、薫子さんの旦那さんだったか。しっかしあんた方、ずいぶん若いな──あー、タブはごく少額の貨幣として使われてるんだが、入手に関して地域ごとにだいぶ格差があるんだ。だから、買い物をするところでの相場を知らないと大損することになる。信用貨幣の最後の末まつ裔えいって感じの代物だが、できる限り交易には物々交換をお勧めするね」

　ため息が出る。僕たちが本来生きていた時代には、スマホ端末を読み取り機にかざして大抵の買い物を決済できたものだった。だがそんなものはもう、今や幻のようにどこかへ消えてしまったのだ。

「そんなに不安定なんですか……一体、どんなものなんです？」

「これさ」

　志室木は腰のベルトにつけた袋から、しゃらしゃらと音を立てる何かひどく軽くて小さいものをひとつかみ、取り出した。僕の小指にぎりぎり嵌はめられないくらいの、アルミ製のリング──いや、リング状のちゃちな金具だ。

（これは……アルミ缶のプルタブじゃないか！）

　ぽかんと口を開けたバカ面づらをさらしてしまっていたのだろう。志室木はくっくっと笑いながらそれを僕の手の上に何個か載せて、指でちょん、とつついた。

「はは、驚くよなあ。バカみたいに安っぽいだろ。だけど、落として失なくさないように気を付けてくれよ。相場の問題はあるが、今どきの技術では偽造もできないし、軽くてかさばらないから長旅にはそれなりに便利なんだ」

「そう言われれば納得しますね……これ、確かに貨幣だ」

「うん……こいつはさ、三百年ばかり前には成人前の子供を働かせてせっせと集められてたってもんらしくてね。だから子供の労働力に換算して、それを基準に価値を認められてきた。大体、平均して二十個くらいで子供の一時間の労働に相当する──この辺で言うと火の通った温かいメシが一食くらいのところだ」

「なるほど……私も聞いたことはあるぞ。それを集めて売った金で、体の不自由な人のためのいろいろな器具を買ったりしていた、というような話を」

　薫子先輩も「タブ」の現物に呆ぼう然ぜんとしていたが、どうにか立ち直ったようだ。

「それで、炉を作ってもらうとしたら、あなたへの代価もこれで払えばよいのかな？」

「いやいや、こんなものが欲しいくらいだったら、別にあんた方のような遠方からの来訪者を探す必要はないのさ。俺が欲しいのは情報だ、と言ったはずだ」

　なるほど、と納得顔になった先輩に、志室木は探るようなまなざしとともに言った。

「俺は大型の人造黒鉛電極をどこかで手に入れたいんだ」

「こくえん……電極？」

　初めて聞く言葉だ。黒鉛って言うと、鉛筆の芯みたいなああいうのだっけか。確か炭素の塊のはず。

「そう、黒鉛電極だ。今はまずその手掛かりが欲しい。それで電力も確保できれば、もう鉄を加工するのに石炭やら木炭やらの面倒な燃料は、必要なくなる」

　電気炉と呼ばれるものを作ることができるのだ、と志室木は声にひときわ力を込めた。




「ふむ、あなたの話は少し大げさだな」

　先輩がそう言って微ほほ笑えんだ。

「その、電気炉というのは多分、アーク放電を利用するのだろう？　うちには小型の……ア──ハン！　……アーク溶接機があるが」

　先輩は僕の方をちらっと見ながら咳せき払ばらいをした。まだちょっと失敗を引きずっているらしい。

「あれと同じ原理だとすると、大変な閃せん光こうを発するはずだ。目をつぶすほどではないにしても、あれを見ながら鍛造や曲げ加工といった作業はできまい」

「や、いいねえ。要所をわきまえた反応をしてくれる人は好きだよ、こっちの話をうのみにする程度の手合いよりよっぽどね！　嬉うれしいな、こりゃ」

　志室木は本当に嬉しそうに両掌てのひらをこすり合わせた。

「そのとおり、溶鋼にして鋳型に流すんでなければ──ええと、鋳型って分かるかな？」

「うむ、分かる。続けてくれたまえ」

「おう……鋳型に流すのでなければやはりコークスとか木炭を使って緩やかに加熱する必要があるさ。実際、今どき作られる炉といえばまずそっちだ。だが、電気炉があれば粗鋼を得るのに燃料を浪費せずに済むんだ」

「なるほど。で、その──黒鉛電極のありかを探している、ということなのだな？」

「そう」

「ふーむ、ちょっとその、夫と二人で相談したい。少し待っててくれ」

「分かった、ごゆっくり」

　人のよさそうな笑いを顔に貼りつけて、志室木は僕たちが少し離れるのを見送っていた。竹馬ごと近くのがれきの陰に入って、僕たちは可能な限り互いの顔を近づけた。先輩の息が僕の耳元をくすぐる。

「高井戸くん、どう思う？」

「ん、一言で言うと、虫が好かないですね」

　僕にはどうも、あの志室木という男がうさん臭く感じられて仕方がなかった。どこから来たのかも分からないし、訊きかなければこれからも明かさない気がする。

　先輩が前面に立ち、僕を置いてけぼり気味で彼と話を進めているのも、軽んじられているようでどうにも嫌だった。つまり自分でもそのくらいの感情は自覚できていたわけだが。

　まあ何というか、理屈はともかくとして気に食わない。

　そんな僕の顔をじっと見て、先輩がニマっと笑った。

「ふふ、そんな顔をされると、君を頭から食べてしまいたいような気分になるなあ」

「……あのう。真面目な話なんでそこはお願いしますよ」

　食べちゃいたいほど可か愛わいい、ということなんだろうし、先輩の気持ちはよく分かっているのだけど。

「……まあ、怪しげな男だとは思う。竹馬スティルツ一つ見ただけでこちらの水準をかなり正確に推測してくるあたり、なかなかに油断がならん。そもそも電極を探すのは、私たちの依頼で炉を作る話とは関係なく、最初から彼が抱えているタスクだ──ふむ、つまり彼にそれを依頼したものがいる、ということになるな」

「もしくは、それが彼自身の大きな目的に繫つながっているのか、ってとこですかね」

　これまでに見たあの野盗たちの武器などで判断する限り、現在の金属加工技術はずいぶん後退している。電気炉が実現したら、それは大きな革命になるだろう。

　それが目的なのだとしたら、そこに働いているのはどんな意図なのか？　歴史をもう一度動かそうというような壮大な志か、それとも──

「まあこっちの方針はおのずと明らかだ。ラボはおいそれとは見せられん、だが金属加工用に何らかの炉は欲しい。そうだな……古い地図データを使って、少し範囲を広げて検索してみるか。関東方面にはあまりそういう重工業の施設はなかったはずだが、ともかくこっちには崩壊前の情報にアクセスできる強みがある」

「じゃあ、協力する方向で行くんです？」

「彼が自分で言う通りの技術を持ってるなら、この時代では得え難がたい人材だよ。正直、どんな手を使ってでも仲間に引き入れたいくらいだが」

「どんな手を使ってもって、まさか……」

　先輩が自らをそんな取引の材料にするとも思えないが、どうしても鉄砲伝来の頃のエピソードが頭をよぎる。鍛冶師がネジの製法を知るために自分の娘を南蛮人に差し出した、といった話だ。

「んん？　なんだか心配そうな顔をしているな。安心したまえ、さすがに私の身柄までその天てん秤びんに載せる気はない。本末転倒じゃないか」

「そ、そうですよね」

「まあ、いずれにしても今日は結論は出さん。結論を出せば『商談』になってしまうからな」

「あ……」

「それに、『タブ』の話は確かに有益だったが、彼に協力するにはもう少し向こうの情報を搾り取ってやらんとな」

　先輩はそう言うと、見たこともないような悪い顔をした。

「話術には自信がある。こう見えても私はだいぶ前の代に、法律と実務を専門に学ぶ個体をもう一人存在させたこともあるのだ。解げ柔にゅう院いん家の資産乗っ取りを目論もくろんだ連中を排除するためにな。その記憶も継承してある」

「ええ……!?」

　なんと、一時代に二人の薫子先輩が存在したことがあるというのか。

「その、喧けん嘩かとかしなかったんですか」

「するものか。どっちも私だぞ、同じ目的を持った──むしろあの時ほど心強い信頼関係を得られたことはなかった、と言えるほどだ」

　法律家の薫子先輩か。戸籍とか日常生活とか、どうつじつまを合わせたのか気になるが、それはさぞ痛快な一時代であったことだろう。

「だから、彼と交渉をするのは任せておきたまえ。上手うまくやってみせる」

　そこまで言い切られると、僕が反対する余地はない。その後しばらく細かいところまで相談を進め、僕たちは志室木の前へ戻った。

「お待たせした。そのものずばりの情報はさすがに持っていないが、最近手に入れたジャンクの中に、古い地図データにアクセスできるものが多分あると思う。拠点に帰ったら精査してみよう」

　これは一部噓うそだ。僕たちが持ち歩く情報端末には、最終更新日が百年以上前ではあるものの、日本全土の詳細な地図データがもともと入っている。

「おお……そこまでしてくれるのか。ありがたいね」

「それほどでもない。私たちは今後、協力関係を維持すべきだと思うのだ。とりあえずはこの交易市の期間中、共に行動して親睦を深めようと思うのだが……いかがかな？」

　要するに、その間に彼の──被かぶっているものであれば──化けの皮を剝いで、丸裸にしてからことを進めよう、というプランだ。

　志室木がそれに気づいた様子はなく、彼は大喜びで先輩の申し出を受けた。




　その後、僕たちは志室木も交えて設営中の市場をあちこち見て回った。

　市イチに集まった人をずっと観察していて、ようやく僕はここに来て以来覚えていた違和感の正体に気が付いた。誰一人として、銃器の類を持っていない。

　薫子先輩も前に言っていたが、僕たちが今直面しているような文明崩壊後の世界というものは、二十世紀以来小説や映画、ゲームの中で繰り返し描かれてきた。

　大抵の場合、主人公はじめその世界の住人たちは拳銃やショットガン、あるいはライフルなどを持ち出して、大まかに言うと西部劇を焼き直したような世界観を構成しているのが普通だったと思う。

　ところが現実に今見ているこの二三〇二年の東京近郊では、銃器がどこにも見当たらなかった。志室木が携帯している武器も、全長六十センチばかりの簡素な造りをした刀剣、それと背中に小ぶりなクロスボウを背負っている。

　理由についてはおおまかに想像はつく。

　アメリカはじめ海外の国家と違って、日本は──知る範囲に限って言えば、最後まで銃が民間に広く出回るような社会にはならなかった。

　銃の所持が厳しく制限され、輸入や販売にも厳しい監視の目が注がれていたからだ。その一方で、ドローンの規制はあと一歩行き届かなかったわけだが。

　志室木と話してみれば、この世界の武器についての事情がもうちょっと詳しく分かるかもしれない。だが注意しないと、僕たちの背景を深いところまで推測されてしまうかもしれない──そんな不安もある。

　そしてこの男、やはり他とはいささか変わったところがあった。

　年の頃はおおよそ二十代半ばから後半。やや背中を丸めた猫背の姿勢を取っているが、実のところ結構な長身だ。

　驚いたことに何日おきかで剃刀かみそりを当てているらしく、周囲のむさくるしいひげ面づらの男たちに比べればはるかにさっぱりした印象を与える。

　やや薄汚れたジャンプスーツのようなものを着ていて、身の回り品は最低限にまとめてある。全体として、身だしなみの基準が平林寺に集まった他の人々よりも文明的に見えた。

「志室木氏は、どこから来たのかな」

　先輩がエドエックスの燻くん製せい肉をかじりながら、気さくな調子でそう尋ねた。彼女も気になっているらしい。

「その知識からすると、どこかの学校か図書館だったところに定住したグループかと思ったが。さだめし、そこに大掛かりな電気炉を建設して、鉄鋼業を興おこそうといったところか」

「はは。うん、まあだいたい合ってるな……ただ、電気炉は頼まれものなんだ。ラジオで文明放送ってのを聞いたことはないかい？」

　食えない男だ。自分の出自は巧みにぼかしている。その代わり、出てきた情報はちょっと注意に値するようだった。

「ああ、最近知ったよ、そういうものがあるのを。初めて聴いたときはちょっと感動した」

　先輩がいかにも尊大で鷹おう揚ような女主人を演じてみせる。もともと地がそんな感じだから、なかなかよくはまっていた。

「そうか……うん、あのラジオの送信所は、昔の川口市だった辺りにあってね。かなり大きな組織を作って、東京周辺を住みやすくしようと頑張ってる。ところがどうしても敵対、衝突する集団が出てくるというので、質のいい武器で自衛しようとしてるんだな」

「敵対、ですか……やっぱりその、野盗とか？　それとも奴隷商人なんかが？」

　黙ってばかりいるのも不自然なので、僕も口をはさんだ。

「ああ……いや、まあ奴隷商人はそんなに深刻な問題じゃない。彼らは商品を大事にするし、地域間での人の出入りに貢献してるからね」

「ということは……もっと危険な集団が、ということだな。やはり、野盗か」

　さらりと奴隷制擁護を表明されて、先輩の目にはうっすらと険けん吞のんなものが宿っていた。

　志室木はまだそれに気づいていないようだが、あるいは分かっていて無視しているのか。

「そういうこと。自分たちでは物資の貯蔵も蓄積も考えずに、維持されてるコミュニティに攻撃を仕掛けて根こそぎに奪う、そんな連中があちこちにいるんだよ。一つ一つの規模は小さいし、横のつながりは乏しいからまだ対処できるけどね」

　先輩がちらりと僕に目配せをくれる。僕もうなずいた──きっとあの野盗連中みたいなのだ。

「そりゃあ恐ろしいですね。僕らも気を付けないと」

　志室木はうんうんとうなずくと、僕らがまだ身に着けたままの竹馬スティルツを指さした。

「それなんか、奪われたら相当厄介になるからね。最大限に気を付けて欲しいな」

「ええ。まあ一応認証機能はありますし……バッテリー式だから、充電できる設備がない限り、奪ってもすぐにデク人形以下になっちゃいますけどね」

「……ふーん。こうして話してると思うけど、相当にレベルの高い技術に馴な染じんでるんだな。もしかして、それこそ昔の企業とか軍とかの……」

　志室木が踏み込んで探りを入れてきた。だが先輩は巧みにそれをかわしてみせる。

「詳しくは言えんな。折り合いが悪くなって飛び出してきた故郷だが、情報が巡り巡ってあそこがそんな野盗どもに襲われる羽目になっても寝覚めが悪い」

「ああ。そりゃごもっとも、うん。燻製肉、もう一切れ貰もらってもいいかな？」

「ご遠慮なくどうぞ」

　エドエックスの燻製は今回の目玉商品の一つだが、僕たちが少々食べてもまだ全然減らないくらいには量があった。

「ありがとう。実にうまいな、これ。明日から売るんだろう？　何なら俺がサクラになって売り上げに協力してもいいが」

「ああ、そうしてくれると、非常に助かる」







　まだ日は暮れきっていなかったが、僕たちは焚たき火びを囲んで、表面上はすっかり宴会モードだった。と、数人の集団がその焚火のところへ近づいてくるのが分かった。

　ピシ、と枯れ枝が折れる音。僕たち四人が一斉にそちらの方向を見る。昼間志室木を囲んでいたのと同じく、「寺院シュライン」のメンバーのようだ。




「失礼いたします。古い文明の産物を所有しておられるあなた方に、たってのお願いがございます」

　彼らの一人がそんな風に切り出してきた。はて、いったいどんな話を持ってきたのか？

「お願い、とな？」

　彼らに向き直って先輩は微妙な表情で眉をしかめた。

「私たちは見てのとおり三人しかいない。何か頼まれてもご期待に添えるかどうかは分からん……だが、まずは話を聞かせてもらえるかな？」

（聞いちゃうんですか、先輩──）

　小声で注意を促したが、先輩は意に介さない風にただ黙ってうなずいた。




「周辺に派遣している斥候が、野盗集団について気になる報告をしてきたのです。普段よりも大きな規模の部隊が動いていて、この市イチに集まる物資を狙っている可能性がある、と」

「なるほど。定期的に市イチを立てていれば当然懸け念ねんされる問題だな……あなた方はこの地域の経済活動を実質的にコントロールしていると、私は理解している。当然その備えはしておられるのだろう。そのうえで、私たちにいったい何を頼もうと？」

　先輩はことさらに用心深く、相手の出方を探るそぶりを見せる。寺院側はていねいにそれに答えた。

「我々もまとまった数の武装した人員をそろえてはおりますが、市が行われる平林寺大門前通りというのは、ご覧の通りたいへん広い。我々だけではそのすべてをくまなく警備するのは困難なのです。配置次第では局所で対応が遅れ、参加者に被害が及ぶかもしれません……今後のためにもそれは避けたい」

「……ふむ」

「あなた方の持っている機械は、少数でも大人数の暴力に対処するだけの力があるとお見受けします。前面に立て、などとは申しませんが、警備に一役買っていただけるとありがたい、と」

「うーむ……」

　先輩の表情がさらに渋くなった。相手の要求に付け込むつもりなら、ここでかなりの利益を引き出せそうだ。しかし、そのためには僕たちの生命と身体の安全を一定以上の危険にさらすことになる。難しいところだ。

　と、意外にも志室木がそこへ口を挟んできた。

「や、ちょっと待った。それは『商談』になるんじゃないか？　あんた方はこちらの高井戸ご夫妻に、『今日一日は商談をしない』と約束させたはずだ、そちらからそれを破る、というのはちょっと、反するんじゃあないかね──その、ホトケの御心とかいうやつにもさ」




　寺院側の数人が、それを聞いて酢を飲んだような顔になった。（なお先輩は『高井戸ご夫妻』というフレーズを聞いて嬉うれしそうに口元を緩めていた）

「ぬう……言われてみれば、確かにおっしゃる通りです。我々としたことが……」

（あー、上手いなあこの人）

　先輩の約束はあくまで『自分たちと志室木の間での商談を凍結』だったはずなのだ。

　もともと「開催前は商談を禁止する」というのは彼らのルール。それをこんな風に寺院側の失点として認識させてしまうとは。

　そして「仏の御み心こころ」という彼らの規範に照らして、その失点を看過できないものと位置づけてしまったわけだ。




「まあ、そうは言っても事が事だ。ここはあんた方から、高井戸さんに相応の報酬をまず提示すべきだよな。そうだろ」

「ま、待ってください志室木さん。僕たちはまだ、彼らの要請に応じるとは」

　あまり勝手に話を進められるのは困る──そう思って僕が釘くぎを刺そうとすると、先輩が鋭い視線とともに僕を制した。

「いや、高──和真。ここはひとつ、彼らに恩を売っておこう。案外、ただ交易をするより大きなメリットを得られるかもしれん……我々の目標は高く遠い。手始めに協力関係を築ける地元勢力として、この『寺院シュライン』はまあ妥当だと思う」

「そ、そうで──そうかな？」

　志室木の「高井戸夫妻」発言についのせられる感じで、僕も先輩も、互いに二人の実際の関係性よりもちょっと脚色した言葉で呼び交わしてしまっていた。

　名前呼びとかタメ口とか、それだけのことなのになぜこうもときめくのか。

「大門前通りが広範囲にわたる、と彼らは言っている。なら、我々は竹馬スティルツよりもむしろ、まずインカムの機能をもって市イチの警備に貢献できるだろう」

「あ、なるほど」

　先輩の考えていることが何となく僕にも分かった。

「……例えば大門前通りの両端で私と和真がそれぞれ配置について、何か異変があったら周辺の寺院シュラインメンバーと共にそちらへ移動するのだ。分散警備から集中対応への変化がスムーズにできることになる」

「うん、いい考えだと思い……思う」

「あとは長柄の武器を装備しておけば、リーチの差で野盗どもの攻撃が私たちの身体にまで届くことはまずあるまい。用心すべきは弓ぐらいだな。あとは──こちらのあらゆる対策を無意味にするような、でたらめな戦闘能力を持つ個人とか、か」

「嫌なこと言わないでくだ……くれよ」

　冗談じゃない。そんなアクション巨編コミックに出てくるような化け物に遭遇したら、僕たちに取れる手段は逃げの一手に決まってる。

　その後の交渉は、ほぼこちらが主導権を握った。シャクに障さわることに、志室木と先輩のコンビはこういう交渉事にはうってつけ、というか噓うそのように息があっていて──僕は後半、ノゾミと肩を並べて無言で事の推移を眺めるだけだった。

　七日間の間警備の一員として立りつ哨しょうし、その間の食事等は「寺院」もち。

　一日当たりタブ百個を報酬として受け取り、こちらの商品は──彼らの期待に反してその内容は仔こ豚ぶた三匹とエドエックスの燻くん製せい肉五十キログラム、学院跡で入手した少々錆さびの浮いたバケツに、国分寺周辺で見繕った程度のいい鉄スクラップといったものだったのだが──寺院側が責任をもって買い手をあっせんしてくれる、という契約になった。

　僕たちの安全についても、盾を持った屈強な門徒数人がそれぞれ周囲を固めることでひとまず落ち着いた。




「──まあ、こんな物じゃないかな。悪くないだろ？」

　志室木がひょうひょうとした顔で笑う。すこし腹立たしい。確かに想定以上の利益を引き出したが、僕たちが危険を冒すことには変わりがない。

「11型マークエルフを連れてくるべきだったかもしれないな……」

　先輩がそうこぼした。彼女にだって予期せぬ事というものはあるし、こんな風にあと知恵で後悔することもあるのだ。

「まあ案外、こんなところが私たちの国家建設の旗揚げということになりそうだ。せいぜい威を示し、名を売ろう」




　初日、午前中の間は特に変わったこともなく。僕は同じ区画を担当する寺院の門徒たちに断りを入れたうえで、いったん先輩と合流した。

　持ち込み品を置いてある縄囲いのところまで二人で戻って、ノゾミに声をかける。彼女はそこらの瓦が礫れきを器用に組み合わせて即席のかまどをこしらえ、煮炊きの準備を始めていた。

「おかえりー、かーるこ、タカイド。あのね、仔豚売れたよ！」

　弾んだ声で報告してくる。

「ほう、売れたのか……代価には何を取った？　まさかバケツではないだろうな」

　先輩がさも心配そうに言ったが、もちろんこれは冗談だ。ノゾミの一族と違って僕たちがバケツをさほど重要視していないことは、あらかじめ嚙かんで含めるように言い聞かせてある。

「んもう！　バケツじゃないよ、分かってるって。豆よ、豆。えっと……だーず？」

「だーず……大豆か!?」

　薫子先輩がにわかに真剣な表情になった。大豆は、僕たちが将来的に入手したいと思っていた作物の一つなのだ。

「やあ、ご苦労さんです。留守中の店番は俺とこっちのノゾミ嬢がしっかりやっといたから、安心してくれ」

　志室木が日よけ布の陰から体を起こしてくしゃっと破顔してみせた。

「しっかりって志室木さん、寝てたんじゃないですか……」

「そりゃ、四六時中客がいるわけじゃないからなあ。豚はね、旧練馬のあたりから来てるグループが買ってくれたよ。三頭の内訳が雄一頭と雌が二頭だったんで、繁殖させるのにいいって、すごく乗り気でね」

「なるほど、で、大豆はいかほど？」

　先輩が訊きくと、志室木は日よけ布の下に置かれた、枕ほどのサイズの麻袋三つを指さした。

「小さな菜園程度だったらちょっと多すぎるかもしれないが、とにかくモノは確認した。良く熟した豆が乾燥したサヤの状態でぎっしり、見る限り何年も前の物とかじゃあない。これなら確実に種にできるよ、良い取引だった」

「そうか……こんなに……！」

　先輩はひどく嬉しそうにその麻袋を両腕で抱きかかえた。

「よくやってくれた、礼を言う。ああ、うまく行けば味み噌そや豆腐が食えるようになるかもしれんな」

「ええ。こうなるとやっぱり、稲作が途絶えてるのが惜しいですね……」

　僕たちは失われた食の可能性について嘆きつつも、大豆の入手を喜んだ。志室木が言うには、味噌麴こうじの入手先にもちょっと心当たりがあるらしい。

「燻製のほうはまあ、ぼちぼちってところかな。案外保存食として売るより、焼いてここで食わせた方が、ほかの商人にとっても客寄せになっていいかもしれんよ。移動中の食事は不自由になりがちだから、みんな手持ちの物には飽きてうんざりしてるはずだ」

　食べ物をその場で売るのは特に珍しい事でもないようで、今も僕の鼻先には、魚の干物を焼く香ばしくも迷惑な煙が、うっすらと漂ってきている。

「ふむふむ。燃料をこっち持ちにするとまた少々面倒だが、検討する価値はあるか」

「焼いたらあたしが食べたくなっちゃう」

「ノゾミの気持ちも分かるが、それはちょっと我慢してくれ……まあ、何にしても豚が早々に売れたのはよかった。肩の荷が一つ下りたな」

「毎日餌をやらなきゃいけないから、手間も荷物も余分にいりますもんね」

「いや全く、ほっとした」

「安心したら何だかこっちもお腹なかすいてきましたよ」

「ああ、手早く食事にしよう──」

　真空保存されたビスケットを開けようと、荷物の一つに手を伸ばした、その時だった。




　平林寺大門前通り、そのおおよそ南北に長く延びた道の南端のあたりに、威嚇するような喚声が上がった。それとともに、不ふ揃ぞろいな靴音と中空の鉄パイプが路面にぶつかる甲高い共鳴音が響いてきた。




「先輩……この音！」

「ああ、私にも聞こえた。行くぞ、南側だ。この割り当て場所が南寄りでよかった」

　応援団旗や校旗は今回持ってきていない。鉄パイプを加工した借り物の長槍やりを構えて走り出しかけ、先輩はノゾミを振り返った。

「ノゾミ、君も竹馬スティルツに乗れ！　南は陽動かもしれん、北側へ行って門徒たちといっしょに奇襲に備えろ」

「分かった！　なにかあったらかーるこに知らせる、そんで、こっちはこっちで頑張るからね！」

「うむ、頼んだぞ！」

　まったく面白くないタイミングで来てくれたものだ。食事はお預けになるし、襲撃の時に持ち場を空けていたとなれば報酬を割り引かれるかもしれないし──とにかく、僕と先輩は南へ向かった。竹馬の駆動音と巨体に驚いた人々が慌てて道を開けていく。




　──「蓄えざる者どもウェイスターズ」だ！　奴やつらが来た！

　門徒や一般の来訪者がそんな警告の叫びをあげた。




「蓄えざる者ども」──寺院シュラインの門徒たちから聞いた話によると、こいつらは野盗の中でも特に凶悪らしい。

　同じやり方をしている同類同士ですら、互いに相手を信用しない。いつも足元をすくい合っていて、奪われる側に回るのを嫌うあまり、その日寝る場所という以上の拠点すら築かない、という。徹底したものだ。

　いうなれば先輩がもっとも嫌うタイプ。善良な人間の地道な営みに寄生し搾さく取しゅする、たちの悪い略奪者だ。




　十数人の小さな集団が、まず視界に入った。以前に遭遇した連中と同様、ビニールレザーやそれに類する廃品を加工して、素肌に直接羽織っている。見る限り武器は相変わらず、何かから引き抜いた鉄パイプやコンクリート片がついたままの鉄筋といった、粗雑で野蛮なものだ。

「蓄えざる者ども」は道沿いの露店に踏み込んでそんな武器を振り回し、逃げ惑う人々に嘲笑を浴びせかけていたが──到着した僕たちを見て、一瞬凍り付いたように動きを停とめた。

「何だァ!?　機械に乗ってる……!?」

「しかも女だ、見たこともねえようなキレイな女だ!!　どこにいたんだ、こんなの!?」




　遠巻きに警戒してこちらをうかがったのはほんの数秒。

　それが過ぎると、「倒せば見たこともないような美女が手に入る」とばかりに気勢を上げ、武器を振り上げてこっちへ殺到してきた。

「よぉし。あの女、殺すなよ!!　生け捕りにして、ダイゴ様にケンジョーだ」




（ダイゴ様……？）

　気になる名前に注意を引かれた。

（聞き覚えがあるぞ……たしか、学院に来てた連中が話してた！）

　おそらくは野盗のリーダー。それも地図やラジオの旧地名を現在の東京の中で特定できると言われる「学のある」奴だ。




「ははっ！　文明を忘れ人間性を放棄した外道どもめ。女が闘うのが珍しいか？　思い知るがいい、お前たちが恃たのみにする肉体的格差など、テクノロジーと訓練された身体技能があればどうにでもなるのだと！」

　先輩の竹馬が借り物の長槍をしごいて振り回す。先端部分に設けられた片刃が男たちの足を払い、多くを転倒に陥おとしいれた。そこへ寺院のメンバー、門徒たちが棍こん棒ぼうを振り上げて襲い掛かる。流れるような見事な動きだったが──
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（あれ？　今のって、みね打ちじゃ？）

　先輩の戦い方にはおかしなところがあった。野盗たちが誰一人、斬られていない。

〈和真……ああいや、高井戸くん──〉

　戻さなくていいのに──いや、それよりも気づくのは。

〈君がこの間教えてくれたように、私も『君が知らなかった解げ柔にゅう院いん薫子』を教えてやろう……学院の中等部にいたときは、部活で薙刀なぎなたをやっていてな──それも、わ、割と実戦的な奴をだ〉

　先輩の声が微妙に震えている。

　ああ、もう。薫子先輩はどこまで行っても薫子先輩で、強気で、誇大さが妄想でとどまらないパワフルな人だ。学院跡で「人間を殺傷することは避けたい」と言っていたし、今もあくまでそれを貫こうとしている──だけどこんな時に、無理をしてまで……！




「……道理でイノシシの時といい、長物使いたがるわけですよね」

〈まあ早く横に来て半分受け持ってくれ。時間をかけると私とて、竹馬スティルツもろとも引き倒されてしまうかもしれん〉

「そんな目に、遇あわせやしませんよ！」

　先輩の横へ出る。そこへ、敵の親玉らしい、一回り大きな存在感を放つ男が現れた。

　ビニールではなく、本物の革ジャン──およそ最低なコンディションに貶おとしめたそれをだらしなく左肩に引っ掛け、右手にはトラックの板バネかなにかを削りだしたものらしい、巨大なナタ様の刃物を引きずるように携えていた。




「ハッ、竹馬スティルツか!!　そんなモノがまだこの世界に残っていたとはなァ！　女やガキにはもったいねえ、俺によこせッ!!」

　革ジャンの男は僕たちの竹馬に目をとめると、即座にその価値を理解したらしかった。なかなかの見識と認めざるをえない。




　男が大ナタを振り回し、薫子先輩はそれを槍の柄で受けようとした──形容しがたい打撃音が響く。

　──ガラン、ガコン、カン……！

「なっ……バカな！」

　先輩が驚きょう愕がくの声を上げる。竹馬のマジックハンドから、長槍が叩たたき落とされていた。けたたましい音を立てて地面で二回バウンドしたそれは、中ほどからぐにゃりと曲がっている。

（そうか、セーフティ機能が裏目に……！）

　竹馬の機体各部に瞬間的に過大な力が加わると、本体の破損と装着者へのダメージを避けるため、竹馬が自己判断でその部位を動力伝達経路から解放する場合がある。

　今回はマジックハンドが保持していた長槍から手を放すことで、先輩の腕を守ったのだ。だがそれは続くピンチを引き寄せた。




「うわっははは、この程度で武器を捨てるとはなあ!!　やはり所詮は女か！」

　革ジャン男は大ナタを後方へ引いて力を溜ため、横ざまに竹馬の脚へ斬りつける。先輩は辛かろうじてそれをバックステップで避よけた。

　さすがにあれをもらうわけにはいかない。構造上、その部位が変形しても先輩には直接ダメージがないが、竹馬そのものが転倒、破損しかねない。

「この程度」と男はうそぶいたが、大ナタは恐るべき武器だった。刃渡りは一メートルを優に超え、分厚いその刀身は身幅が最大で十五センチにも達する。切れ味はさほどでもないようだが、とてつもなく重いはず。打撃力は半はん端ぱなものではないだろう。

　欠点としては、振りが遅くモーションを読みやすいことくらいか。

「くそっ……！」

　僕は借り物の槍を短めに持ち、半身に構えて男に対した。

　斬りつけてくるその刃を、槍の長柄部分で斜めにかすらせるように受ける。

　こうすればナタは力の方向をずらされ、こちらは防御しつつ相手の体勢を崩せる──と思いきや、革ジャン男はナタの軌道を空中で変化させた。

「あの重さを!?　なんてパワーだ！」

　驚いたが、これも受けること自体は簡単。だが角度がよくなかった。衝撃で、逆に僕の竹馬がバランスを崩しかける。

「和真ッ！」

　とどめと振りかぶられたナタの前に、先輩の竹馬が割って入る。およそ最悪な間合いとタイミング。このまま男がナタを振り下ろせば、その分厚い刃が竹馬ごと断ち割って先輩の頭に食い込む。

「はっ！　もったいねぇが、死──」




　バキン！

　どこかで、何か弾力のあるものが動いた音──

「ねべあッ」

　革ジャン男の眉間に、鉛筆ほどの太さの短い金属棒が一本生えた。一瞬凍り付いたように動きが止まり、男はそのままがっくりと崩れ落ちた。

「な、何が？」

　慌てて周囲を見回す。それは「蓄えざる者ども」の徒党も同じことだった。

　──ダイゴ様がやられたぞ!!　狙撃か!?




（え、ダイゴ様ってこいつなの……!?）

　意外な情報に、目の前の巨漢を凝視してしまう。「学がある」と言われていたから、もっと線の細い知将タイプなのかと思っていたが。




　──狙撃だぁ!?　クソ、どこからだ！




　野盗たちは突然の狙撃に恐きょう慌こうをきたし、統率者を失って混乱に陥ってしまった。

　僕は視界の隅に竹馬に乗ったノゾミの姿をみとめた。それと、竹馬の荷台から身を乗り出している誰かを。今が多分、戦況を決定的なものにする絶好のチャンスだ！

「先輩、あのナタを！」

「うむ、承知！」

　大ナタをダイゴ様からむしり取るように摑つかみ上げ、先輩がマジックハンドのリーチいっぱいにそれを振るう。

「蓄えざる者どもウェイスターズ」の一グループが斬撃を食らい、何人かがいちどきに吹っ飛ばされた。

　──うわァアアアア！

　悲鳴とともに隊列が崩れ、数歩退く。




　敵の後列にいた何人かが、背中から大きなクロスボウを引き出して、装塡を始めた。

「弓だって!?」

　血の気が引いた。志室木の手持ち品より二回りほど大きい。こいつらどこから手に入れたんだ、こんなもの！

　僕はとっさに竹馬スティルツをジャンプさせた。手にした槍やりを横倒しにして頭上へ振り上げ、クロスボウ隊に向かって投げつける。

　慌てたせいでもう一つ上手うまく飛ばせなかったのだが、それでも槍は野盗たち数人にぶつかって大小の傷を与え、彼らを怯ひるませた。そこへ再び門徒たちが棍棒を見舞う。それを境にして、「蓄えざる者ども」は来たときと同じく、唐突に大門前通りから撤退を始めた。




　──ダイゴ様がやられた!!　キカイ仕じ掛かけが三つもある!!

　──無理だァ!!　退ひけ、退け!!




　そんな叫びを残して、野盗たちは散り散りにどこかへ去って行く。




「いやあ、間に合ってよかったよ」

　パチ、パチと手を叩く音とともに、志室木のそんな声がした。ようやく周囲に目を向ける余裕を得て、僕たちは彼を見上げた──ノゾミの竹馬の荷台から身を乗り出していたのは、やはり志室木だった。

「どうも嫌な予感がしたんでね、ノゾミ君に頼んで、ここまで運んでもらったのさ。このクロスボウは威力はそれほどでもないが、狙いが正確で僕でも簡単に操作できるのが長所なんだ」

　彼は荷台から飛び降りると、革ジャン男──「ダイゴ様」の死体に足をかけ、眉間に突き立った角矢クォレルを引き抜いた。

「よし、まだ使える」

　満足そうにうなずくと、彼は僕たちに背を向けて頭をポリポリと搔かいた。

「まあ、相手が普通の人間だったからよかったよ。野生動物の中には、脳を吹っ飛ばしても残った心臓と筋肉だけで走ってきて、ハンターの喉笛を食いちぎった後でようやく動きを止めるやつとか、いるそうだからね」

「マジですか──」

　そういえば、あのエドエックスも野盗に頭を半分潰されながら、ずいぶん長いこと暴れまわっていたっけ──

　ともあれ何にしてもこの場は助かった。僕と先輩は改めて志室木に礼を言った。

　その日の午後は片付けと負傷者の手当、戦利品の検分で市イチは休みになった。「ダイゴ様」の大ナタは、先輩がもらい受けることになった。

　改めて見れば見るほど、竹馬を介さずに生身の人間が振り回していたのがウソのような、とんでもない得物だ。




　どういう由来があるのか知らないが、先輩はそれに「コームのナタ」と名付けた。
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　それから数日は何ごともなく。僕たちは市イチの警備をしてタブを稼ぎ、行きかう人々に燻くん製せい肉を、「寺院シュライン」から紹介された買い手に鉄くずやバケツを売って過ごした。

　タブの交換価値に変動が大きいことに留意して、僕たちは極力物々交換を心掛けた──もちろん、竹馬で持ち帰れる重さの範囲内でだが。

　バケツ三個を出来のいい斧おの一本と交換。鉄くずは保存状態のいい麻綿混紡の布地ひと巻きに変わった。端は数すうはタブで支払われたが、今後に備えてある程度この貨幣を確保しておくのも悪くはない。




　六日目の晩のこと。僕たちは食事のあと、この市イチでの体験を振り返って行動方針の再検討を行っていた。

「やはり竹馬スティルツを持ってきて正解だったな。あれ無しでは、野盗どもを追い払うことはできなかった」

「誰か死んでたかもしれませんしね」

　僕たちにとって、死は絶対ではない。だが、折角ベストのタイミングに合わせた僕たちの再会を、つまらないミスでまたしてもリセットする愚は避けたい。先輩にはもっと慎重に身の安全を第一にしてもらわねば。

　ゆくゆくは僕たちが前面に出なくても身を守れるように、信頼できる武力集団が欲しいとまで考えかけた。ああ、人類はこんな風にして戦争をエスカレートさせてきたのかも。

「それにしてもあのナタはいい拾いものだった。あの重さなら伐採にも使えるし、何と言っても遠近両方に隙が無い。まあ、竹馬スティルツで使う限りだが──」




　そんな話をしているときだった。縄囲いと日よけ布でこしらえた僕たちの臨時ブースに、何者か大人数の集団が訪れた。

「高たか井い戸ど薫かおる子こさんと、和かず真まさんはこちらかな？」

「うん！　ノゾミもいるよー」

　相変わらずの調子で屈託なく自己主張するノゾミだった。まあ今回はアイジンとか、そういう不穏なことを言わないでくれて助かった。だって──




　カッカッと笑いながら、その来訪者は持参のゴザをしいてがれきの上に腰を下ろした。

　周囲には服装を統一した、たぶん上位の門徒たちが控えている──この様子から察して、おおよそ正体は想像がつく。

　間違いなく、「寺院」の指導者だ。こんな人たち相手に「アイジン」とかやらかしてくれると、後で印象の修正に苦労するに決まってる。




「私が高井戸薫子だ。こっちは夫の和真」

「うむ、お初にお目にかかる……私は宗そう哲てつと申します。この市イチを預かる『寺院シュライン』──もと平へい林りん寺じとよばれた荒れ寺の、管長を務めております」

　ほら、やっぱりえらい人だ。

「これは私たちのような若輩者に、ご丁寧に恐れ入ります」

　薫子先輩がそう言って頭を下げると、管長もまた深々と頭を下げた。

「いやいや、この度の市イチの警備、まことに助かりました。あなた方がいらっしゃらねば、多くの犠牲とともに貴重な交易品が奪われ浪費されておったことでしょう──」

　しばらくそんな儀礼的なやり取りが続き、ようやく座が打ち解けてきたところで、彼は静かに口を切った。

「皆様は、この市イチが終わった後はどちらへ？」

「いったん私たちの拠点へ帰る。いろいろと試したいこともあるし、留守も心配だ」

「なるほど……実はですな、そこを曲げて一つお願いがございます」

「何でしょうか？」

「あの野盗どもの残党を追撃した門徒が、彼らの荷物からこのようなものを発見しましてな──」

　宗哲管長が僕たちに示したのは、ひどく原始的で乱暴な造りの電子機器だった。

「あ！　らーじょだ!!」

　ノゾミが歓声を上げる。

「ラジオ……これがそうなのか」

　ノゾミから話は聞いていたし、学院跡では音を聞き、遠目に目撃もした。だが、現物をここまで間近で見るのは初めてだ。

　先輩は大きめの弁当箱のようなその樹脂製ボックスを開け、中に詰めこまれた電子部品の塊を眺めて片方の眉を吊つり上げた。

「ふむ、ごくありふれたダイナミック・スピーカーを使っているな……これは可変コンデンサにダイオードか……待て、何だこれは、どこにも電源がないではないか！　本当にラジオなのか、これが？」

「さよう、ラジオです。出所は問うても仕方ありますまい、奴隷商人たちを始め、このようなものはあちこちに出回っておりますから。ただ、これが『蓄えざる者どもウェイスターズ』の手に渡っていると確認されたのは、今回が初めてのことでして。これが何を意味するか、お解わかりになりますか？」

　先輩は不機嫌そうに鼻を鳴らした。

「ふん……野盗どもがラジオを持ち去る事例があった以上、時間の問題だろうとは思っていたが……やはりこういうことになっていたのだな」

「ああ、そちらでも把握しておられましたか。ならば話が早い」

「何が起こるかについては、ちょっと考えればすぐ分かる。由々しきことだ。文明放送は一か月近く前から交易市の情報を流す。毎日聞いていれば日付も分かる。野盗にその情報が渡れば、襲うべき標的を教えてやるのと同じことだ」

　ああ、そうか。

　旅の商人たちからラジオを奪うのが、あの一件だけで済んだはずもない。「ダイゴ様」はこのラジオを入手して、放送の内容と自分の持つ旧地名の知識をもとに襲撃に及んだわけだ。

「なるほど、そちらでも放送については意見が分かれていたわけなのですな……？」

　管長の言葉に、ふと奇妙な違和感を覚える。「こちらで」放送について意見が分かれる、とはどういうことだ？　まるで僕たちが放送に関わっているような言い方ではないか。

「お願いというのはそのことです。文明放送の発信地、旧埼玉県の川口市へ向かい、この情報漏れの問題について責任者の方に伝えていただきたいのです」

　先輩はそれを聞いて怪け訝げんな顔をした。

「お話は非常に筋が通っているのだが、なぜ私にそれを？　関東文明放送と私は、今までのところ何の関わりもないのだが」

　えっ、と管長が言葉に詰まった。

「そんな……まさか。いや、申し訳ございません。私はあなた方のことを、てっきり文明放送の情報連絡員だとばかり。さて、これは困った……」

　うつむいておろおろと禿はげ頭あたまをなでる管長に、先輩が一歩詰め寄った。

「そういう時は、確信があってもひとこと確認してくださるべきでした。しかし、なぜそんな誤解が？」

　顔を上げた管長は、薫子先輩の顔をまじまじと見つめながら、ゆっくりと話し始めた。

「私は、文明放送の創始者に──正確には後の創始者と思われる人に、出会ったことがあるのです。三十年ほど前のことでした……遠くから旅をしてきた、と言っていた。あなたと同じような背格好で、同じような服装をした若い女性でした」

「ほう？」

　薫子先輩の目が鋭く光った。管長の言葉がさらに続く。

「そして、彼女もあなた方と同じその歩行機械──『竹馬スティルツ』に乗っておられたのです」

「ふむ」

　先輩はその話にひどく興味を引かれたように見えた。だがこの時はそれ以上の反応を見せず、一言唸うなっただけだった。僕もちょっと気になったが、先輩は一座をぐるりと見まわすと、会話の流れを本題へ戻してしまった。

「引き受けること自体に問題はない──私も『文明放送』とやらには興味がある。だがいったん拠点に戻って、荷物や物資の整理をしたいな。竹馬の整備もあることだし」

「それはもう、もちろんそちらの宜よろしいように……不備があっては私どもとしても不本意でありますゆえ」

「うむ。その上で──依頼とおっしゃるのなら別途なにか報酬を頂きましょう」

　宗哲管長は自分の剃そり上げた頭をぴしゃりと叩たたいて一礼した。

「引き受けていただけるのですな……？　助かります、なにせ市の後は参加者が無事に戻れるよう、巡回の者を増やしますので、その、人手が足りませんでな。それで、報酬には何をご希望でしょう？　何か必要な物品でも？」

「いや」

　先輩はかぶりを振った。

「竹馬スティルツにも持ち運べる重量の限界がある、あまり帰りの荷物を増やすのはよくない。それよりも──」

　そうして先輩はちょっと虚こ空くうを見上げて考え込むそぶりを見せた。

　実のところはおそらくポーズだけ。こういう時、先輩は必ず頭の中にきっちりとしたプランを用意しているのだ。

「……私たちの身元を保証する、書きつけとか割符といったものを、あなた方『寺院シュライン』の名で発行していただけないだろうか。あなた方はこの旧東京から埼玉にかけての一帯で確固たる地歩を築いている。ならば私たちにとっても、その名には借りる価値がある」







「いやあ！　上手うまいもんだね、どうも」

　志し室むろ木ぎが僕の耳のすぐそばで、大きな声を上げた。

「なに、そうでもないさ」

　先輩が走りながら応えた。

「謙遜されても評価は変わらんよ。君たちはあの取引で、どこへ行っても自分たちの素性を明かさずに行動できるようになったわけじゃないか。徽き章しょうを見せて『寺院シュライン』の名をだせば、この辺りの平和的な集団にはたいてい話が通る。お見事と言うほかないね」

　僕たちは平林寺境内林を離れ、母校である誠せい心しん学がく院いんの跡地へと向かっているところだった。出発の際に寺院からは彼らの徽章を預けられている。銅板を打ち出して刻印された、三羽のアゲハ蝶ちょうが向かい合っている図案のものだ。




　志室木の大声が耳に厳しい。僕と先輩の間は現在、十メートルちょっと離れている。

　インカムはノゾミを含めた三人の分しか持ってきてないし、使うにしても微妙な距離だった。

「先輩をほめていただいて恐縮ですけど！　志室木さん、なんであなたが僕の竹馬スティルツの荷台にいるんですか」

「ははっ、細かいことを気にしなさんなって。あれだよ、移動の間、男同士の話とかできるかと思ってさ」

　走りだしてからずっとこの調子。やはり僕はこの人が少々苦手だ。

「そういうことじゃなくてですね……」




　正直、志室木がついてくるのは想定外なのだ。

　本来の予定では、収集したジャンクの中にあった、ということにして地図データをラボで精査して、それで得られた人造黒鉛電極のありかの情報を後日落ち合って渡す、という段取りだった。

　それがなぜ一緒に拠点へ帰ることになっているのか。

　苦肉の策で学院跡地をダミーとして提示することにしてはあるが、許されるものなら適当なところで下ろして撒まいてしまいたい！

「ノゾミ君の後ろに乗った方がよかったかな？」

「だから、そういうことでもなくてですね！」

「ああ、和真。そんなにピリピリするな……志室木氏にはついてきてもらう方がいいと、私が判断したのだ」

「……なんでそうなるんですか」

　先輩と二人だけでその辺を細かく打ち合わせる時間がなかったのが、どうにも喉元に引っかかるような感じがする。

「状況が変わったのは分かっているだろう？　それに志室木氏はもともと文明放送と契約した仕事のために、電極を探しているのだ。なら、我々の受けた仕事にはむしろ好都合。情報を手みやげに現地まで案内してもらおうじゃないか」

「うーん。まあ、先輩がそう言うんなら……」

　仕方ないか、と肩をすくめる。

「そうそう。旧川口市と言っても、いささか広いからね」

　そううそぶいて、志室木は僕と背中合わせの格好で荷台に背を預け、口笛なんか吹き始めた。これがまた、妙に上手くてシャクに障さわる。




　学院跡地に着くと、僕は竹馬の姿勢を走行モードから作業モードに変えた。逆立ちするような形になった荷台の上でバランスを失って、志室木がやむなく飛び降りる。

「おおっとっと！　和真くん、つれないねえ」

「ここ、まだ屋内の整備が全然ですから。荷台の上でくつろいでると危ないですよ」




　そこへ、ゴトゴトと四脚を動かして11型マークエルフがやってきた。予想してなくて一瞬ドキッとさせられる。そういえばここの警備を命じてあったっけ、八日近くもご苦労様──

「ＨＯＭＯ!!」

　人間メンシェン狩猟機イエーガーは志室木を部外者と認識して、甲高い声で警告を発した。

「なっ、対人ドローン!?」

　引きつった叫びをあげ、志室木は飛びすさって11型の正面から逃れた。一瞬前に彼がいた位置を、五・五六ミリ機銃弾がえぐっていく。

「ひぃっ!?」

「やめろ！　彼は敵ではない！」

　先輩が慌てて端末から11型の操作系に割り込んだ。

「どう、どう！」

　いや先輩、馬じゃないんですから。

「な、な、何でこんなものが、こんなところに……！」

　志室木はパニックを起こして顔が蒼そう白はくだった。

「志室木さん、顔をこっちに向けてくれ。こいつのセンサーにあなたの顔を認識させて、一時的な識別ライセンスを発行する」

「何だ、そんなことまでできるのか……っていうと、そいつは君たちのなのか？」

「まあ、そんなところだよ」

「たまげたねえ、一体どこから持ってきたんだか……」




　驚く志室木を案内して、学院跡の敷しき地ち内に入った。校庭からは相変わらず、屋上に設置された数台の風車が見えている。

「お、風力発電の設備か……なるほど『あると言えばある』ってのはそういうことかい」

　志室木は目ざとく屋上を見つけてうなずいた。本当は微妙に違うのだが、いいように誤解してくれているようだ。風車は相変わらず羽根の一部が脱落したままで、風が吹いても回らない。修理する暇も今までのところはなかった。




「図書室にコンピューターが残っていてな、古いものだがどうにか動く」

「……そりゃ凄すごい！　だが電源は？」

「いずれは風力発電を復旧させたいが、とりあえず竹馬スティルツの予備バッテリーを使おう」




　図書室に着くと、先輩は志室木に指示して、棚のところどころにまだ転がっている電子書籍リーダー端末を集めさせた。

「この中に多分、東京近郊の地図ぐらいは残っていると思う」

　そう言いつつ、先輩はバッテリーと一緒に手元の端末から通信ケーブルもこっそり接続した。志室木と一緒に書籍データを漁あさっている風を装よそおって、適当なところで座標測位システムからのデータを表示させようというわけだろう。




　ちょっと手持ち無沙汰になった僕のところに、ノゾミが近寄ってきた。

「タカイド……タカイド！」

　小声で手招きする。何ごとかと思いながら、僕は竹馬を少し前傾させ、彼女の口元にできるだけ耳を寄せた。

「なに？」

「ね、かーるこに頼んで。あたし早くらぼに帰りたい。しゃわー浴びたい……！」

「ああ……」

　考えてみれば前回入浴したのは、「ダイゴ様」率いる野盗と戦ったその日の夜だった。平林寺では来訪者向けに入浴サービスも行っていたので、それを利用したのだ。

　だがその後に二回目の順番はさすがに回ってこなかった。もう五日ほど着の身着のままだ。顔や手足をお湯で拭くくらいのことはできたが、ほかの部分はずっとお留守だった。




　こんなご時世でみな似たり寄ったりだから誰も指摘しなかったし、僕たち自身も意識しないようにしていたが、確かにそろそろ限界だ。

「ごめんノゾミ、もうちょっと待って。ああ、くそ、志室木のやつが早くどっか行ってくれれば……」

　もしくは完全に仲間として抱きこんでラボに全員で戻るか──いや、それにはさすがにまだ早い。




　いっそここで風ふ呂ろに入れたらいいのだが、そんな設備は……いや、待てよ？

　初等部東側の正面玄関。その脇に、たしかタイル貼りの小さな池があった。元はスイレンなんか浮かべて、錦にしき鯉ごいを飼ってあった場所だ。

　この間見たときは内部に落ち葉や土砂が積もっていたし、水も涸かれていたが、清掃して別に沸かしたお湯を張れば──

　上水道は死んでいるが、前にも言った通りここには井戸がある。もともとこのあたりは地下水の豊富なところで、旧国分寺駅から東へ少し行った低地には天然の湧き水があったほどなのだ。

（あと必要なものは……お湯を沸かすかまどと鍋か）

　その辺りも心当たりがないわけじゃない。なんだかんだで足しげく通って調査を進めてある。

「よし、ノゾミ。せっかく一休みのところ悪いけどさ。もう一回竹馬スティルツつけてきて」

「お？　なにするの？」

「ここでお風呂を沸かす。手伝ってくれるよな？」

「おふろわかす!?　面白そう！　やるやる!!」

　ラボではほとんどシャワーしか使っていなかったが、平林寺での入浴体験はノゾミにとっても印象的だったらしい。飛び跳ねるようにして竹馬を再装備してきた。




　これからやる作業を考えると、竹馬のサポートがあってもなかなかの重労働。だが、ここはやるしかない。先輩もきっと喜んでくれるはずだ。

　初等部の体育館に二人でもぐりこむ。イノシシ狩りのあとで調査して、ここが混乱期に倉庫のような使われ方をしていたことが分かっていた。

　用意すべきものはバケツ二つとデッキブラシ、何らかの洗剤と消毒液、それに鍋と燃料だ。

　鍋として使えそうなものはすぐ見つかった。もとは何かの油が入っていたと思われる二百リットルドラム缶だ。以前の住人が水の貯蔵にでも使っていたらしく、内部は洗浄してある。

　中身が入っていなければ重量としてはどうということもない。僕たちは缶をいったん地面に横倒しにして、イノシシ肉を燻くん製せいにした時の焚たき火び穴のところまで転がした。

　井戸のポンプは代替品で付け替えてある。それでバケツに水をくみ出し、倉庫から見つけた洗剤を薄めて、くだんの池をデッキブラシで精一杯洗い清めた。

　水槽の栓は金属製のもので、水漏れするような傷も変形もなかった。奇跡的と言っていいそれを、注意深く排水口から抜き取る。




「よし、まずは一回こいつを流すぞ」

「おっけい、いくよー」




　──ザバー!!

　泡立ち濁った茶色の水が、排水口からどことも知れぬ地底深くへと消えていく。そんな作業を数回繰り返し、池がきれいになったところで今度は缶でお湯を沸かす。燻製に使ったものの残りも含め、学院跡にはそこそこの量の薪がストックしてある。




　ドラム缶の半分弱まで水を入れ、沸いたところで竹馬装備の二人がかりでそれを運ぶ。

　やがて、池だった水槽はほかほかと湯気を上げる露天風呂に変わった。ものすごい達成感。バッテリーをかなり消費してしまった気がするが、これはぜひとも先輩を呼んでこなければ──

「こらこら、高井戸くん。なんだねこの騒ぎは……煙が図書室まで流れ込んできたぞ」

　先輩の方から様子を見にやってきてくれた。

「すみません、ノゾミが体を洗いたいって言うんで、風呂を沸かしました！」

「なんと」

　先輩は湯気を上げる水槽をしばし呆ぼう然ぜんと見つめて──僕の頭にぽかりと形式的に拳をおとした。

「あうち」

　僕も形式的に痛がってみる。

「ア──ハン！　大変な労働だったことは分かる、ご苦労様と言おう。だが私とノゾミにここに入れと言うのなら、そのなんだ、周囲に囲いを用意してくれるべきではないだろうかね」

　おおっと。配慮が足りてなかった。

「すぐやります！」

「うむ。こっちはちょうど有望そうな場所のデータを取得したところだよ。志室木氏に渡す分の電子書籍リーダーにファイル形式を合わせてなんとかねじ込めた」

　さすがは先輩だ、仕事が早い。

　僕とノゾミはそのあと敷地内を駆けずり回って、競技用のハードルと跳び箱の踏ふみ切きり板ばん、それに下足置き場用のスノコといったあれこれの板をかき集めた。







　──高井戸君、少しぬるいのだが。

　ついたての向こうから、先輩の声。辺りはようやく日が傾き、周囲の木立がオレンジ色の光に映えて美しい。

「あっはい、今すぐ持っていきます!!」

　僕は竹馬のマジックハンドを動かし、その辺のやや弾性のある鉄廃材を曲げて作った即席かつ特大の火ばさみで、先ほどからかまどで焼いておいた丸石を摑つかんだ。

「危ないですから、『追い炊き口』からは離れててくださいね」

　露天風呂の周囲を囲んだ目隠しのついたては、その一部が湯船の一角から内側へ食い込むように立てられていた。つまり、湯船のコーナーの一つが囲いの外へ出ている。

　そこに熱く焼けた石を放り込んで、ぬるくなったお湯を再加熱するわけだ。

　なにせ周囲にはついたて以外に何の壁もないし、五月とはいえ日が傾いたこの時間は、まだ少々涼しすぎた。なにせここは周りを極相に近い木々に囲まれた、鬱うっ蒼そうとした森の中なのだ。




　──かーるこー、こっち向いてー

　──ん、なん……うわっぷ!!




　先輩の悲鳴と重なって、バシャッと水の跳ねる音。




　──あはは、かーるこびっしょびしょ！

　──なっ、何をするかーっ!!　まったく、どこでそんな悪戯いたずらを……こやつめ!!

　──きゃーっ!!

[image: ]




　湯船の中を水をかき分けて走る、だぼだぼという独特の足音。ノゾミの小さな悲鳴と、それに続くけたたましい笑い声、というか嬌きょう声せい──




　──はっはっは、こやつめ、こやつめ!!

　──やあっ、だめ、だめ！　とれる、おっぱいとれるー！




「な、何という……」

　ついたての向こうで何が行われているか、想像がつく──というか、ほぼ丸分かりだ。

　この辺りは全体的には校舎の陰になっていてうす暗いが、湯船にしている「元」池にはちょうどいい具合に西日が当たる。この時間帯だと周囲からの反射光や、回り込んでくる光もまろやかな間接光となって、先輩たちを照らし出すことになる。それは人間の肌が一番美しく輝くひと時で──




　個人的に言わせてもらえれば、なんて酷ひどいシチュエーションだろう！




「いやあ、大変だねえ和真君も」




　志室木が次の丸石をかまどに放り込みながら、何とも言えない表情でこっちを見た。

「し、志室木さん、こっち向いちゃダメって言ったでしょ!!」

「はいはい。なあに、こっからじゃさすがに中の二人にはピントが合わないよ、安心しなよ」

「ぼ、僕だって見えてませんからね！」

　志室木本人より、ついたての向こうへ聞かせるべく叫ぶ。




　すのこや踏切板の高さはせいぜい一メートル前後。長身の先輩が完全に立ち上がれば、上半身は丸見えになる。竹馬に乗っていれば直立時の視線の高さは二メートル以上あって、見ようと思えば見放題だ。ゆえに僕は竹馬の脚部を可能な限り曲げ、腰を落とした不自由な姿勢で追い炊き作業をしていた。




「夫婦なんだろ。一緒に入っちゃえばいいじゃないの」

「ダメですよ！　そしたら志室木さんはノゾミと入ることに──」

「……ならんよねえ」

　あろうことかため息をつかれてしまった。

「俺とノゾミ君は別々に入ればいいんじゃないか……なあ和真君。君たちって、本当に夫婦なのかい？」

「それは……」

　答えに窮しているところに、先輩が胸から下にバスタオルを巻いただけの姿で、ついたての切れ目から歩み出てきた。

「上がったぞ。いやあいいお湯だった！」

「うわっ先輩、なんて格好を！」

「バスローブなどないから仕方なかろう。高井戸君も冷めないうちに入りたまえ……ああ、志室木氏もいっしょに入るといい。一人ずつ入っていたらお湯がぬるくなってしまうからな」

「やあ、そりゃあありがたいなあ。よし、和真君、一緒に入ろうか。まあ話の続きは湯につかりながらでもゆっくり」

「えー……」

　なし崩しに志室木と一緒に風ふ呂ろに入ることになってしまった。脱衣スペースとして設定した校舎の玄関口をくぐろうとすると──さっきの先輩と同様、体にタオルを巻いただけのノゾミが小走りで出てくるところに出くわした。

「あぶっ……」

「んきゃっ！」

　見事に衝突。お互い半はん端ぱに身をよじって避よけようとしたせいで、かえってややこしい姿勢でもつれ合ったまま転倒した。

　起き上がろうとして床に手を突くはずみに、なにかふかふかしたタオル地のものを摑む。そのまま立ち上がりかけ、ふと手にしたものに目をやると──

（これ、ノゾミのタオル!?）

　恐る恐るタオルの生地を目でたどる。いや、たどってはいけなかった。タオルを落として一糸まとわぬ姿のノゾミが、そこに横座りしていた。

　初遭遇時に監視カメラの映像でも一目で分かったほどに、彼女の胸は発育がいい。体に巻いたタオルは先輩のと同じサイズ、ノゾミにはもともと布地の長さが危うかったのだ。




「こら。そんな状態で固まるんじゃない。何をしげしげと見ているか」

　とっさに顔をそむけると同時に、先輩の声がして僕は耳たぶをひねり上げられた。

「あいてて！」

　ノゾミがタオルを引き寄せて再び体にまとう。だがその時にはすでに、彼女の裸身は僕の目に焼き付いてしまっていた。







「おーい、和真君、そんな隅っこで縮こまってないで、こっちでゆったりしなよ。ほら」

「い、いえ、僕はここで……」

　あ、くそ、声がちょっと裏返ってる。情けない。

　女の子二人の華やかなはしゃぎ声を聞かされ、先輩のバスタオル姿とノゾミの白い連山の頂まで見てしまったせいで、僕の体にはちょっとまだかんばしくない影響が残っていた。

　おまけに、ここから見ると志室木は男の僕でもほれぼれするような精せい悍かんな体をしていて、どうにも劣等感を募らせられる。引き締まって要所で盛り上がる、実戦性の高そうな筋肉に加えて、あちこちに走る紫がかった色の細い傷跡が、いかにもワイルドな大人の男を感じさせた。

　初対面の印象ではこれほどとは思わなかったが「脱ぐとすごい」を地で行く感じだ。

「男同士だろ、ちょっとあっちがいきり立ってるくらい気にしなさんな。元気な証拠さ」

　ええい、そもそも話題にしないで欲しいのに！

　新たな墓穴を掘る可能性もあったが、僕は彼に質問を浴びせて話題をそらすことにした。

「志室木さん、さっきは何であんな質問を？」

「ん？」

　急な話題の蒸し返しに一瞬眉をしかめたあと、彼は苦笑しながら答えた。

「そりゃあまあ、なあ。なんか君たちぎこちないしさ。まあ、力関係的に薫子さんの方が上っぽいのは、別にそんな珍しくもないけどね。特に昔の文明や文化が残ってるとこから出てきたんなら」

「ええ、まあ……僕らの故郷では割と」

　割と普通に。というか、実際のところ僕があの頃本当に先輩と結婚していたとしたら、入り婿という形になっていただろうし。

「たださあ、君、薫子さんのことだいたい『先輩』って呼んでるよな……何というか、定期的に新しい加入者があるような組織とか、共同体とかの出だってこと？　つまり何か、それこそ──」

　志室木はそう言いながら、残照と木々の影でオレンジと青のまだらに染まった校舎を見上げた。

「学校みたいな、さ」

　今どきそんなもの、俺の出てきたところにも──彼はそう言いかけて口をつぐんだ。

「学校みたいな、ですか……」

　少なくとも、学校がどういうものかを志室木は知ってるということか。

「志室木さんの故郷には、学校はなかったんです？」

　そう言いながら、僕が学校を知っている、という情報を渡してしまったことに気づいた。バカだ、僕は。

「や、その辺はあんまり詮索してほしくないんだけどね？　まあ俺の古巣ってのは、古くからの知識を伝えてるけど、学校をやるほど規模は大きくないんだ」

「じゃあ……誰かについて一対一で教えを受ける、みたいな？」

「ああ、そんな感じ。はっきり言ってしまえば、もう消えかけてる集団さ」

「それは逆に興味出てきますね」

「まあ今はこのくらいにしておくよ。どうも俺は君たちにまだあんまり信用してもらってないみたいだしねえ。あれだ、まだ大分いろいろ隠してるんだろ？」

「……それは志室木さんも同じなんじゃ？」

　志室木が平林寺で語ったことを思い出す。旅から旅、あちこちで鍛冶屋や電気技師のようなことをして回っている、ということだったか。

　もしかすると、同じ出身地の人間が何人か、似たような感じで輩出しているのだろうか。あるいは、文明放送の創始者というのもその一人とか？

　だとすれば志室木が竹馬スティルツを知っているのにも納得がいくが──ではなぜ彼は自分用に竹馬を持ち出していないのか。

　どちらかが特殊なケースなのかもしれない。くだんの女性が不法に盗み出したのか、それとも志室木が異例な形で外に出たのか。




　志室木は顔にざぶざぶとお湯をかけて洗い、すっかり暗くなった空を見上げた。

「……文明放送の拠点へ行く間に、できればもっと腹を割って話せるようになりたいね。ま、そろそろ上がりますか、お湯が本格的に冷めてきた。さっきの要領で薫子さんたちに追い炊きしてもらうこともできるだろうけど、キリがなさそうだ」

　脱衣所に向かって歩き出す志室木に、僕は叩たたきつけるように声をかけた。




「志室木さん！」

「なんだい？」

「ぼ、僕は薫子先輩と──今はこんな宙ぶらりんな、言葉の上だけのことですけど……必ず、ちゃんと結婚しますから！」

「ああ、ぜひそうしなよ。多分、あんな女性は今この世のどこ──ああ、いや」

　と、志室木は急に首を傾かしげて言葉を濁した。

「あんな女性は、めったにいないと思うよ。手を放しちゃダメだぜ」

　振り返って笑った彼の笑顔が妙に意味ありげだったせいなのか──その夜寝袋に入った後も、僕は少し寝つくのが遅れた。




　目を開けると、天井に照明が灯ともっていた。

（あれ？）

　慣れ親しんだ白色ＬＥＤの光だ。一瞬、めまいに似た感覚を味わった。自分は今どこにいるのか──

（もしかして、今までのは……夢？）




　見回すと、ベッドの周りには白いカーテンが掛けられている。絵に描いたような保健室の風景だ。

（……えっと。何か、急に体調を悪くしたとか、そんなんで休んでたんだっけ？）

　寮の門限は割合に早い、帰らなくては。

（いやあ、変な夢見ちゃったなあ。父さんと母さんが僕の葬式出すなんて、順序が逆だよな、逆──）

　笑いながら身を起こそうとして、ベッドの縁に手をつく。

　ザリッ。

　むき出しのベッド枠と金属製スノコの、錆さびの浮いた表面が指に触れた。見下ろせばそこには、昨晩寝たときと同じ、封筒型の寝袋があった。




（ああ……）

　夢なんかじゃない。やはり、こっちが現実なのだ。だいたい、ここは初等部の校舎だし。

　寝起きに混乱した原因は照明ともう一つ、寝るときにはなかったもの。ベッドの周りを囲ったカーテンのせいだった。

「高井戸くん、そろそろ起きたまえ。窓を開けるぞ、少し暑くなってきた」




　声の方を見ると、薫子先輩が養護教諭のデスクに頰ほお杖づえをついていた。

「一つ朗報がある。見たまえ、これを」

　先輩が天井を指さす。

「ええ、目が覚めてびっくりしましたよ。明かりがついてるなんて」

「どうやら志室木氏が朝早く起きて、屋上の発電機を修理してくれたようなのだ」

「……すごい。どうやって」

「風車の羽根をいくつか外して、重量バランスを取り直したのだそうだ。それで何とか回転するようになったらしい」

「なるほど。ああ、それなら僕らでもできたかも……」

　発電機の状態を最初に見た時点で思いつかなかったのが、なんとなく悔しい。

「私が目を覚ました時にはもう点ついていたから、この天井灯のＬＥＤはまだ生きていたということだな。屋内配線の漏電が怖いが、まあここの屋内に可燃物はほとんどないし、今日一日使うくらいは大丈夫だろう」




　漏電は嫌だなあと思いながら、あらためて先輩をぼんやりと眺める。

　洗った後の髪が、ここ数日になく軽やかに風になびき、揺れている。今日の先輩はいつもの制服もどきではなく、インナーの上から裾の方がだいぶ変色した白衣を羽織っていた。

　白衣はラボで着ていたものとはデザインが違っていて、前面のボタンがシングルでゆったりしていて、裾もひざ下まである。

「どうしたんです、それ」

「ああ、ここのロッカーで見つけたのだ。古いバッグの中に、クリーニング屋の袋ごと入っていた……けっこう似合うだろう？」

「そうしていると、なんだか保健室の先生って感じですね」

「うん……いろいろ余裕ができたら、ここで診療所のようなことを始めるのも悪くないかもしれんと思った」

　ああ、と納得する。先輩はもともと、自分を疑いなく「医者だ」と定義できる程度にはキャリアを積んでいるのだ。

「先輩って、開業の経験もあるんですか？」

「うん、まあ少しはな。それはそうと、電源が復旧したおかげで竹馬スティルツのバッテリーも充電できる。それがすんだら、出発するとしよう」




　出発の間ま際ぎわ、ノゾミや志室木に先行して僕たちが並木道のところまで来ると、そこに妙なものが見えた。

「おお、来たか」

　先輩は僕よりも先にそれを見つけて駆けだしていた。

　見覚えのある形だ。カイコの繭のような形の白い胴体から二対の俊敏そうな歩脚が伸び、機体上じょう面めんには旋回式の銃塔──

「あれ。先輩、それは」

「新たにもう一台、人間メンシェン狩猟機イエーガーを起動してこっちへ送らせたのだ」

「そりゃあ、思い切りましたね……」

「文明放送──旧川口市までの道中にも、一台連れて行こうと思って。こっちに置いていたナンバー１３８を経由して、昨夜マヤに連絡を入れた。中継アンテナを設置しておいたのは正解だったな。この間のような野盗に出くわした時、竹馬スティルツだけでは心細い」

　機体の銘板を見ると、ナンバーの下三桁には「１０１」と記されていた。

　先輩は１０１に周辺哨しょう戒かいのコマンドを与えると、入れ替わりに１３８を呼び寄せた。ここをずっと守らせてあった、お馴な染じみのやつだ。

「こっちのＡＩの方が、経験をいくらか余計に積んでいる。こいつを川口へ連れて行こう、移動速度は合わせる必要があるが」

　それでも一日あれば着くだろう。何より、移動速度を落とせば荷台に志室木を乗せなくて済む──ちょっと意地悪くそんなことを考えながらも、僕はこの先あの男がますます重要なポジションに食い込んでくるのを予感していた。







　──二三〇二年、五月二十八日。関東文明放送がお昼をお知らせします。

　五月二十日より平林寺境内林で行われていた交易市は既に終了しています。次の市イチは六月八日より飯能市民球場跡で五日間予定されています。

　六月中旬頃より梅雨入りが予想されるため、川沿いにお住まいの皆様は水位の変化にご注意を。また大雨の後は土砂で川などが濁ります。清水の確保、貯蔵を心掛けましょう。この後はしばらく音楽をお送りします──




　ノゾミにが手にした無電源の粗製ラジオから、スクラッチノイズ交じりの古いロックが流れはじめた。もともとあった手回し発電機付きのラジオも持ってきているのだが、これはまだ当面、志室木に見せるのは避けるつもりだ。

　この曲を聴くのはこれで三度目くらいになる。文明放送にもそれほど豊富に音源があるわけではないらしい。

　どういうメディアを再生しているかは不明だが、ノイズの感じからすると中古レコードからカセットテープに録音したものだろうか──父がそんな感じのライブラリをごっそりと自分の端末に抱えていたのを、僕は思い出していた。




　このＤＪの声もすっかりお馴染みになった。深いアルトの声質がどこか先輩に似ていて、聴いていると何かほっとする。

　一度現場のスタッフかゲストか、正体のはっきりしない男性の声と話していた時の内容からすると、名前は「サクラコ」らしい。

　どういう字をあてるかは不明だが、何にしてもこれから行く先で、このＤＪにもきっと会うことになるに違いない。




　午前十時の時点で、僕たちはかつての五日市街道へと出ていた。ここからまずは玉川上水沿いに東進したあと、早わ稲せ田だ大だい学がくの廃はい墟きょを横目に青梅おうめ街かい道どうを進む。そのままおおまかに練馬方面へ向かい、環八通りに入って板橋区を通り抜け、かつての新荒川大橋のところで荒川を渡って川口へ入るルートだ。

「平林寺から直行できなかったのは、結構なロスになった気がしますねえ」

　端末で地図を確認して、僕は今さらながら首を傾かしげた。国分寺と川口は、途中で新座方面を経由しても構わないくらいの位置関係にあるからだ。

「私もそう思うが、バッテリーの問題もあったからな。結果的に学院跡で充電できたし、回り道して正解だったと言うべきだろう。いずれにせよ、あそこへは行かねばならなかったのだ」

「それはまあ、確かに」

　機体にかかる負荷など、条件によって若干の変動はあるが、竹馬スティルツはだいたいバッテリー一個につき五、六十時間程度の稼か働どうが可能だ。

　僕たちは一台ごとに、おおむね二個ずつ程度の予備を用意して行動することにしている。この機械なしでは、僕たちはまだ肉体的に無力なひょろひょろの学生に過ぎない。




　それに比べて、あの志室木という男のタフさはどうだろう！

　手回り品は最低限にまとめているといっても、鍛冶に使う重い鉄製工具が大部分。多分十キログラムを超えるはずなのだ。それを身に着けて、地形にもよるがだいたい時速四キロ程度までは出せている──

（江戸時代の旅人みたいな感じかなあ）

　松まつ尾お芭ば蕉しょうの「奥の細道」の記述を分析した雑学系の読み物のことを思い出す。彼は一日に四万歩、推定三十五キロの距離を走破していたというが、志室木もだいたいそのくらいの能力があるのではないか。肉体的にも相当に旅慣れているらしい。




　志室木を先頭に先輩とノゾミが竹馬で続き、僕がその少し後ろ。そして僕の十数メートルあとから、ゴトゴトと四脚を蠢うごめかせて11型マークエルフが追ってくる。

「おっと。ご一同、あれ見えるかな？」

　志室木がなにかを指さしながら振り返った。廃墟と森が点在する荒野の中、ひときわ濃い緑が固まった一帯から白い煙が細く上がっている。

「煙……？」

「あそこは元の石神井しゃくじい公こう園えんだよ、多分人がいるんだ──立ち寄ったことがないから分からないが、ひょっとすると仔こ豚ぶたを買っていったグループかもしれないな」

「あ、そういえば練馬の方だって言ってたんですよね」

「ふむ、帰りに寄ってみるか……？」

「いいんじゃないかな。ただ、人がいそうなところに片っ端から近づくようなことはしない方がいいだろうね。接触するまではどんな集団か分からないから」

「そうだな、気を付けよう。たとえ平和的な連中でも、私たちと考えが合わないという場合もあるだろう」




　先輩はそう言いながら、道路に崩れ落ちた電柱の残骸を飛び越えた。それを目で追いながら、僕は頭の中で先輩の今言ったことついて考えを巡らせていた。




　平林寺で志室木にした説明をベースにして、僕たちは「少し離れた土地の大学跡に定住したコミュニティから、駆け落ちに近い感じで飛び出してきた」ということで口裏を合わせている。「実際にそういう出自だったら」という想定をしながら考え、しゃべることを心掛けているが、時々妙な気分になる。

　おそらく志室木の出身地や文明放送こそ、そうした知の遺産を実際に保持しているグループであるはずなのだ。「関東文明放送」の名を掲げて電波を送信しているのは、いったいどんな人々なのだろうか？

　東京周辺を住みよいところにしようとしている、という話ではあるが、それだけでは何とも漠然としていてつかみどころがない。




　ノゾミがまたラジオのスイッチを入れた。スピーカーからはやや割れた音で「スケーターズ・ワルツ」が聴こえてきた。

　荒川の河畔に近づくにつれて、周囲の風景が大きく広がってきている。長い年月のうちに流路が変わったらしく、川の水量はごく少なく、流れの幅はマップに表示されるイメージの半分ほどもない。

　中央部で大きく崩れた橋の下で、荒川に別の細い川が流れ込んでいたようだ。その名残で南側だけが鋭く切り立った中なか洲すが、今はそのなだらかな北斜面に新緑をきらめかせている。

　対岸にはこちら側とよく似たたたずまいの河か川せん敷じきが広がり、青空を映して蛇行する水の流れを、中洲との間に挟み込んでいた。

　穏やかな風が吹く、五月の午後。空は何処どこまでも高く澄み渡り、林立する高層マンションの残骸を見なければここが広大な廃墟のど真ん中だとは思いもよらない。




　そんな風景の中で起きた変化に、最初に気づいたのはノゾミだった。

「ねえねえ、タカイド。人が出てきたよ、ほら、あそこ」

「んっ？」

　川の北側、旧川口市の方から十人ほどの集団が河川敷へ現れた。簡素だが真新しい布製の服で身を包み、ありあわせの材料で作ったスコップや鍬くわ、もっこを手にしている。

　彼らは最初、河川敷のだいぶ水みず際ぎわに降りて、そのあたりで土を掘ろうとしていたようだったが、こちらを発見すると一斉に腰を伸ばし、何やら歓迎する様子で手を振り始めた。




　──おおーい！

　志室木がそれに応えた。

「おーい！」




　──イオリじゃないか！　戻ってきたのか！

　──イオリ、久しぶり！




　志室木は彼らの何人かと面識があるらしかった。

「やあ、すまないが誰か文明放送まで行って、俺が戻ってきたって伝えてくれないか」




　──分かった。ところでそこの人たちは？

「ああ、代表に頼まれてた情報をくれた恩人だよ。彼らは『寺院シュライン』からのメッセージを預かってる」

　──俺が行ってくる！

　土掘りの一団の中で一番若い瘦せた男が、跳びあがるようにして名乗りを上げた。彼はたちまちその場を離れて、素晴らしい速度で北東へ向かって走り出した。

　その場に残った人々は、元の体勢に戻って作業を再開した。川床に転がる石を持ち上げては脇へ移動させ、現れた細かな砂地をさらにかき分けて穴を掘り始める。

「この人たちは、ここで何をしてるんです？」

　作業している横を通って対岸に渡りながら、志室木に訊きいてみた。

「ああ。これはね、川底の砂と粘土を採ってるのさ」

「砂と、粘土……建材にするとかですか？」

「まあ半分は当たり。この辺りの住人が新たに家を作るときは、廃墟のがれきの代わりに、粘土そのものや焼いてレンガにしたものを使うんだ」

　それだけでもずいぶんと文明的に聞こえるが──

「じゃあ、残りの半分というのは？」

「この辺りではね、昔──と言ってもそれこそ二十世紀より以前までさかのぼる話なんだが、鋳物を作る産業が栄えていたんだよ」

「鋳物、ですか。確か……溶かした鉄を型に流して、器や道具を作るんですよね」

「そうそう。鋳型を作るのに砂と粘土は手軽に使える材料なんだ。で、ここの代表者は、前に話した武器の製造以外にも、鋳物を産業として復活させるつもりでいるのさ」




　そう語る志室木の声には普段より真剣さが感じられた。伝令の若者が走って行った方角を、熱のこもったまなざしで仰ぎ見ている。

「じゃあ、電気炉を作るってのは、そのためでもあるんですね？　自衛用の武器を作るため、だけじゃなく」

「うん。木炭を使う方法もあるが火力の限界があるし、樹木の伐採で洪水の遠因になるとか、いろいろと問題が多いからね」




　すごい話だ、と思う。奴隷の売買さえ行われているようなこんな世界で、ラジオ放送を行うだけでなく製鉄産業まで起こそうというのだから。こんな勢力がすでにあるのなら、別に僕たち自身が国を作らずとも、ここに身を寄せて暮らしてもいいのではないか──そんな考えが頭をよぎる。

　先輩に話したらどう思うだろうか？　こればかりは本人に訊いてみないと分からない。まあ彼女が他人の打ち立てた成果や業績の下で小さく安住することを良しとするとも思えないが。

　志室木の先導に従って進むにつれ、周囲は廃はい墟きょが目立つごつごつとした風景から、大小の木造家屋が立ち並ぶ、住宅街といった雰囲気のものに変わってきた。

　かつての街並みのような色とりどりの屋根瓦はないが、素材そのままの色彩がむしろ目に優しい。

　道路は崩れたアスファルト舗装が残っていたり、粘土を突き固めて砂利を敷いた場所があったりとまちまちだが、ともかく今まで見た中では最も整備された居住地だった。

　そんな町の外側に、明らかに人為的に整備、管理された耕作地が広がっている。

　ところどころの少し高い建物の上には、風力発電に使うのか大小さまざまな風車が立ち並んでいた。




「こういうの、再開発っていうんですかね。ずいぶん進んでるみたいですけど」

「ふうむ。この辺りはもともと、個人の住宅が大部分を占めるような街だったようだ。がれきの撤去や区画の清掃は、市街地よりも容易だったのかもしれんな」

　地図で見る限り、この辺りには平林寺や僕たちのラボ周辺のような大きな緑地はなく、荒川の他に目立った川や湖もない。それでなおこれだけの規模で再開発を行い、人が集まって暮らしているということは、それを支えるだけの技術とかリーダーの求心力とか、何かそういった特別なものがあるに違いなかった。




「見えてきた。ほら、あれが文明放送の送信アンテナさ」

　志室木が指さす方を見ると、蛇行して流れる小川の向こうに鉄塔がそびえていた。

　日はもうだいぶ西に傾いている。明るさを失い始めた黄色い空をバックに、その巨大な鉄塔は、吹き渡る風の中でゆっくりと揺れ動いているように思えた。




　──番組の途中ですが、いったんここで中断しなければならなくなりました。




　不意にそんな声がすぐそばから聞こえた。ぎょっとして周囲を見回すと、ノゾミがまたラジオを点つけている。

「ああ、またかノゾミ。だからラジオを点ける時は前もって言ってよ」

「えへ、ごめんごめん」

　このひと月ほどで、ノゾミもだいぶ文明人のようにふるまうことを覚えてはいるが、やはり根本の部分でへだたりがある。

　どうもラジオのオンオフ操作や、手回し式の音量がハンドルの回転に合わせて変わるといったことが面白くて仕方ないらしい。




　──番組再開までしばらくの間、「ウィンドミル」の生演奏をお楽しみください。




「なんと……生演奏だと……？」

　先輩が目を丸くした。僕自身も、まさかこんな世の中でバンドの生演奏があるとはどうにも信じられなかった。

　だが、聴こえてくる音楽によくよく注意して耳を澄ませば、ラジオのスピーカーからの物とは別に、わずかに遅れて聴こえてくる、遠くか細い音がある。

　思わず聞き入っていると、志室木は僕たちにかまわずそのまま一人ですたすたと歩いていった。

　そしてアンテナの方からも誰か走ってくる。遠目にも女性だと思えたのは、多分その人影の周囲に、オレンジがかった明るい茶色の長い髪がたなびいていたせいだ。

　彼女は志室木を認めると、ぱっと顔を輝かせて叫んだ。

「イオリ！」

「桜さくら子こさん！　お久しぶりです」

「待っていたわ。戻ったということは、見つけたのね!?」

「ええ。こちらにいる若い二人──高井戸夫妻が情報をくれました」

　志室木は、先輩が地図データをインプットしたあの電子書籍リーダーを取りだして、高く掲げた。

「こいつに入ってます！　東洋カーボンって会社の、研究施設と倉庫の情報だ」

「じゃあ作れるのね、いよいよ！　電気炉が！」

　二人は僕たちをよそにすっかり自分たちの世界に入ってしまったようだった。三台の竹馬スティルツを見て驚く様子もなく、女性は志室木の腕の中に飛び込み、二人は互いの背中に腕を回して抱きしめ合った。




「うわ、なんだこの雰囲気」

「うむ、いたたまれんなこれは……私たちも今後は少し気を付けるべきか」

「かーるこたち、今さらー」

　ノゾミの遠慮のない一言にがっくりしつつ、僕たちは二人がこちらへ来るのを待った。




　桜子と呼ばれた女性は、おおよそ二十代前半くらいに見えた──とはいっても外見の印象はあまりあてにできない。ここの生活水準は他と比べるとずっと高いが、過酷な環境には違いないのだ。

　案外、十代の終わりあたりなのかも。




「志室木氏……その女性は何者かね？」

「ん？　……ああ。すまない、紹介しよう。彼女は文明放送のメインＤＪ兼アナウンサーで代表代行、平へい家け・ローゼンタル・桜子さん。で……桜子さん、こちらは高井戸薫子さんと、夫の和真くんだ」

「ああ。では貴女あなたがあの放送の声を……どうも、初めまして」

「は、初めまして……」

　ぎこちなく向かい合う二人に、志室木が怪け訝げんな顔をした。

「あれ……いや、そうか。これは予想してなかったな……君たち、今までに面識はなかった、ってことかい？」

「え、ないけれど……薫子さんは？」

「あるわけがないだろう」

　二人揃そろって首を横に振る。志室木が文字通り頭を抱えた。

「参ったな……」

「志室木さん、なんで二人が知り合いだと？」

「いや、初対面の時にね、彼女の声とか顔が桜子さんに似てる気がしてさ。ちょっと驚いたけど、てっきり親戚か何かだろうと思い込んでた」

「親戚……ですか」

　そういえば以前から、ラジオで聞く彼女の声はどこか先輩に似ていると思っていた。こうしてみると、確かに目元や雰囲気も何となく似ている。

　血縁者なのだろうか？　先輩の一族、解げ柔にゅう院いん家はグループ企業を親族経営していたくらいだから、まだどこかに血筋が残っていても別に不思議な話ではない。




「俺が桜子さんと会うよりもずっと以前に、君たち二人が何かの事情でここを飛び出した、とか──そういういきさつなんじゃないかってね。だから君たちの説明を聞いても、まだ疑ってた。しかし、どうやら本当に違うってことか……？」

「イオリってば、想像力が豊かなんだから……」

「いや、だってさ。この人たち、竹馬スティルツまで持ってるんだよ？」

「ええ、現に目の前に三台あるわね。それに、言われてみればこちらの薫子さん、うちの母にも似てる気が。でもそれなら、むしろ母が彼らの故郷を出奔したという方がありそうに思えるわ。だって、文明放送にはそれは一台しかないもの……イオリ、この二人はどこから来たの？」

「最近になって旧国分寺近辺に出てきたそうだが、それ以前にどこにいたのかは……何か事情があるらしくてね、まだ教えてもらってないんだ」

「そうなの……」

　顔を見合わせるばかりの二人に、先輩が質問を放った。

「母だと？　待て、今の話から察すると、貴女の母親がここに竹馬スティルツを持ち込んだ、ということか？　つまり、『寺院シュライン』の管長が言っていた女性というのが」

「ああ、黙っていてすまなかった。文明放送の創始者は桜子さんのお母さんなんだ」

「ふむ……」

　先輩はなにやらしきりに首をひねって考え込む様子だ。桜子さんは急に何かを思い出したようなそぶりで、僕たちに向き直った。

「高井戸薫子さん。それに……和真さんね。とりあえずお二人は私についてきてください。母に──文明放送の代表にお引き合わせします」

「そうか。ぜひお願いする。『寺院シュライン』の宗哲管長に頼まれてな……ラジオ受信機のことで相談を持ってきているのだ」

「あら、そうなんですか？　何かお困りごとが？」

「うむ。受信機を野盗が入手してしまった。それで、定期市を守るために対策を講じて欲しい、と」

「それは……確かに大ごとですね。放送内容を少し考えなきゃ」

　桜子さんの美しい顔がわずかに曇ったようだった。

「実は、竹馬スティルツをもってここを訪れる人がいたら、案内するようにって母に言われてるんです。理由が分からなかったけど、お二人を見たら納得したわ」

「と、いうと？」

「あなた方なら、私たちの力になってもらえるかなって……ここではまだ、いろいろと技術や知識の面で足りないことがたくさんありますから」

「なるほど」

　志室木とノゾミは同行を許されず、アンテナの下にある小ぢんまりとした建物の、玄関ロビーで待たされる形になった。ちょうどそこへ追いついてきた11型マークエルフが、二人を守るようにあたりを警戒して動き回った。

　僕と先輩は竹馬を降り、桜子嬢の後について文明放送送信センターの階段を昇って行った。

「桜子さん。貴女の母上というのは、まだお元気でいらっしゃるのかな？」

「元気ですよ。まだ自称四十七歳ですもの。その割に今では自室に引きこもって誰にも会いたがらないんだけど」

「……ほう。ところで平家・ローゼンタルというのはまた奇妙な姓だが……」

「ああ。父の家系に何代か前、外国の人がいたみたいで。早くに亡なくなりましたが、父の一家は文明放送の発足以前から、ここで集落を作ってその長を務めていたんです」

「なるほど。ドイツ辺りかな……」

　先輩がそんな風に話を合わせたところで、僕たちは階段を上がり切っていた。短い廊下の突き当たりには、社長室とかにありそうな重厚な木製ドア。目の高さほどに設けられた小窓から中の光が廊下へもれている。

　桜子さんがドアへ近寄ると、奥から妙に聞き覚えのある声がした。




　──ん。誰か来たのか……桜子かな？　食事を持ってくるにはまだ早いと思うのだが……もうちょっと待ってくれ、あと少しで今やっている翻訳が──




　僕たちは思わず顔を見合わせた。

「さ、桜子さん。つかぬことをうかがうが、母上の旧姓と、下の名前はなんと……？」

「名前は光ひかる子こです。旧姓は……解げ柔にゅう院いんっていうんですけど。ちょっと変わった名前ですよね」

　──解げ柔にゅう院いんだって!?

　僕はもう一度先輩の方を見た。先輩は茫ぼう然ぜんと自分の手のひらに視線を落としたまま。まるで、何か大切なものを取り落としてしまった人のようだ。横顔がひどく青白い。

　──まさか……いや、残り台数はチェックしていなかった。それに、あの通路の……

　か細い声だったが、そんな言葉が聞き取れた。




「お母様。客人をお連れしました。竹馬に乗って、国分寺の方からいらしたという人たちです」

　──何だと……？

　ドアの向こうで、誰かが席を立って歩きだす気配。ロックが外されドアが開くと──




　薫子先輩に瓜うり二ふたつの顔かたちをした、やや年配の女性が僕たちを見つめていた。
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　半ば干上がった川床を、細い流れが幾筋も蛇行してうるおしている。水みな面もに反射する空の色が涼しげで、そして眩まぶしい。北側の河原では、今日も粘土掘りの一団が作業を続けていた。

「天気が良くて何よりだったな。雨でも降ったらここも渡りにくくなるだろう」

「そいや、もうすぐ梅雨だって言ってましたっけ」

「ああ、そういえばそうだった……しかし、あれは本当に予測できているのだろうか？　気象衛星はおろか、測候所だってもう機能していないはずだが」

「できるのかもしれませんよ、住んでいる地域の天候くらいなら。母方のばあちゃんが、そんな感じでした」

　祖母は朝から近くの山にかかる雲や森の緑の色合いを見ただけで、その日の天候をかなり正確に当てたものだった。

「なるほど……経験則か。長く生きた者がいたり、多くの人が集まっていたりすれば、そういうこともできるのだな」

　考慮すべきことがまた増えた、と先輩は愉快そうに笑った。すこし風が出てきていた。




　一昨日のあの邂かい逅こうは、僕にとって蘇そ生せいして以来で最大の驚きだった。

　先輩とそっくりなあの女性、平へい家け・ローゼンタル・光ひかる子こは──二十九代目の薫かおる子こ先輩だ。

　地上に出て生きることを望んだ彼女は一台の竹馬スティルツとわずかな装備を手にラボを出奔し、やがて桜さくら子こさんの父、平家・ローゼンタル・孝たか成なりと出会うことになった──




「……薫子に先んじて出たから光子、とはな。いかにも私の考えそうなことだ」

「あ、もしかして源氏物語……」

「そんなところはしっかり同じ、とはなあ……」

　先輩は、そう言ってどこか呆あきれたような苦笑いを浮かべた。




　僕たちは今、来た道を逆にたどって、ラボへと向かっているところだ。

　平へい林りん寺じで受けた依頼はひとまず果たせた。ラジオと野盗の件を今後どうするかは、いったん文明放送の預かり事項になった。

　先輩と光子さんは、二人だけで夜遅くまで話し合っていた。たぶん、今後のことについていろいろ相談したのだろう。

　で、僕たちは一度国分寺に戻って、次の行動の準備というわけだ。




　来る時にも見た、新たに舗装された道路と新築された家。僕たちはそれを横目で見ながら、竹馬を走行モードにして走った。

「やはり凄すごいものだな、この町は……手に入る限りの資材で精一杯やっているのだと思うが、今まで見た中では一番人間らしい暮らしに見える」

　先輩がため息をついた。

「光子は──二十九代目は、外でずいぶんと多彩な経験を積んだのだろうなあ」




　目の前には荒川の川床が広がっている。ここを渡れば、そこから先はもう旧東京都のエリアだ。どちらから言い出したわけでもなかったが、僕たち二人はいつしか足を止めて旧川口市を──文明放送の土地を振り返っていた。




　ノゾミは一人でさっさと走っていき、もう川を半分くらい渡ってしまっていた。僕たちがついてこないことに気づいて、こっちを振り返って何か叫んでいる。

「……何言ってるのか聞こえないや。インカム使えばいいのに」

「とっさに出るのは、一番慣れた動きということだろう……ノゾミ、先に川を渡って待っててくれ、私たちはもう少しここで話しているから」

　先輩からの通話を受けて、ノゾミもようやくインカムを使うことを思い出してくれた。

〈えー、かーるこもタカイドも、早く行こうよー。遅くなるとマヤに叱られるよ〉

「先に行っててもいいぞ。すぐに追いつく」

〈ん、もう！〉

　川床の中ほどにある草地でノゾミが竹馬をぐるぐると走り回らせているのは、何となしに面白いながめだった。




「なあ、高たか井い戸どくん」

　先輩は不意に、真顔で切り出してきた。

「私にも、できるだろうか……？　あんな風に」

「光子さんみたいに、ってことですか？」

「そうだ」

　先輩はうなずくと、ゴーグルを取って髪を風になぶらせた。額にかかる前髪が、幾すじか吹き上げられてばらばらに躍った。

「光子たちを見て、思ったのだ。何もかもが、私たちが知っていた時代とは比べ物にならないほど衰退してしまったが、それでも人間はああやって、寄り集まって協力し合って、生きていけるのだな、と」

「……そうですね。もう手に入りそうにもないものとか、元に戻らないものもいろいろありますけど、それでも案外みんな逞たくましくやってるなって」

　平林寺でもそれは感じた。無法な野盗が襲ってくることもあるけれど、それでも人が集まってくる。ルールを作ってそれを守り、タブみたいなものを工夫して、少しずつでも便利に公平に世の中を回せるように力を合わせている。

「正直に言うと、少し……妬ましいというか、羨ましい。光子は私と違って、今の世に生きる人間たちの中で仲間と居場所を得ることに、何一つためらいがなかったのだろうな。わずかな装備と持ち出し品だけであれほどのことができたのは、きっとそのためだ」

　それから少し間をおいて、先輩が言った。

「高井戸くん。私にも同じことができると思うか？」

　そんな言葉をかけられ、顔を見合わせて数秒後。

　薫子先輩が少し顔を赤くして僕を睨にらんだ。それで初めて、僕は自分が満面の笑みを浮かべていたことに気がついた。

「……何だ、高井戸くん。何がおかしい」

「いや……あ、あはは。そのう、先輩も意外と自分のことが見えてないなって」

「……なんだと？」

「だって、先輩も光子さんも、根っこの部分は同じじゃないですか。頭が良くて、自信満々で、人を動かす力があって──諦めない強さがあって」

「な、なんだなんだ。照れるではないか！　おだてても何も出ないぞ」

「……できますよ。先輩ならきっと──なんなら光子さん以上のことが」

「……そうか？」

「僕も手伝いますし、ノゾミだっている。ラボにはマヤがいますし、使える手段や機材もたくさんある。僕たちは、この世界で何だってできますよ」

「そうだな……対等の条件でないのがシャクだが、それは私の特権ということにしておくか」




　──かーるこぉ！　まだ来ないの？




　ノゾミがしびれを切らして僕たちの方へまた走ってきた。叫んだ後で、思い出したようにインカムを使いだす。

〈早く帰ろう！　あたし本気でお腹なかすいてきた!!〉




「ははっ……！」

　先輩は、走行モードの竹馬の上で背中を丸めて咳せき込むように笑った。笑った後で、こぶしで目元をやたらにこすった。

「なんだか元気が出てきたよ。急いで帰ろう。この旅の話を聞かせてやったら、マヤもきっと喜ぶだろう」

「ですね。行きますか！」

　僕と、先輩と、ノゾミの三人でまたひとかたまりに竹馬を走らせる。この初夏の空の下どこまでも、見渡す限りが僕たちの生きる世界だ。




　青梅おうめ街かい道どうを横切り、学院跡を横目に見ながら駆けていく。我が家ラボはもう、すぐ目の前だった。







[image: あとがき]

　はじめまして。著者の冴さえ吹ぶき稔みのると申します。

　この作品は二〇一九年に開催された「第５回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト」のＳＦ・ゲーム部門で特別賞の栄誉を頂きました同名小説を、大幅に加筆したものです。




　この作品はいわゆる「ポスト・アポカリプス」ジャンルに属しています。

　文明が崩壊した世界で残された資源をリサイクルし、受け継いだ知識を活用して、力強く生きていく人間の姿を描く。そうした物語の数々は、今なおゲームやアニメで繰り返し紡つむがれています。

　過酷な世界ではありますが、そこには個人の知恵と力、創意工夫が明日の生に直結する、明快で手応えあるビジョンと人間賛歌が掲げられていて、それが人の心を惹ひきつけるのでしょう。

　読者の皆様にも、そうした感覚を存分に楽しんで頂ければ幸いです。薫かおる子こ先輩と和かず真まの第二の人生、恋の続きはまだ始まったばかりですが、この先も書いてお届けする機会がありますように。




　遅筆で頑迷な私を辛抱強く指導し励まして下さった担当編集の松林様、本作のキャラクターたちに新鮮な生命を吹き込んで下さった、イラストレーターの西にし陽びミツバ様、粗削りな原稿を細部まで精査して下さった校正担当者様に、心からの御お礼れいを申し上げます。




　また、ｗｅｂ上で受賞を共に祝って下さった皆さんにも。

　そしてもちろん、この本を手に取って下さった貴方あなたに。











※本書は、二〇一九年にカクヨムで実施された「第５回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト」でＳＦ部門特別賞を受賞した「培養カプセルを抜けだしたら、出迎えてくれたのは僕を溺愛する先輩だった」を加筆修正したものです。




















培ばい養ようカプセルを抜ぬけだしたら、出で迎むかえてくれたのは僕ぼくを溺でき愛あいする先せん輩ぱいだった
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